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はしがき

昭和40年3月20日

鶴岡市長

足逹兼一郎

巾役所を訪間された村井教授（中央）

魔の一瞬ー一

“昭和39年 6月16日13時01分”突如として起った新潟大地震によって，本市は死

者 5人を含め人的，物的に莫大な被害を受けた．

市は直ちに災寅対策本：部を設け，全職員総がかりで，不眠不休，り災者の救助

救援をはじめ，施設の復 1日，事後の処理に夜を日についで活動し，市民に奉仕し

た．

“災害は忘れた頃にくる”とは寺田寅彦博土の有名な言薬であるが，この度の地

震は，関東大地裳に次ぐ大地震であるとされている．

当地方としては明治27年以来の事で，「li民の誰もが経験した事がない最大の規

模であり，又甚大な被害を受けた事によって，災害とは如何なるものであるかを

痛切に知らされた．

それたけに災害の後には幾多の教訓が生まれ，諸々の謎や間題が提起されてい

る．

例えは地質地盤の間題，建築工払の間題，都市防災及び都市叶両のあり方の間

- 5 -



如り地），しの叫：Jし

題， 1、.場ヽ 『「地条件の再検，，寸笠々 である．

これら叫月題は， i/r:Ji;間接に本市の新しし、都市づくりにも重大な関係があるも

のはかりであり，で））解決如何は市の柘久的な発）艮をはかるいこ，ひいては市民

リ）、卜伽に")／ー［かる決定版とも八るものてある．

この記録は，こ 0)tぅ註数多くの，しかも困難な間題を解決するための将来り

資料として取刹めたもいてあり，出来得る限り詳細に被害の実態と，状況をつた

え，更に幾分ても新潟地震に•科学的な解明を加えることによって，今 lい1 の震災を

今後に対する教，；111として反省しなから，その間題点ととりあけようと試みたもの

である．

本記録の編集は鶴岡市大山町在住，元渡前中学校長高橋静夫氏に委嘱して39年

10月から40年3)］主て約半歳に亙つて調査集録の上，東点大学地震研究所村井勇

博l：の御指導と校閲を経たも U)てある．

記して）崩く感謝の意を表する次第である．

主に本叫録か今後の市リ）行政連用の上にも活用ぷれることを念願しながら序文

を記した次第である．

← - 6 -



第 1篇地震発生の状況と被害及び

その対策



第 1篇 地心企’1の 1い兄と骰内及びその文1↑i,•

第 1篇 地震発生の状況と被古及びその対策

6)1 1(） II)［i地力は晴Kで， 廿ー・'Iの気温 I9.8度，微風 5m とし、う稀に見るtし、天気状態てあ＇うた・

巾民は， とう快な気分て愉I央に人々の職場で仕t；をしていた．楽しい杯休みに，談笑しごいた者も

多かった． それか何の前ふれもなく，全く突如として地痕に見舞われに しかも崎地力の人々は，

殆んど大部分の人は誰も地震を経験したことがない・それだけに， しゅうしようろうはいして，一

時は全く途むにくれた．

この地哀に 9)し、て，気象Iiは次り）よりに発表している．

1. 地震発生の状況

1.震源に於ける状況（気象庁）

(1) 発震時刻

昭和39年 6月16日13時01分39.9秒

(2) 震源の位置

焚島南西 約 10km

東経 139゚11'

;It 緯 38'21'

深さ約 !Okm

(3) 規模（マグニチュード） 7.5

始めは 7.7と発表されにか，後に 7.5と訂

正された．

2. 酒田に方らける観測

泊IIl測似噌に於ける観測り糾果は次の通り

る
＇ 
ふ
ダ一べ、

11) 発震時刻

il{｛ fl1 39り(i J I l 6日1:1廿寺()1 5} 5 1. 8 f’少

12) 初期微動 11秒

(3) 振巾 6cm

14) 震度 5
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(6) 

周 期 約5秒
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第1篇 地此応1の状況と骰，じ及びその対仮

(7) 当日以後の気象状況
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地震以後 4日間は大体晴れのよい天気がつづき， 20日， 2l日はくすれて雨となり， 22日から26日

まで大体晴か羞であり， 比較的よい天気かつつき又著しい強風もなく，復興には大変役立った．

(8) 当日以後の余震状況
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賊感は地表叶破担につき，もつと多いはず，

地裳後 5日間に24日の有感地裳かあり， そ中には震度 4か 1回， 3が 1回ずつ起きている． しか

し6日以後は殆んど有感地震は起きていない．

無感地震も多い時には 1日200回近くも起きていたことがあったが，漸次減少し，

んど消失している．

6月末には殆

，
 



3．地震を感じた人々の印象

11) 粟島釜谷において

釜谷は炭源からわずか Jnkmo)杢近罪離にある変島南部の，？i伍客て， I陀し、料盤の I：に位閥して＼、ふ

地寮の折，肴火場に屈合せた漁帥の 1人は次り）ようにェぐ）てし‘る'

地裳は全く夢の［うた 9)た，揺れの感しは最初どんと来て， くらくらとゆれてそれでおしまし、／こ

，．）た， I, 5人の主婦は，最初どんとし、う音と共にくらくらと揺れ，始めは上ドに，次いて横にゆ

れたという，又家の外て公衆祖活をかけていた主婦は家に行こうとするか仲々歩けなかったとのこ

とである．少し揺れがおさまったので急いで家の中に入り，火を消したり，大事なものをとり出し

たりしごし＇ると， Kにくらくら揺れたのておとろし、て外に飛出す，おさ主 9)たとおもづて家の中に

人ると tたくらくら揺れる．このようなことと：i～1 [991くりかえしたとのことであった．

この間の時間は 4~5分間につたという．

(2) 粟島内浦において

裳源牝離約 11km粟島東部の部洛である，村役場で執務中の男の 1人は，最初くらつと揺れた時

は中行子から殆んとたおれ落らそうになった．地震たとおもって外へ駈け出そうと人口まで来たら非

常に強く揺れて外に出られなかど）たとのことであった．

（3) 温海温泉において

裳諒から形］ 12km温海JI[にifliしぐ建てられたある大きな旅館の女中さんの語で：t, 「度お昼の食

t;かナんで皆坐つてお茶を飲んてし、た時の賽てあった．最初の揺れはしめはゆつく，）なので，人し

たことではなし、と上ぶ・ながら半つて＼、た．又女中の l人は地震ビねと云つてお茶を一11飲んで茶椀

をおいたら，とんと来て， 主に半分位お茶の入った茶椀がたおれた．そのゆれで，みなおどろいて

外に出たと 0)＇れである．

しかしド駄は，は＼‘て出たと云つている．又静まつてから中に入ると，閉めておいたはずの部屋

OL)ふすまかあ¥/‘てし、にものが，かなりあったとのことである．

(4) 鼠ケ関に於いて

震諒から 33km県境の唆尾根の上に建つお寺の住職の話では，始め横にゆれて，大分大きくゆれ

るり）て外i:，出たら，次＼、て 1卜にはけしくしbれ， ［1の所iて崖かかたかたとびび割れか出来，ずりお

ちて＼、,,にとりことてある，

15) 飛島の潜水夫の話

咽島¢'）筑崎沖，深さ 15m r)海底であわびを採取してし、／こ木凰人津199,h替水火さんは，ゴーとい

う海鳴りと振動で（ヘルメソトの中の頭かガンガンした）からたの平衡を失ない，よろめ＼、た， 2 

人で相談の上，船と電語連絡をとったが，ガンガンして，ちつとも聞えない，両氏は命綱をひいて

船にあかった， しかし海上では別に変ったことは，忍められなし、，そこで又潜水して採取をつづけた

--- 10 



ji l碕 也！文応！のリ、｛，'［と骰‘lt；及u＇その対,;,

が，）1,i中てこり） ~t うなシコックが 2, :l i"I感しられに．

'I•後 2 時3(）分tfl幅ぷ1cm 位り）凡＼、 i翡1/）ぺ9,9~) ¥―きて［叫力に乱れる潮）先にな'}]こいで，地震ではな lヽ

かとおも lヽ ，船にひきあげたと＼，、う．

亡0)後，ささえの人きいものは，ひ＇）くりかえり，それが，ひとてに食 j刈しこ，かなりの損古を

受けにようであら

(6) 鶴岡消防本部望楼見張当番の話

鶴岡市の望楼は地」::,3mの贔さにある，それたけに少しの風でも揺れ動いているのか常てある．

当日 1時少し前に交代して勤務につき， 1時の温度を卜の本部に知らせて 31，;1位上屋をまわって看

視していた時に地震がやって来た．

暴風の時の揺れ力とは人分ちかう，とつさに地虐とわか';たか， L）せ(I)外にヽ ＇じ）てし‘ることはと

ごも出来なし‘り）て，すく中に人り， ~［すりに 9) かまつて，し~やかんでしまぐ）た．」~9F動と斜めのゆ

れのために足か浮きあかり，向手に力を入れて手すりに中腰になって頑張った．電語器かはずれて

いたので，それをかけるのか，やっとのことてあった．間もなく下の本部から危険たから降りてこ

＼、と霞話か来たか， とても降りられるものではなかった．地震かやむまての時間は仲々長く感じら

れた・半鐘にけは，はすれなかづたか，それか鉄骨にふ9 ）かつて，かんかん鳴つて＼＇、ることだけが

耳につ＼，／こ．地裳と 1ぃ］時に上）9鍔）中に人つにのかよか＇うたし，芯し人らなかったら振リおとされた

かも知れなし‘, 3時に勤務か終')てドの本部に＇）し、たら臼にからた中に寒気かした．家に帰つても

夕食時なのに全然食慾かなか9)に数日間，からたか変にゆすふられるよ 9Jて，とても安眼など出

来るものでなかった・

こんなことは，こりこり応，二度と経験したくない．

(7) 酒田測候所験測係の話

161113時 1分51秒，突如として感震器のヘルか鳴り出した．又地震だとはおもったが，その時は

軽い気持ちていつもの通り験測のため地康計室に走り出した．地震叶室に入って，さて験測という

ことになった時に，いまたかつて経験したこともない急激な衷動，“停電”“懐中霞度］”と叫ぶ声，

親時叶はとまり，機械のペンはすつとびとても険測どころのさわきではない，という事を無意識に

さとり，ー•ぅ→先ず避難とおもい，渡り廊下から戸外に逃けた．

]3時03分切げ／）たろう．外に出てみると露場の東側の地盤か，判れて約：；0cm位(I)l貨水か猛烈にあ

9,J，')てし、る［）と見／こ．

唯ホーとしてII兆り） （し‘ることしはし，やかて気ととりなおし，応援にか1}，つけに所員とともに 1fi

び地震』室に入り，検祖1Iとした．誰かまわしごくれたのか，発動発屯機のluJ転する靡か間える．ょ

うやく気をとりなおした頃， とな，）の酒田二中の校庭に人きな亀裂を生し，“生徒か亀裂に洛ちた”

“死んたそうた”“死んだ”という謡改めて今経験したばかりの地震のおそろしさにゾーツとする．

この次，地霰にあった時には， もっと冷静に，もっと沈着にと思うか，どうなることか， 目信の

11 --



祈I¥］地心の心緑

ある Kうな，ないような甚だ心糸fl,、状態である・

(8) 学童の作文から

おそろしかった地裳 大111小 1年3;i l 野村和—f•

6月16,1, その日はぎゆう食の時間がナぎて休みのときでした．私たちは先生かスキーをしてい

る写真を見て大わらいしていました．すると急にゴーツというものすこい音とともに私たちの教室

かグラクラとゆれてきました．＼、いえ私たちの教室ばかりてなくほかの教室，学校仝体かゆれてい

ました．家も木も犬も人もみんなゆれました．私はおどろきました．私ばかりがおどろいたのでぱ

なく，みんなもおどろいていたのでしよう．地震をおどろかない人はいないでしよう．私たちはひ

なんくんれんのように，後に手をくみ，だまつて非常I」を出ました．ズックのまま外に出てみると

みんな青白くなってプルプルふるえていました．

むかしから“地震，かみなり，火事，おやじ”といいますが，全くそのとおりだとおもいました．

水，火事はどうにかして人間の手でふせげますか，地震，かみなりというものは，いくら人間がが

んばつてもふせげません， 21世紀になればふせけるかもしれません．私はこのおそろしい地震を一

生忘れません．わすれようとしても，わすれられないのです．私はこの時，地震というものはこん

なにおそろしいものかとつくづく考えさせられました．

地 震 大山小 5年5組 森国チェ

6月16日火曜日，私たちはいつものように学校であそんでいた．給食もすぎてやっとゆつくりし

ていたとたん“ガタガタドダーン'’私は何ごとがおこったのたろうと思ったら，みんながひつしに

なって，にげていきます．私はまさか，こんなときに地震かおきるとは予想もつきませんでした．

私はとうしてよいか，てんで見9iiもつきませんてした．なにしろ生れてはしめての地震にあったの

ですから，こわいのと，あわてるのといつしよになって，どこににげてよいかてんでわかりません

でした．

この前本で見たことをおもい出しました． “地震になったらっくえの下にはいれ”ということを

知っていたので，私はそばにあった給食台の下に， じゅん子ちゃんとはいったとたんに， じゅん子

ちゃんは逃けようとしました．私はしゅん子ちゃんと一年生のときからわかれたこともないし，一

番の友だちなので“しゅん子あぶない”といつて，ひっぱったとたん 20cm位の大きな石がおちて

きたのです．ほんとうにあのときは，おもつてもゾツとするほどおどろきました．教室には私たち

5人しか居ないので， もう死んでしまうのではないかと思いました．

しかし私は 2分位の間かあったとき，むがむちゅうで， じゅん子ちゃんと逃げました．あのとき

他の人のことなどこれつぽちも考えませんでした．たた自分たけが助かればよいと思っていました．

しかし外に出たとたん，私はホツとしました．まわりには，みんながいるからです．ただ 1人ぼつ

- 12 --



第 1篇 地心発’Iの状況と椴古及びその対渡

ちだったらどうしようとおもいました．外に出てすくグラントにひなんし主した．ひなんするとき

も早く安全な所ににげたい気持でいつばいでした．

みんなは，おたがいに地裳の話をしはじめました．よく誰も死ななかったものだとおもいました．

地震はまだつづいています．

学校からの帰りは町くるみでかえりました．家についてからもこわくて家の中にははいりたくあ

りませんでした．家の中は本だなかたおれたり，なにやかにやと，ごしやこじやしていました．私

はこれから，いそがしくなるなとおもいました．水道はとまり，電気もとまり，いつもの家とはが

らりと変り，まるで火か消えたようでした．

私は二度とこんな地震かこないように学者の人か研究してくれるといいとおもいます．地震国日

本と云われるほどですから二度と地震かこないようにいのりたい気持です．

新潟地震 大山小 6年5組 丁、藤光了→

その時は昼休みだったので，私は友達と 5̀ 6人で遊んていた．昼休みも少して終ろうとしてい

たが，グランドに出ている人は少なかった．

とつぜん 1人か“地震た”と叫んだ．私はびつくりして後の校舎をふりかえつてみると，大きな

校舎がグラグラゆれはしめた，みんな急いでグランドにかけていった．校舎からみんなか我先にと

とび出してきた．地面もグラグラゆれている．私はすぐおさまるだろうと思ったが，おさまるどこ

ろか，ーそうゆれはじめた．各クラス毎にひなんした． 5組はグランドのはしの草原にいった．草

原なら草の根がはつていて地面がかたくて安心だとおもった．一度おさまつた地震がまたゆれはじ

めた．でも前のよりはずつと小さかつた．

その日はカバンや道具を学校においたまま中学校の人といつしよに家にかえった．私は家のこと

がとても心配だった．でも何もひがいがなかった．本だなかたおれて人形などかころんだそうだ．

その夜父は電気関係の仕事をしているのでおそくまでかえつてこなかった．夜中に目がさめた，

父がかえつてきたようだった．それで安心してまたぐつすりねむった．

次の日は学校に行ったか，グラントに集まり勉強道具をとつて来て，それてあかりになった．町

に出てみると，全かい，半かいの家が目立った．ひかいを受けた人達かとても気の毒におもえた．

学校も大部分使えなくなった．

4カ月たった今でもまた半分位しか学校はなおつていない，私は 1日も早く校舎をなおして前の

ように勉強できるようにしてもらいたいとおもいます．

じ し ん 四祖9小 3年 1組 さとう しろう

みんながあそんで，はじまったので，ぼくは足をあらって酉の入口から入ろうとしたら， じしん

かきました．おどろいていそいで走ったが仲々正しく走られません．まつすぐ走ろうとおもつても
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詞号地l［の，llI録

よ／）、＇）てだめでした．そのうちじしんも． ti）くなり主した． グラン 1：にし、そ＼＇‘てにげてし、ぎ主した．

先生かたの人るところからもあ，~I) てごに：｝てぎ｝しに．芍のある方に!!~-/)〔 v'ったら，あんなに，

でんとしたすもりばかへしゃんこにな')て＼＇、ました着五んなはグラントにあつまりましたか， じし

んはまたや五主せん．ぼくはびとりことと＼，ヽ＼、主した“じしんやめろ”.

たいそうはの犀根の瓦がおらてぎました． またおちそうなのかたくさんあり主ず．

先生｝jO)そうたんかはしま/)て，池田先生が“ふしたはやすみです． どうくはおいてぶらくの先

生とかえりし[す”とし、し、主し f7-・ぷんな 2列になうてうちへ力疇り主し↑ご・ぽ<°）うちば大じ tう

ぶだろうとおも 9)てし、 9汀このに，ベシヤン｀コになつてし、主した．

じ し ん 内叫iク］、 1介］出本間栄 1’・

私はひるやずみ ‘Jフトをしていると，始まりのヘルが鳴ったのでやめて教室に人ろうどして，か

いたんまで行ったら，じしんがきた．みんなは教宇から出てくるので，私も外に出ました．すると

外の箪原が｝：にもりあかつて来主した．私はそれを見て、）づくりし主した．ずもう場の方をみたら，

すもうばは，ぶつつぶiして＼、ました．かし‘てんとう 0) 卜かわれてし、ました．てうぼうもはずれてい

ました．東体そうばは山のようにもりあがり主した． しばらくしてから，ぶらくごとにかたまつて

家にかえりました．

家につし、て，おしいさん，たたし、まと云つて中に入つてみると，おじいさんは，ころんだままじ

つとしていました．私はまたじしんかやつてくるかと思つて，おしいさんを外に出して，むしろを

し＼、てそこにすわらせました．そののちもなんかいもししんかきました．私はラジオできいたら今

週 1週間位はじしん力、くるかもしれなし、から，ゆたんをしてはならなし、とも＼、し、ました．それから

電気もうかなくなりました．水道の水も出なくなりました．それで山の方からし、ち＼、 t)， くんでこ

なければなりませんでした．私は生れてこんな Hにあ勺たのははじめててず．

おそろしか ったししん 庄I![：小 3{1 2 祖大場寺—―

ぽくははじまつて教宅に入ってすわろうとしたら，教字かくらくらと動いたので，じしんだと思

つて外ににげました．外に出ても，じしんは 2, 3回おこりました．ぼくは立づていると足がふる

えて，よいそうな気がしました．それですわることにしました．

この大じしんで，ぼくの家がこわれたかと思って心配でたまりませんでした そうしたらけい一

君のおかあさんか来たので“おらえどげだけ”とききました．おかあさんは‘‘みんなの家，だいじ

ようぶだ”といし、ました．ぼくはそれをきいてあんしんしましたが，まだはかはかしてた主りませ

んでした．

ぼくはうしろの方てこえかナるので行ってみました．するとすもう場はつふれてい主した．同転

とうの1こはわれてい主した．士のひびの中から水かヂヨロチコロ出ていました．ぼくがそれをみて
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第 1i,;l ＇也，．＇企 ’l9.） |I、 91［と観 ‘9じ及ひその対~，K

いると， うしろの）］からも水がII¥てぎました．

先生力か“あつ主れ’'とぷうのてあ，うまり主した．先生と部洛ことに帰ることにしました．蛉り

ながら，ぼくの家かこわれてし・なし・か心配でした．ど）し・てみると家のかべや柱にびびが入ってい主

した~お母さんにぎし、たら，二階のかべにびびはいったと云いました．ぼくは夜，またじしんがく

るかと息つてはかはかしていました．

祈潟地震 凸月9炉J、6介：I衰II 佐 藤文 了＾

給食の終ったあと，私たちは理科の実験て使うあま洒を先生かみんなにくはつて飲もうとした時

てした．私はスフ＇ーンを洗つて机のわきにくると，とこからか急にず—‘）とし、うすこ＼、ー［『かして来

た．ジェット機が何機も来た感したうた． とすると目の前がくるくるした． 日まし、でもしたのかと

思つていると，みんなが地震だあーと叫，瓜なから教宅を出てし、きました．私も急し、で教字を！廿よう

としたけれども，足もとか， とかとかして思うようには進めませんでした．やつと階段をおりて外

に出ようとしたら，ろうかのかべか割れ， 上から七がボロボロ落ちて来ました． 1, 2年の女の子

た化は泣いていました．私は，最上級生なんたから小さい子を出してやろうと思ったか，急に，ダ

グーンとたくさんのかへが落ちて来たので“こんな所では死にたくはない”と思つて，ただ夢中で

外に出てしまった．地面か割れ，地下水かぼこぽこと湧き出していた．私はこわくなったので，ど

んとんうら庭を走つていた．桜井先生はいつきたのか，東便所の前て“草のある力を走つていけ”

とさけびながらみんなを守つていた，私は先生がこう云つて下さらなければ，もう少しで，地われ

したところにおちていたかもしれないと思うと， とてもありがたかうた．

グラントに集つてから気をつけてみると，国旗けいよう台のコンクリートかたてに割れ，テレビ

のアンテナかたおれ，体育館の床かもりあかづて，学校かかたむし、てし，、た． 1年 1組の教宰か防火

へきから離れて大きなすきまがあいていた． もつとも平ヨツとしたのは，すもう場がペシヤンコに

つぶれていたことでした．私はだれかその下につぶされていないか心配になったが，先生は誰も＼、

ないと教えてくれたので少し安心しました．でも照井さんか気絶してたおれてしまし、主した．

そのうち部落担任の先生と勉強道貝は教宰においたままで部蕗毎に帰えりました．歩きながら，

私は父か屋根の仕事なので，屋根から落ちな＼、だろうか，家は大丈大たろうか…，•と心配ていつば

いでした，急いで家に帰つてみると，つみかさねておいた薪はくずれ，かべは落ち，階段の先は折

れ， うら口のゆか板が巾 10cmほどあいていました，

私はしばらく家にいましたが，時々ミチーミチーと家がゆれるので，いったおれるかと心配で，

て階のへやからだいじなものをふろしきにつめ， リヤカーではこひました，その日の夜は電気もっ

かないので，ろうそくをつけ，ごはんは朝たいたひやめしを食へ，水は井戸のある家へいつてもら

つてきました

今でも時々余震があるので，こわくておちおち勉強もしていられません，今度の地震ば一生忘れ
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祈り地ヽ グ），は緑

ることは出来ません．これからは天気予報のように前もつて五んなに教えられる1ttの中になるとよ

し/‘とおも¥/、ます．

6月16日の思し‘IIi 四郷中 1年 田村純了・

6月16日，それはきつと私が一生涯忘れることのない日になるだろう．こうして秋の光に包主れ

ていても，あの日のことを思い出すと身ぶるいがしてくるようである．

「度あの日，私は風邪をひいて家て寝ていた．祉か PTAの会合に出かけて 2,3分位したころ，

突然大地震か襲つてきに私は無我夢中て倒れそうになりなから外へよろめき出た．外に出ると，

もう右向いの家の上蔵か倒れ，士けむりかもうもうとあがつていた．つつじの木にしがみついてい

ても左右にグラグラゆれ安定しなかった．人々は大fして叫びなからそれそれの家に走つていき，赤

ん坊の泣き声や，老人の祈りの担，いろんな声か聞えては聞えなくなっていった．きつと私の顔は，

まつ青だったろう．家の中にはとてもいられないので， PTA から帰つてぎた母といつしよに田の

方に行った．そこにはたった少しの間のグラゾという地震のために自分の付む家を失ったあわれな

老人が畑にござをしいてひざまづいている姿であった．

時間も大分たっと小，中学生か帰つてきた．小学生は‘‘長崎は全滅”という言葉を学校で聞いた

らしく，泣きなから帰つてきた．姉から学校のようすをきくと，被害は少いらしいという人々のう

わさだったが，相当ひどいらしいのでおどろいた．その日は家では寝られないので小屋で寝た．

次の日，学校へ行くと，学校もまたとても被害を受けていた．廊下は斜めに傾き，墜は落ち，床

は歩くとミシッ， ミンツと音かして，セメントは割れ，瓦は割れて落ちていた．

次の日もその次の日も小さな地震があった．いつ家がこわれるかも知れないので，茶の間に寝た．

水も出なくなり，何日も水くみに山の方に行った．

後になって給水車かきた．バケツを両手に持ち何度も家と給水屯の間を往復した．水の不自由を

したことがないので，水の有難さかしみじみと感じさせられた．

死者や負傷者，被害を受けた家，いすれも沢山の被害をもたらした新況地震，二度とこのような

悲惨な出来ごとを記したくないものである．

恐ろしかった地震 四郷中 2年 高橋 伸

6月16日，その日を私は生涯忘れることはないでしよう．地震の恐ろしさを知らなかった私が，

それがどんなに恐ろしいものであるかを，深く心に刻みこまれた日だからです．

地震かおきたのは午後 1時をちょっと過ぎた頃でした．その時は 5校時の理科の授業が始まつて

いました．吉川先生が 5分問テストの用紙を配られたので，私は名前をかき，何となく 3年A組の

教室に目を向けました．その時でナ．急に教室か大きく揺れはしめました．私は，はしめはたたぼ

んやりしていましたか“地震だ’＇と感して，すく机の下に入りました．私はカー杯机の足をつかん
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第．］篇 地心茫りの‘|）．r兄と骰古及びそ0）文｝渡

でいたことと，廊下を走つて逃げていく人の足音か聞えたこと，古川先生か，教窄から出ていく人

に“し、くな，机のドに人れ”と叫ばれたことしか党えてし、主せん． とい位揺れたかも•＼もえていませ

ん． もちろん自分の生命については跨える余地かありませんでした．

私は数人か教室から出ていくのて出ましたか，教宅の後から出たか，訓］の）iから出たか記憶があ

りません．階段を降りていく時には，床のしに多くの競か落ちていました．中央公民館に多くの生

徒か集つていたので，数人と一緒に行ったような気かしますか，誰たったかおぼえていません．公

民館に行ってから，友達と恐ろしかったことを話しあいました．公民館のわきには地割れか見られ

ました．

あとで運動場にみんなが集まるためにいぎました．運動場の所々には地割れか見られたし，小さ

な木が植えてある所は 20cm以 t沈下していました．校舎のあおこらかこわれていました．ほんの

数分間の地震が，がんじような学校をこんなにまでこわしてしまったのです． 1,l然の力のおそろし

さをつくづく感しました．私は友達に“地震か学校をこわしてしまった”と何度もいいました．多

くの人は自分の家や家族の安否を気づかつていましたか，私は自分の家よりも学校か心配てなりま

せんでした．みんな毎日頻を合わせる学校，私の丹校となる学校か，いつまでも変らぬ盗であって

ほしかったのです．

たが，私にとつて有難いと思えることがひとつありました．それは君子さんが欠席したことでし

た．若し来ていたら，足の悪い彼女はみんなのように身をはやく動かすことは出来ないので，どん

なことになっていたことでしよう．

校舎かこわれ，教室にいくのは危険なので，学習用只はそのままにして部落毎にかたまつて帰る

ことになりました．家に帰えると私の家は既に 1カ所ひびが入っただけてした．畑で働いていた屈

か急いて帰つてきて， “親子の別れになると思った，無堺て：Kかった”といつて喜びました．友達

の竹井さんが来て， ‘‘家には入られない，みんなこわれて，そして家には誰もいない”と云つて手

ぬくいを目にわてて泣いてしまいました．私は“あんたか泣くと私も泣きたくなる，泣くな”とい

いなから彼女の家に行ったら，家の人か来て修理にとりかかつていました．入口の戸はあかなくな

り，茶の間は 20cm位低くなっていました．また茶たんすはもう倒れそうになっていました．茶の

間の床板はどんどんはずされ， もとの形はすつかりなくなってしまいました．その時私は，竹井さ

んの家の赤ちゃんの世話をしました．夜， うす暗くなっても竹井さんの家の修理かできなかった (f)

で，私の母は，竹井さんとみゆきちゃんを私の家につれてきて，御飯を食べさせました．その夜，

竹井さんと親せきのおばさんは私の家に泊ることになりました．床につくまではろうそくをとぼし

たうす暗い茶の間で，話をしました．もちろん話の中心は地震のことてす．私は寝る前に二度とこ

のようなことか起らないように私の神ジョン• F・ケネデーに祈りました．寝ている間に何回も余

霞かあったそうですか，私は一度しか知りません．

新潟地方は人きな被客を受け，家を失った人がたくさんあるそうです，被害を受けた家の人々が，
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瓦り地仄の晶録

絶望のどんぞこから 1日も早く立ちあがつてくれることを願つています．

一瞬の 出来事 西郷巾 3年 本間重美

さあ， 5時間 il，大好きな音楽だ，母ちゃん今日参観に来るかしら，そう思いながらうたい始め

た時，突然音楽宅かグラグラ揺れ出した，びつくりした．誰かの悲鳴がきこえたが，私は出も出な

かった，一瞬ほおがこわばり，それからは無我夢中誰か 2, 3人と手をつかみ合つて，一生懸命走

つていた，音楽字は幸いグランドに一番近い所にある，音楽室をとび出してセメントのもとの昇降

口だった所に来た時に一番強く揺れた，足もとのセメントかまるで嵐に出あった小船のようにくら

ついてとうとう私は足をとられて，おもいきりころんでしまった，私は現実と空想との中間の世界

にでも居るような変な錯覚にとらわれた．起きるのも夢中であった．やっと土を踏んた時のあの安

心感グランドを見渡したが，ほんの少ししか人はいない．皆はどうしたんだろうと思ううちにも，

校舎が少しずつくずれてくる．まだ手足のふるえが止らない，

何ということか，あんなに堅固に思われていた私たちの学校が，目の前でくずれていく．とても

信じられない，夢のような奇妙な気持ちた．みんなかだんだんグラントに走り出てくるのか見える，

ふと第二の不安がおそつてきた．家族の事，父は自動車になんか乗っていなければよい，昼休み

をしていてほしい．母は店にいてすく逃げてくれたらよい，勉は今ごろ私たちと同じく，みんなと

一緒に避難しているだろうか，けがなんかしていないだろうか，若し家に電車が脱線してつつこん

たらどうしよう．こんなことを幾度も幾度も考えた，でも私はこの心配事か行きすぎであったこと

をすく知った，

部洛ごとに集まつて，びくびくしながら家に帰ったが，無事な家を見て気がぬけた．地震のこと

がどうも似じられない気かしたか，やつばり地震はあったのた．今夜は電気もつかないし，水も出

ない，こんな経験をして電気や水の尊さかよくわかった，一生忘れることか出来ないであろう．こ

の思い出を胸にきざんで，私は眠りにおちた．

次の日，学校でみんなの話をきいて驚いた．中には家が全かいした人や，半かいした人がいるな

んて，私たちの部落が一番被害が少ないとも聞いた．校舎内に入れず，太陽の照りつけるゲランド

に立ちながら考えた． “被害を受けた人は大変だな，ほんの一瞬の出来事のために，どんなに苦労

するんだろう”あんなことかあった後だけに，グランドで友と明る＜会話をかわせるのかうれしか

った．

校舎に足をふみ入れて中の様子におどろいた．セメントのいたるところを横切っている大きなひ

び，壁上のためにまつ白になった教室，傾いた廊下等あまりの変りように目を見はつた．体育館の

床も，中央かひどくもりあがつて，私は体育館の中に，強い力でひきずりこまれるような感じがし

た．

思い出の多いこの学校が，いたんだことがとてもつらい気がする，
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(9) 教師の記録から

西郷小学校長 中村清造氏

6月16日（火）からりとはしないが睛れの日の午後，昼休み時間で， ［ともらはグランドて遊び

たわむれているものもあれば，給食のあと仕末を終ろうとしている級もあった．り後 1時 5校時始

業のベルが鳴り，外の子は教室に入ろうとする頃であった．

グラグラグラ ビチピチときた．

例の地震かまたやつて来た， またどこかで大きな被古が出なけれはよいがとふと頭をよぎった．

呼吸をひそめて，止むのを待とうとしたか止主ない．その振動は次第に強まり，われわれの経険外

のゆれだ．職員室にいた教員は担任学級に飛び出していき，教頭，義教はグラント中央の避難集合

場所へ，私の目にはあらゆる垂直の線か，ふれた写真を見るように映つた．上の底から出るのか，

校舎全体から出るのか，無気味な鳴動と柱のきしむ音とか続く．校舎にむかったrともらはいつも

の訓錬の集合場所のグランドヘ--t1散に走る．教師の指揮で非常11から避難する［，みなくずれる

峡十．の煙と砂ぼこりをあびて丸くなって動いている．

私は職員室から中央廊下まで柱を伝いながら足元をふみしめつつ，東 IIからの避難終了を認め，

また西からの避難状況を見届け，再び職員室にもどった．

ふと室の真中の煉炭火鉢に気つき，その卜.に乗っているやかんをつかみ，湯を思い切つてぶつか

けた，瞬間白い湯気が立ちあがり，右手に・・・・ 9•熱い．

余震におののく子どもら

運動場に集まったfどもの点検かはじまつていた．幸にして 1人のはくれた子もいなかった．次

にけがの子の調べをしたが，これもいなかった．

ほつとした［］に見えたものは昨年 4本柱を更新し，脚をコンクリートて固めた相撲場が七台から

もつくり掘りおこしたようにペンヤンブ．屋根たけか地面から生えたように，ひさしは柱につきぬ

かれ，串ざしとし、う形である．

fどもたちはおろおろしているもの，泣きそうな顔をしているもの，学習用具に未練を残してい

るもの，次から次とくる余震に“また来た” “また来る”とさけふ子ら，あの最初の震動から避難

までの恐怖と，つぎつぎに起る余震に不安感がかきたてられる．

あの子の家もこの子の家も

若い先生は校舎の見廻りを終え， トランジスターラジオを持出し， スイッチをひねると，直ちに

新潟市の被害か知らされる．次から次へとローカルをさかす．京田幼児園の悲報も入る，学区の部

落も大被害を受けたらしい事も入る，子どもらはヂーツと耳をたてて聞いている，どの子もどの子

もわが家のことを心配しているのだろう．そのうち父兄がバイクで駈けつける．生徒全員の無事を

聞き，部落の状況を語る．あの子の家は全滅，この子の家も半かいときく．
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肖入井て職員会議か開かれ，明日のfどもらの臨休，郊落担任引卒のもと児童を父兄に引渡す．

今夜の宿直はグラントにテントを張り，用務員とともに勤務する．校氏は巾教委に連絡明日の作業

の打合せを行う．

それそれの先生の引率で子どもらか帰るとふと，さきはどまでの揺れと気味悪い音をたてた校舎

か，もの恐ろしく感しるとともに， fともたちの丸＜ t: ラツと脳裡をかずめ．

言いしれない淋しさかおしよせてくる．

さて市教委に連絡しようとしたかどうしても電話か通じない．ためだ，鶴岡行きの電車も不通，

ハイヤーもこない，それどころか水這もやられ一滴の水も出ない，電気もつかない．

考えさせられる砂上の校舎

校舎の被害は人きく云つて，玄関より西は大きな被害かなく，古い壁士の落下，屋根瓦の落下，

ガラス戸の倒伏くらいてあるか，東に行くに従ってひどく，いたる所に地割れが生じ，地盤は沈下

ともり上かりの現象を生じ，コンクリート．l：台は鉄筋さえもひきさかれ，いたる所に亀裂を生じ，

建物はひきさかれ，床はかまぼこのようにふくれあかり，柱という柱は全部傾き，防火競を境にし

て 30cm位沈下した．

体操場，音楽室，普通教室10, 特別教室 3, 給食室等は全く危険で使用不能と認定され，全く目

もあてられない．

本校は昭和10年の落成で，砂丘東麓に校舎の西端があり，東は元の沼地を砂て埋めてたてたとき

＜．老朽校舎てもなく，こうした破壊を受けたのは地盤の不良と某礎工事に問題かあるように思う．

恐怖の一夜

6月18日は子どもらの登校する日た．その前日は危険個所の規張り，破かいされた所ば手のつけ

ようもないが，大まかな後片付け，水も使えない掃除をやったか，加茂水産高校の校長先生，職員，

生徒諸君の奉仕作業をいたたいたことは何よりの慰間であり，激励であった．

今日はどんな様fで登校するだろう，教宇もととのわないのに登校させたのは，ただそれだけの

目的たったかも知れない．朝礼てあいさつの後‘‘昨夜はとうして寝ましたか”に答えて“稲倉に”

“じ蔵のさやに”“ヒニールハウスに”‘‘自動車の中に”などそれそれ寝られない恐怖の一夜を過し

たことを物語り，ホロリとさせられた．千どもらを帰し，さあこれからだー一教宅移転た，間仕り

だ，物品運搬た，先生方は全員人夫に早変り，一刻も早く授業再会への努力か始められた．

研究を要する避難のしかた

大事に直面すると子どもらは，お先まつ暗になる，たた頼りになるのは“おら 1まの先生”だ．み

な先生にしかみつく，この時こそ“みんな先生のとおりにせよ，必ずついてこい”と言いながら最

後の 1人に目をくばりながら先頭に立つ勇気，これが子どもにとつて何よりも頼りになるものでは

なかつたかとおもう．今までの避難訓練はとかく火災を想定してのものであったので，避難口から

出るには出たか，火災のように若干時間のある場合と，地震のように 2, 3分か山てある場合の避
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難の仕方に今後大きな研究を要するものがなし、！ころうか．

人山小＇f' 校）~く 大）1| 義ー氏

3日前に避難訓練したばかり

f ともたちへの愛情を注いでくれる先生，先生を敬愛する(•どもたち， f-ともたぢを信じてくれ

る先生，先生をに頻する（どもにち，これは毎 Ilの教育のいとなみにおいて胄然の姿てはあるが，

ぉ在に謡識せずに過してし‘るのです．

ところかこの事実は生命に厄険の追る激震のさ中に， きわめて自然の姿て現われたのです．丈に

兌年く感したのです．得難い体験につたのです．

激雲は午後 1時 2分から始まる，消掃作業の直前であり， レントゲン撮影のため昼食のおくれた

紐もあって，人力の児童は教宇にいた時刻たったのです，震動と同時に壁か洛ち，七煙りがまいあ

かり，本棚，オルガンか倒れ，花瓶かころけ，黒板，掲示板まで洛ちたので，無気味にきしむ校舎

の中におつては判断にも迷い，机の下にもくらせた時間は極めて短いものであったのに，この場か

ら逃れようとするあせりのために，先生とすかられる身にとつては実に長く感じたと思うのです，

断線のため校内放送の不能を直感した各担任は期せずして 3日前実施した避難訓練の方法を仝員と

つてくれたのです．

この判断は適切だったのです，

しはらくにして廊ドに誘導したものの，大ゆれのため歩こうとしても進めない廊下，おりようと

してもおりられない階段，それは長く見え，高くも感したに相違ないのてす．先生を伯頼しきった

ー（-ともたちは，無言たったのです．全く声なく各担1壬の身をもつてする指示に従い，動いてくれた

のです，何も持たずに，早く，しかもころぱず，非常11へ，すべては担任の行動か手本になったの

てす， 上•いにして非常 II の屋根瓦に限つて 1 枚も洛ちてこなかったのてす．天柏てした．

避難場所に定めたグフントに全児童かかすり傷＿、今つおわずに集合してくれたのてす．町子ども会

に編成し直して，中学校生徒の協力のもとに無車帰宅させることか出来たのてす．

2. 被害の実態

一瞬の地震により鶴岡市は旧市，新市の全域に迂り，住宅の仝半潰，道路の欠潰，水道の破損ほ

勿論，商品の損失や，団体客の予約取消しによる旅館の減収，殆んどすへての学校をはしめとする

教育機関の被害なと，あらゆる面に1よつて莫大な被古を受けた＊ しかし何とぷつても最も痛痕に堪

えないことは，京田幼児園児 3名を含む死者 5名を出したことてある・

被害の総額は約63億円に達し，そのうち仕宅被害か最も大きく 27億円に及んでいる．

又地域的に眺めれは， 1i]市は比較的損害は軽微であるか，新市中ても大山，西郷， 十郷の各地域
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は致命的な打撃を受けた．

1.被害総額 6,295,607f円

内 成 公共被’古

般直接被古

般間桜被 it;

510,321千円

4,532,583frl 

1,2:,2,7oorr'I 

2.被 害 内 容

(1) 人的被害

死者 5入 旗田幼児園児 3人

大荒 1人

谷定 1人

負傷者 26人 鶴岡 5人

大山 6人

京田 11人

豊 IIli 1人

"+ 31人

(2) 家屋の被害

（イ） 住家の被古

全 壊 303棟

半 壊 782棟

i
 

..•• 

"
 

1,085棟

世帯数

世帯数

汁

2,721,600千円

320 

815 

1,135 

外に～^ 一部破損 11,000棟

（口） 非住家の被害

令 壊 263棟

半 壊 770棟

叶 1,033棟

外に一部破損 9,000棟

全壊合，，I 566棟

半壊合註 1,552棟

•部破損合t,1• 20,000棟

総 計 22,118棟
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（ハ） 地域別家屋破害状況

Iべ 分
-―---・・・・・・・---・・・ 

鶴 岡

大 111

点

伍 令

湯 Iii Ill 

人呆
．．，． 
炉: 111 

栄

t．祖1:

Ill Ill 

咄．，廿I

IJII,’文

], 1 

第 1表

仝かい 「――「:ぃ l---------- 一 一ー・・ - ' - -------・-Ii 家 』 {i',< ! ｛i,釆|,JIイi家
~ 9-＂ " ＂ ..  ~9 - -• •—- ^—-·-……•—••— 

7 : 1 | 3 0'30  

220 i 151 131 315 

o | 2 7 9 

l' （ 6 lo 

(） ! （） 3 l 
i 

(9 |,~' I 25 | i l 

2 1 3'32  4 6 

22 27 16, 112 
I 33 11 77 40 

() ［） ! 1 ; 6 

l0 | l9 l 1 19, 130 

2 ! 0 2 ! 0 

30:1, 263 i 782 i 770 
l 

9, 1 死
~. 

68 

1,123 

18 

18 

1 

IOi 

9 3 

177 

161 

7 

338 

1 

2,118 

打

0

0

0

1

0

0

3

0

1

0

0

0

5

 

i

i

-

5

6

0

0

0

4

0

0

0

0

1

0

6

 

才

一

］

2

~9J. 
；ダ9‘ i

 

(3) 商工業の被害

大山商店街に被害が集中したのみならず， 1日鶴岡地区その他の地区の工場や商店に於ける損傷も

多く，水沢化学の煙突倒かいによる工場，機械類の破かいをはしめ，商店の備品，商品等の損失が

莫大である．

総額 1,159,222千円

件数 1,211件

内訳 商店関係

旅館関係

工業関係

339,670千円

24,020千円

795,532千円

958件

72件

181件

（イ） 商店関係の被害（単位千円）

第5友

旧市の部

区分;；—----1-占――---- 紬 l設備--＿19_商品
I'1. 数 " ＝ I• 

--... --------- -----------------.. -'---------------.........―---―-----------------

•→「1,1 j 町 450 377 ＇ 1,208 38 2,035 

七'H,, 釘.： ；, 450 JOO 417 ]6 997 
195 185 606 28 986 

みiI I ゆき
30 263 339 50 632 
75 120 450 18 645 

七荒塁 l! I J 軒I i i 土
300 230 300 17 830 
:100 866 5,014 98 6,180 

1.095 909 2,026 100 4,030 
]20 117 1,128 31 1,365 

-I面灯 l'i銀和畑人 Ill1町部+ ] 
:io 10 105 II 175 
5 6 3 63 165 13 791 
264 136 988 :11 1,688 
171 240 180 4 l 891 

駅lそH謁111 市の内 計町他前

2,13'1 385 1,009 38 3,533 
6,949 3,121 6,288 51 16,358 
3,899 1,240 26,619 86 31,758 
17,030 8,692 47,172 673 72,89-t 

----------------------・--
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第6必
祈市の，・;1;

lメ． fり、 i,', が/，19 1, ＇ 9， ," x’ fiiiI 商 9,',＇， i i i'I 数 l, 1 

水 ,1, 54,000l ' 1,500 ！ -1,500 : ， 60,000 

炒‘9j,・ Ill ill 210 60 :JOO 7 070 

殷 i I I I 900 90 1,200 10 2,190 

廿I 且 180 80 300 l l 560 

: 仮9↑ i l'f 沙’ l芯〇 so 300 17 330 

新 111 :10 

゜
'JO 120 

/）II 茂 60 () 150 20 210 

大 111 1 4 3,4 94 17,000 10,102 l77 202,596 

祈巾杯），,1 201,00,1 18,780 、16,942 285 266,776 

全巾合 [JI 218,081 27,472 9 1, 1 1 4 938 339,670 

大山を中心とする地震であったたけに，酒屋及び泊類販光業者の損害か莫人であり，その被害は

1億円に及んでいる．

先つ流れた酒は実に 60,800e (I JI・瓶にして 3,1,000本）に達し，金額にして 7,841万円に及んで

し‘る．

内訳 酒蔵の樽から流れたもの ,16,111 e 

泊蔵の瓶詰め破損 3,061 ¢ 

小売店で割れたもの 10,368£ 

又大ぎな洒民の被古としては，

竹 訊） 露 5,933e （広瀬）

犬 瑞 2,305,f, （渡前）

月 海 l,706e （藤島）

｝廿羽 の '-al1l• 14,s12 e （大山）

人 111 2,6511! （大山）

9ロ9ふコ9 9 七 12,828,(! （大山）

等である．

（口） 肌雑府関係の被古

旅節施設は寺・い倒欺はなく，人部分が施設の小破損， fI器，備品等の破損，温泉の源泉沈ド等で

ある．

しかし観光客の大部分を新潟県て占めている庄内の 3温泉では交通途絶による予約取消しのため，

及の観光行楽の最盛期を控えて旅客か著るしく減少し，無形的被害は頗る大きい．
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第7}<

旅飴閃係の被害（り1位千円）

Iメ^ 分 建

湯 Ill Ill 
'，-

机~ I I I 

111 良

湯野瓜

111 iii JI、1

9, 1 

物

860 

300 

650 

1,540 

2,700 

6,050 

~
ャJ
‘＇ 

~:E 

灯!＇ 
~
 

~
~
f
 ，
 
，
 
！
 

270 

] 80 

230 

6SO 

1,800 

3, 1 3 (） 

,＂ 
9

9

 

120 

100 

l(）0 

360 

2,(i(；（I 

3,31 (） 

饂 呆

1,000 

゜500 
10,000 

(I 

11,300 

~.h 

2,250 

580 

l,480 

12,550 

7,160 

21,020 

（ハIT．業関係の被古

第8}こ

菜 柿建
----- - ----,------------

織物

兵 糧品

木材｀

建材

木！

鉄！

化＇I'その他

,;I 
-------

大 111 地区
~一

鉄 1

木材~木 1

兵品製必

その他

泊醤油

99 !~ 
~ ~ ~ 

合，，i| 

＇ 

物
.... 

105,300 

11,900 

3,800 

70,180 

l2,308 

50,235 

61,250 

3 1 5, 2 7 3 

~ ~ ~ ~ 

3(），8 1 3 

[6,685 

15,595 

1 0, 1 !）5 

65,650 

1 3 8, 9 3 8 
~~． 

454,211 

B,219 

7,685 

6,830 

18,621 

6,375 

20,250 

:l2,855 

165,835 

こけ;'
 

------- - -

l, 6 7 3 

l,30(） 

631 

3,533 

13,500 

20,637 
~ ~ ~・~ ~ 

186」72

,::, 

12,657 

1,853 

5,974 

28,350 

:1,176 

28,750 

!6,100 

!30,160 

1,373 

3,7 10 

2,559 

3,635 

l(）,380 

24,689 
~ ~ ~ ~ 

15 1,849 

l'i 

9

1

1

3

3

5

5

3

 

数

2

l

2

ー，

9, 1 

19[,]76 

24,438 

[6,604 

117,451 

2[,859 

99,235 

ll0,505 

6]],268 
ヽ~~．~

l

5

8

7

7

8

-

J

 

]

5

8

-

8

 

ー

~ー ＿ ＿ ， ヽー

:16,86! 

21,725 

18,785 

17,363 

89,530 

18-1,261 
~~~ ~~ ~ ~一

795,532 

（二） 商工関係種別被害合計額

第9表

区 分 1店舗1又は建物， 

I均！，'i 218,081 

旅朗 6,050 

].場 454,2ll

総 ；1- - 678,315 
- -一•-

27,472 

3,130 

186,172 

217,071 

．打9j
 

品温

91,111 

3,310 

J5.1,8・19 

252,303 
...、~ • ~ 

9'1 
•9K 

゜11,500 

（） 

11,500 

11 数！，，I
• 9 9 9 

958 339,670 

72 21,020 

181 ; 795,532 

1,211 ・ 1,159,222 

14) 農林水産関係

漁港に於ては防波堤護岸の欠壊，山林に於ては地こりによる被古かあるか， とりわけ農業用諸施

設の損壊及び農地の隆起沈下，水路の破損，水稲倒伏等，それに加えて稲倉，蓄舎等の倒壊等甚大

である．
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糾iし）地点の晶録

総額 705,57'1千円

件数 1,605仲

内成 農業関係 689,318千円 1,596件

山林関係 11,760千rn 5 1牛

水産間係 l, 166千円 1件

内 容

（イ） lfl畑(I)被古

第10表

区 I7) ヽ
！ 被？~；個所数 i 被害面積又は延長 ， ＇ 被 害

ぎ 初9<！ 

水 地卜 19｝水

欠 吹

ttl | 
J419 没

謹 起

陥 没
,Jヽ 9: r 

--------------•:、-----

{ HI' 没

:1111 

（口） rn川地方水田被宮

沈 ド 余 11 

き れ つ 藤島

地ヒ り 余 目

埋 没 冠 水 鶴岡

（ハ） 稲作に与えた影響

69 

21 

317 

36 

3 1 

42 

549 

~;—-!-

藤島

余 H

鶴岡

17.IJha 

3.(JJ 

II曹18 

1 0. l l 

8243 

8.85 

133.05 
.. 

0.42 

°゚ ・ 4 2 

- )  1 1 

豆/‘乙 頷

4 3. 8 F I'] 

3 5, 2 

151.6 

53.9 

276.8 

169.5 

730.8 

9

0

9

 

3

3

9

 

823ha 

2:lha 

29ha 

95ha 

112ha 

!6ha 

22ha 

loha 

22ha 

鶴岡農業改良普及所では，地震をうけたあとの稲作がどんな影響を受けるか調査してその結果を

まとめ，農家に次のような注意を出した，

0震動で倒伏した場合は

(!) 稲の葉が土面に押えられているため同化作用か妨げられ， 日照不足と同じ現象で軟弱とな

り，イモチ病の誘因となる，

(2) 水につかつた稲の葉か！：面に押えられて高温が続いた時は，黄化萎縮病にかかるおそれが

ある，

（3) 震動で稲の根か浮いてくるため，根の張 1）か悪くなり，安定性を欠き，肥料の吸収が阻害

される，

（！） 泥炭層その他の低湿地ては有機物か表層に浮き出てくるため，根くされ病が発生する，
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第1篇 地心ftLの状況と彼＇，， t：及びその対液

仁

J

ヽ
~

陥没，降起して地而に高低差が出た場合は， かん排水管理かむつかしいので，黄化萎縮病

か発生し，長く続くと枯死することもある・

し）管理要点

倒伏状態のところは

）

）

 

1

2

 

（

（

 

稲につし‘たじはとり除き，稲をおこす．

トロを除＼、：も稲か起きな＼、時は 2~3 | l浅水にして［い［復を助け， さらに1い1復する土て根

に急激な変化とりえなし、ようにする．

(3) 回復したら浅水と間断かん水をくり返し， [1]血にしめり気かある程度にして上をしめ，根

の安定と健康をはかる．

9

1

)

 

1
L
a
 

~
~
~
~
~
し

中干し，作業は稲の回復次第早目に行ない，強めにして窒素の発現を調整する．

追肥は絶対にさけ， MCP などの撒布は199I復とまつてすること，

0隆起，陥没したところは

）

）

）

）

）

 

1

2

3

4

ニ

(

(

（

(

 

~
 

まつ用排水路を応急修理する．

隆起してかん水困難な所は， 2~3株毎に溝を掘つて水を入れる．

陥没している所は隆起した所へ水をやるようにし，

MCP 

2~3 日おきに水を払う．

なとの除草剤を使う時はソーダ塩をえらび，噴霧器で撒布する，

農業用施設の被害

第11人
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込
込

1,328 
~‘~ ~ 

2G8 

.~ ~ ~一--------···

1,596 I 

韻

10,713千円

望
8,618 

l冒
10,661 

56 
10,608 
1,252 
1, 4 4 8 
169 
439 
840 

25,86! 
---------

4, ：It [ 

-l,176 

37,687 
-

70,200 
564,213 
17,248 

~ ~ ~ ~ 

689,348 
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針り地点の，は緑

（ホ） 特に青竜寺川の被害について

農業施設災害ては青竜寺川の護痒欠壊が最大被害てある．

護岸プロツクか16カ所 2,120mにわたり崩かし＇し， 下流のかんがい用水は殆んど流れなくなった．

護岸プロゾクのく 9)れた所は，稲生橋卜流第 1分水日のん洋，新町橋 L流右岸，人海橋1虚．流左岸

及び下流右船，第 2分水い下流左岸の 5}J所か特にひとい．

この川は約 3,000haの文田にかんかいするものてあるたけに，建設省，県でも緊急災害復旧とし

て地元には負担をかけず，令額国と県でまかなうことにした．

ま9)第 1期分として l,59!}）ド］て，巾内の万什橋，大油橋，祈町橋｀Oll力所，延長 "66mの1~,h 

にかかり，第 2期分は 3,700万円で 966mの護岸を行うことにし， 10年 3J：` ＇には殆んど完成した．

（へ） 農業倉庫の被寅

米どころ庄内と云われるたけあって数多くの農業倉屑［かあるのて，その被害は大きく， 10倉庫80

棟のうち水沢 •1 棟，大山・鶴岡 7 倉庫50棟，面積 227,500 面に達し，主に地盤沈下，壁落ち等で，

被害金額は 1,000万円に及んでいる．

（卜）林業関係

第12表
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.
j
 

~
ー
、

大
杖
，
ハ
J

を

f

t
‘
}
 

9
J
 

＾

▲

 メ

湯 ／り「

林

直

治

111 

高

少

関

束

水

水

波

迅

l, 1 

＇ 他

~r 

根

度

；

寸

瀬

瀬

坂

i
恨

11
八

沢

名 称

線

線

森

森

森

沢

戊~
峯

l
l
5

ぉ^

1

ー

t
1ブ

ーIll
ヤ

合

111
鴻

被 苫

設片＇欠壊

坪没

囲 没 50m

ぎ裂

ぎ裂

祈4崩壊

新4崩壊

詞1崩壊

拡大崩壊

拡大崩壊

状 況

33m 

3 1 m 

欠壊 30m

200m 

300m 

2.0ha 

0. 5 

0.5 

2.0 

1.0 

金
プ
~
ぐ
，

~
~
 

~
~
 ー被 腐． 

--- ’’ 

500下ド］

500 

800 

4 0 

60 

l,900 

700 

500 

:100 

3,000 

1,500 

3,500 

12,500 ,I - 6 
^----—-•-―-—二＿~ー--•…~ -— ---- 、-＂̂ "• ---......•--．．．---•…… ----、---•ー・ー・・--．．．．ー・ー・一

炭がま i 倒 壊 18凡 360 
—●●—---一•-．---”、-三＿＿．．．．ー•一••―-- ^^.-—--- -----•一•--'._________
合 ，1| li,760 

----------、•-------．-. --V- …•- ----- -・—＿ー、―-●-●＂ " -.＂--- ---…•--・~~ 
．~一

田川全体として

林道橋 、I+L
 

1カ所

欠壊埋没 19カ所

路面き裂 4カ所

30万円

669万円

225万円
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棺 1篇` 地震発4の状況と被＇， 1：及びその対策

ヽ
i
ょ
卜vi 

111 

石

施

新

拡

積

設

生

大

欠

災

崩

崩

新生地江

林

造

（チ）

業

林

壊

害

壊

壊

り

炭かま崩壊

施

け

設 被

‘̀ ヵ

害

人

遮林地崩壊

4カ所

35カ所

1カ所

l力所

369ケ所

2カ所

1人

33カ所

20万円

235万円

1,570万円

170万円

180万円

795万円

20.5万円

令治］力月

1,092万円

水産関係

第13及

i 骰古場所
区分！… -- -------------

大 'j'i 名
ri 
J
 

内 状 9
し
9
ー
、｛ 被 古 金 ・ー・紅

ー、イ
L

/） : I 

号

〈）第 5防波堤沈卜による 1部コ
ンクリート破損

290下・円

〇南部防波堤折損 210 
（）設｝『きt裂 , 31 

;n s31 
.一．．~．．~．．~ ＂ ＂ ~・---... ------------------
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~
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共

和

施

伸

祖

圧兌『ー

,I : 

沢

吃苔沢仙湛

Il’i' '‘
 ー、J K I, 

人^ 9［閑網組合

7 
~ ~ ~ ~ 

〇貯永／中除き裂 500 

漁船 2襲破肌

翡崩IIこよるエ爵網損傷

| 

~ ~ ~ 

3 
------------------・ 

132 

1,466 

(5) 建設関係の被害

今日の地震は水無 水沢——•大山一面野川を結ぶ直線 l．及びその附近の一帯に最も多くの被害を出

している．

無数の地割れ， き裂を生じ， そのため道路，河川の護岸，橋梁等に甚大な被害を与えている，

被 害

内訳

総 額

道

橋

溝

護

内 容

（イ） 鷹り 岡

路

市

欠 壊

梁

渠

9 9, 

戸iこ

183,633 T-1月

52,167千円

5,590千円

1,858千円

121,018千円

20'5カ所

122カ所

19カ所

3カ所

61カ所

分 20,633千円

(A) 和廿独災害復1日分
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糾り地i,'の，，l］外

道

橋

溝

路

梁

渠

(B) 

叶•

公共災害復1日分

道

橋

溝

河

路

梁

栄

川

-r" 

3,7t5千円

3,106千Fl

970千円

l,518千円

9,339千円

（口） 国，県

道

橋

河

合

の 分

路

菜

川

IT+ 

f
 
•• 

＂ 

9,122T•Fl 

984千円

888千円

11,29•1 千円

39,000千円

1,500千円

122,500千円

Hi3,000千円

183,633千円

80カ所

12カ所

2カ所

91カ所

6カ所

2カ所

1カ所

1カ所

I 0カ所

36カ所

5カ所

60カ所

101カ所

205カ所

(6) 水道関係

鶴岡上水道，大山上水道を始め， 各簡易水道が送配水管，建物， その他施設に被害を受け， こと

ごとく断水状態になり，特に西郷地区の水道は被害か大きく， 自衛隊給水車 3台の出動を得，更に

民間の給水屯（銀座商店街）も動員して牛話用水を供給したか被害は次の通りてある．

第14よ
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道
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状 品

水拍池，浄水場ボンプ屯破損，配水管折損

l, 2, 3砂月の上射破損，厨根殿捐，送配水怜折損！力1i/[

配水管折損 3カ1iJ[

込配水管折損21カ所

水源池 1沢~，凡コ‘／クリート破損，配水管折捐 3 カ 1 り「

送水怜折損

水翡聞池 1—肘，凡コンクリートき裂，配水タンク湖囲 1盛盛欠壊

水椋池配水場盛土沈下，配水管折損 1カ／りf
ろ過池階段破損 3カ所，配水池周囲盛・七沈下，配水狩折損 7
カ所

高架タソク倒かい，ポンプ破損

配水管漏水 3カ所

配水管漏水 4カ所

配水管漏水 1カ所

配水管溺水 2カ所

ろ過池内外壁剃離，フロートスイソチ故悴
~ ~~ ~ ~ ~ ~. ~ ~ ~ ~ ~ー・~~ ~ ~~ ~ ~ ~―~ ~ ~ ~~ •-~.. ．.. 

被 害 金 額
~ ~ ~ ~ ~~ ~~一

400千Fl

600 

50 

200 

250 

200 

500 

400 

250 

400 

30 

50 

20 

30 

100 
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第 1篇 地止兌’.I¢)‘恥兄と骰，＇げ支びその対東

(71 教育関係

市内小中学校は全部に同り夫々の被害を受けたが，特に西部地1メの京田小，西郷小中，大山小中，

上郷中等か致命的な被害を蒙った． 又西郷幼稚園も同様である．

地震発生と同時に各校では大々安全に避難早退し，小中学校に関する限り 1名も市故者がなかつ

た．

翌］7日は後片付けや生徒家庭の被害状況を調査して早退若しくは休校した学校が多かつた．被害

の最もひどかつた西郷小や西郷中は移動教宅なとの非常措限をとり，数日にして殆んど平常授業に

入つた．

学校は共通的に晶礎の沈下， き裂，校舎の傾斜，壁，天井の落下， グランドの地割れや沈下，瓦

の落疇であり，最大の被害は西郷小て，仝校舎の 4分の 3か使用に耐えない惨状である．

被
9
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ー
~
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（イ）

総

（口）

内

額

成 小

幼

中
ぇ●,.
f・ 

稚

校

園

社会教育施設

社会体育施設

被害の特に甚大な施設の状況

192,451千円

171,790千円

6,576千円

8,518千円

5,510千円

39施設

1施設

16施設

3施設

第15表

| 建 物 ， 工 作 物 ，

| 
11地の被害 I設備被害

---------------―‘̂ _ 
湯 Ill Iii 小 22,660 r 125 r 22,785 

京田小' 6,934 i soo I 7,•135 
’ ’  大山小 1 35,950 l 75(） 36,700 

I1月 弁ぶ 4、 68,450 I 714 I 69,16-1 

I: 郷中 2,H4 I 625 
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2,769 

大山中 599 i soo I 1,099 

西郷中 ］2,635 I soo i 13,135 

I 
----、---- -- ~• --．．．------、--------
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設

（ハ） 修学旅行はバスに変更

鶴岡市中学校連合会の修学旅行団（総勢 2,260人）は25日から 4泊 5日の予定で東京方面に臨時

列車 4本で出発することになっていたが，新潟地震の影響で国鉄か臨時列車の運転が不可能になっ

たので，庄内交通の貸切りバスで実施することに変更した． 52台のバスで，鶴岡一日光一東京のコ

ースで，各校は次の日程で出発した．

第 1陣 25日出発
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鶴二中，黄金中 ベス12台

第 2陣 26日出発

斎中，卜郷中，大泉中，農浦中 バス14台

判33 II車 30日1廿府ぎ

鶴三中，田川中 バス］3台

第4陣 7月 I11出発

鶴ー中，加茂中 バス13台

(8) その他の公共施設

国，県， ili各機関の公共施設についても相当の被害があり，そのす：なるものは次のとおりである．

（イ）

A.庁舎関係 駅前分署 360万円，本署大山分署11万円 計 371万円

B. ポンフ゜格納囲 人山栄町40万円，米出25万円，口瀬55万円，加茂50万円，中沢25万円

その他 29.7万円 計 224.7万円

C.防火水槽 て瀬 250万円，水無95万円，そ瀬学校下30万円，小波渡92万円，その

他 163万円 計 630万円

D. 警 錐 台 森片 5万円，欠引 5万円，南町 5万円，その他 6.5万円 計21.5万円

（口）．衛生施設

A. 火 葬 場 中央火葬場 160万円，栄35万円，大山 35万円，長崎 15万円，下小中

100万円 計 315万円

13.衛牛．処理場 屯覗破損36万円，こみ焼却ろ 51.1万円，井戸掘替 58.2万円，塩素流出

による稲作補償10万円 計 155.3万円

c.と 場 10万円

以上合計 510.3万円

（ハ）．公営住宅 1,151.6万円

新斎部北住宅区31万円，新斎部南住宅区60万円，番田北田住宅区76万円，日枝天池住宅区 94.3

万円，松原住宅区 11.5万円，大宝地リII住宅区 6ふ万円，民牛寮 227万円，城山寮 250.2万円

新生寮 395.0万円

（二）．社会福祉施設

A. 市営保育園

B.私営保育園

166万円

大督寺14万円，松原11万円，東部 9万円 訃 34万円

大宝寺 9万円，新形 6万円，文下 4万円，道形 6万円，三瀬 8万円

計 33万円

C. 母 子 寮 南町18万円，斎11万円 計 29万円

D.大山養老院 70万円
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（1、)．市1『令及ひ砧j院胞，；笈 891.0万円

A, lh /i 令 本／i舎 185万円，北）『舎18万円，分宰19万円，大山支所19万円

，；卜 211Jj円

B，病院 胞設 建物及ひ構築物 :570万円， 1笈療胞設：lO万円，煙突30万円，備品20万円

叶 650万円

（へ入国，県，公社等施設 3,676,3万円

0電気，電信，電話 東北電力 361万円，噌々公社 918万円 叶 1,279万円

()国 鉄 5 1 5万円

／汀「内交通株式会ti. 250万円

車 1 の施戊 税務買 5.57］円， 1玲林密 3万円，裁判所50万円，農林統計粛務所0.6万

1 リ，労•人［＇料 2 カ f'J, 111人農学部 83'ふ3万円.―I―党if:l"i60万円

9: I今 95 5. 1 ji 1 l l 

〔〗県の施設 地）j•ド務所 95.2万円，職業安定所10万円，丁業試験場25万円，職業訓

練所ll万円，保健所 100万円，泊防学校］7.8万円，農改所 7万円，鶴

岡病院 78.G万円，孔児院：1.1万円，県立高校 192.l万円，児常相談所

13.56/jドl,,1 • 6 7 6 ]i F] 

(9) 間接的被害

直接的被害に附随して起つた間接的被害は多方面に 1•T り，売 I作・減少．農作物減収，通信不通によ

る損害等実に12億円を超えている．

（イ） 商工業関係

0売ート減少に伴う被害

(9-）旅館の客の減少に伴う被害

ヘ［業施戎破損に伴う牛宵減少の被由

（口） 農林1関係

'〗農作物のおくれ日復に伴う労力費等

，）災古に伴う病虫害1坊除費

,．)水田，水路，農道等の地崩れ予防費

（ハ） その他

0交通，電話，電力等不通によるもの

(10) 地獄のようたった京田幼児園

770,1100 f『l

150,000千円

50,000千円

270,000千円

:125,270千円

55,000千円

70,000千円

200,000千円

157,700千円

17人の幼児を生埋めにした京田幼児園の倒壊現場はまさに生ぎながらの地獄絵図だった．

保母の伊藤先生と菅原先生は勿論京田小の先生方，さらに父兄．部落民，消防団員，警察など百

数十人か必死の救出作業を続けた．
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押し'"，ゞされた材木のド，＜ずれおちた駅の下から，幼し、子どもが次次に!I/JI月Iiされてくる．そ

の在負は恐怖にひき 9 ）り，中には1王う外として沢さえ忘れた瑶Iもあ＇）にそ 0)中て助かったわが（を

半狂乱のように胸に強く抱きしめて泣く母親の姿かあちこちにみられ，ようやく 2時過き令員が下

敷きから出された． しかし逃げおくれて柱のド敷きになり，教科害を片手にさ村智佳子ちゃん (5

つ），古田布樹ぉゃん I5つ）は救助の手も空しく死体となつて掘り出され，さらに庄内病院に収容

された後藤桂ちゃん (5つ）も息をひきとつた．

幼児園の占い建物たけを倒壊させ，小学校に通ずる廊下はポッカリと［］をあけ，悪夢の一瞬をの

みこんだ状態，傷を負つた伊藤先生も園児 7人と一緒に病院に運ばれたか，園児 3人死亡と聞き，

子供に申訳なし、とこうふんして泣きふして＼‘た．

弱かった老朽校舎の増築

近く 01i1にし・た人の，店にtると，地面がゆさゆさと人揺れがしたと思うと，幼児園の建物が三階

ごと目に見えない1[［大な手ではしきとばされ，もみつぶされるようにしてくずれてし、 9)たという．

建物は昭和17年に建9)た小学校に23年に増築したものを利用しており，古＼、0）で新らしくしてほ

しし、と度々 陳情し―-し・たか，そのま主にな＇）てし、た．

,，い・建物でも増築の時しつかりした材料を使つて，つぎたしをしておればこんなことにならなか

ったろうに•••…と，建築関係者は語っていた．

(11) 特に大山，西郷地区の状況について

人山，西郷地1メは被害の中心地であつただけに各部面に迂り莫大な損害を受けた．

（イ） 町別，部落別家屋被害の状況
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（口） 町別，部落別倒壊ギ

倒埃ギをみると，人山の城山町， し庁駅9,1ii, L作は完↑な無傷であるか，ぞの他は大なり小なり

↑部被古を受けている．

特に 1‘I；数の1)0り砂以l-．り）倒壊を小した所は人111地1べては， 卜興！十’u,）(llり， 西郷地Iべては「ー安点Ill

の92%，長崎の9l％で，部落が殆んど全滅したと公つても過言ではない．

70％以上の倒壊は大山地区の下小中で78%を示し， 60％以上の倒壊は大山地区の中楯の68%，丙

郷地I"，ては辻興屋の65%，面野山の6l％で， 50％以 Iの倒壊は大山地区の米出の50%，友汀の52%,

西郷地区では西茨新田の56％である．

被害は全町全部落に及んでいか，甚だしい倒壊率を示している地域は，大山川［流の下興屋，中

楯， ド小中の地域一帯と，大山川ド流に沿う米出，辻興屋，面野山の地域—帯と砂．［［東麓の道地，

西茨一帯の 3")の地域にまとめられる．

Ill人山町は市街地てあり，仝壊什家 l2(），↑壊非住家59, 半壊f「家 2:)2，平壊非仕家 11・！の損失

ば焚人である．

泊j．四業や味噌醤油製造など特から古い， しかも［：蔵造りの建物か多いたけに，今lり］の地震では特

に期の洛1、や龍裂か人きく人り，酒倉令体0)倒坑，傾斜か fl立つていた．沼船の近くでは流れた酒

のにおし、か鼻を＇．）くこと数 flに及んだし，商店は陳列棚からケースことコンダリートのたたきに落

ちて，商品かメチヤメチャになつたところや，某自転車屋は家屋の倒壊て中の自転車か数十台もっ

ぶされてし主つたと＼、 9)た実例は枚挙に 1，、と主かな＼，ヽ ．

商店街としての人山は，店舗，設備，商品等に多人の損失を受け， 177件，被害令額［ま 2億円に

追し，特に酒の流失による損害は人き<l億円に及んた．

学校関係ては西郷小の 7,000万円，大山小の 3,600万円，西郷中の］，300万円等祐大な被害を受

けた．

この倒かし、の‘今め 1’itに，1"1れなくなつた被災者は公民館を間放して収容し，又大山，了安点田，
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辻輿裕， 1fii野山の各地区に 850人分のバンと牛乳の給食をした．

（ハ） 人山支所災害相談所のにぎわい

大山支所はいち早く災害相談所を開設し，被災者の相談相手となつたが，早朝から日没に至るま

て被災者が続々とつめかけ，係員は転手古舞の状態てあつた．

いずれも復興資金の間題，家屋再建の問題．宅地の問題，職業あっせんの間題，病入の相談，農

業被害回復の間題等切実な間題ばかりで，受付件数は 900件に及び係貝は懇切丁寧に指導し町民か

ら非常に感謝された．

（二） 避難の方法

住家を失つた被災者は親せき，知人等を頼つて避難したが，行きどこア，のない被災者は次の Kう

な避難力法をとつた．

公民館 道林与 鶴岡西高校

6月16日 7 

゜
33 

17日 23 

゜ ゜1811 23 5 

゜19日 23 5 

゜20日 23 

゜ ゜9: r 99 JO 33 

（ホ）通信

通信関係としては，大山農協有線放送が16, 17の2日間不通した．

又大山郵便局で受付けた見舞電報は 6月19日現在 700本に達した．

（へ） 送電関係

叶•

10 

23 

28 

28 

23 

1 12 

地震直後1611午後 1時25分に停俎したか， 1五JI_1午後 8時頃に一部送電（約］0分位）後再び停電し

た． I五JI］午後11時頃，柳掠の一部を除いて81)％の送屯か行われた．

（卜） 警察の協力

鶴岡警察署は住民の治安確保と整備，交通骸理のため下記のように連日出動し，住民の不安を一

掃することにつとめた．

6月16日 50人

17日 30人

18日 30人

19日 30人

20日 20人

21日 20人
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第1篇 地•，",'充 'Iの状況と骰古及びその対凌

2211 10人

,.I・ 191)入

(I) 復IllCl、lkり1,'

12))よ現在ぐil”むの復1r1状況は次の通りである，

l・^a）戸cr t＇，しくは棟 I五： rしたもり）

人山地v: 8 l ?り

西郷地区 52% 

棟 1．未「のもの

大山地区 9% 

西郷地区 22% 

（り復旧資金

復興に融資された資金は合計して大山地区だけで12月末現在 58,000万円に及び個人の支出を加え

れば 7億円を超えているであろう．

(12) その他

日本海に農薬か漂流

新潟港の農薬保管倉庫．0）倒壊によりバラチオン，フッソール， メタシストツクス， EPM, PCP 

等かホリ・エチレン袋やカラス瓶に入ったまま流れ出し，庄内海岸にも漂流してくるおそれかあるの

て注意するよう新潟県衛生部から連絡かあった．

折から庄内海府は洵水浴の時期になるので•-！曾の注意を促すことにした．

(13) 全県の被害状況

住宅被宮か最も多く，これを含めて2,023,957万円に達している．

内 ボ

（イ）住 宅 全かい 735戸，半かい l,317戸

ー惰II破損も合めれは 55,000戸を超える

（口）股林施 ， 北

（ハ）土木施設

（二）商工業関係

（ホ）観光施 設 ：

（へ）鉱山 !i ス

（卜） 衛生 1兄抜施，没

（チ）社会福祉

（リ）教育施設

（ヌ）鉄 道

1,109,808万円

158,782万円

87,808万円

156,137万円

11,229万円

1,161万円

!G,621万円

l,028万円

83,328万円

]16,800万円

- 37 -



祐り地心り），，山遠

（ル）

)~:~ 
1

/

 

オ

T

~
~
~
こ

戸"-，＇ り

屯氣通 1,；I崩，，災

県介業），了） 1，11係

1,0:i l }j I [ J 

. 1, 0 1) （） /j I’l 

1 7, 1 3 0 /i 1’l 

(14) 新潟地震全般の被害 （全国）

祐潟地震ば新1号県を中心に由形，秋111，福島，群馬，灰野をはしめ，遠くは島根県まて被古か及

ひ，近木稀 1 こふる極めて人規校な地裳てあ 9'~） iこ．

（イ）

新

被災り），lilllTH

，＇ 
iハ
、
I

祈潟，＋・「］•,祈発田， 1．＇ I 根，．9iiし，

祐， 島

県

福島，喜多｝j'

秋

．を、J
 

ーr2 f
 

,r 
田

-条，見付， l事），柏崎， 両津， 巻， ヤ泊，り板，灼栄，

県

若松，柳津，坂卜，湯川， l’'［東， 山都，塩川，熱塩， --頂：島，新鶴，泉翰~

l,1 
9]< 

秋鳳本庄，男鹿，｛＿こ賀保，酉11，犬王

'
~
．
、

T
 

9
9
 

ー

在Fi1!1, k!i'f, cj>Tf 

111 形 '-‘
 
ー
9
/
 

酒田，鶴岡，遊佐， 温海

詳 ・・・ゾ
土
ぐ I f l 

91ヽ

（口）

閥山村

被古状況（仝国）

第］8及

, i 

，ぷ＇［げ｝ 111JIジ秋 Ill

＇ 

＇出'JJ皮 t{，il』, 1ir,I，t， 
！ 

長野 J
 

・
I
 

、1
~
~
 ー札~; 3

 ,K 
,； 1• 

叱
nirff
家
又
/
沢
＼
凡
Ill
田
泊
厨
堤
山
恥
船
被
被

名
各
叫
潰
潰
失
水
水
没
水
喰
久
吹
れ
没
損
数
数

，ぅ

皮A
；汀

'
 

9

,

 

衣

り’̀
，

小
令
了
湘
佼
役
失
畔
m
9

尺
<
i
t
、

,

＇

；

‘

,

｀

し

ー

,＇'，

9

1

g

I

'

 

~
ヽ

~
~
2

ヽ
~"•1 ,i 

—~ 

ヵ
尉
屋
い
1

,~ 

＇ 
2
7
i
l
2
7
,
0
り

9
5
0
2
3
1
6
5
3
1
5

1
6
1
1
0
1
1
6
3
9
0
3
5
9
3
5
 

2670~00789 

9

,

9

9

9

9

9

 

6

1

8

6

0

9

 

ー

9
3
8

9
,
I
J
7
,
3
0
6
j
9
9
~
、

"il212~39LS386 

"

J

[

,

0

[

1

 

9

9

 

l
t
"
 

99 

•999999 4
6
1
1
"
2
a
I
I
j
J
I
I
n
i
l
I
i
り

J
0
0
1
1
0
7
0

I

[

／

］

1

1

8

 

~. 

1

1

 

o
l
l
l
o
o
o
o
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
 

o
l
o
2
3
0
0
0
0
0
1
0
0
7
0
0
4
9
 

l

l

l

1

7

 

o
l
I
J
I
3
0
0
o
l
l
o
l
o
o
l
o
o
o
o
 

0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
1
蜀
O
T
o
o
o
o
o
o
o
o

0
0
0
0
0
0
3
3
0
1
o
o
l
l
o
o
o
o
o
 

1

7

 

5
7
l
5
4
0
1
4
4
0
5
0
7
0
5
7
8
2
 

2
6
1
9
2
1
[
1
5
9
7
1
1
1
3
1
7
1
8
 

3

9

-
．9
,
l
l
,
l
l
り

9

9

9

9

9

9

 

1

1

[

8

6

l

L

r

J

 

[

2

9

 

••—… し．ーー・ ・・

- 38 -



が） I位 J也心応1の！）況と成，り1文v＼をの対箪

り’!21又I れ ifflJ應i'しの披欠巾IIrl~ H 

ノ

i

l

i
 

（
 

]
 

`
＼
人

．
、

r
、
1
、
/

＼
 

、
／
、

，
／
 

,
＼
 

9,’ 

"'‘” 

ヽ

9

,

＇,
9
 

-
＼

I
¥
I
 

ー

，J

｀

●

＼
 

＇ 
ノ

l

、
¥

ヽ

,
1
'
）

＼
 

l
 ー

、

、

’

,

_
 
、9

＇
試
，
＿

9
r

、

｛
 

-
L
9
 

L
i
 

-t 
'

'

,
 

.

.
 

9
 

＼

＼
 

．．
 ー
1

-

-．．．
 

令

r

）
＇
，
―
ゞ
・
＂
＇
，

-

,
9
 

,
9
,
'
 

.
i
 

`
/
 

¥

,

｀

h
 

’

＼

ノ

／

（

＼

／
 

9
,

＇ 

一

1

¥

(

[

＇

イ

')ì
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水沢駅前の 全 壊 家 橙

完全に倒かいした点田幼児園教室



全壊家屋の解休竹業（大山）

煙突の切損（水沢化学）



くずれおちた教吋‘!KIII小）

-t ンクリー l-i台の亀災 1内郷小）



、9^ ・ヽ

存 竜芋 Ill護）倍の欠壊

国逍 7 け線の欠壊 （由良ftt)



粟島の隆起 ',1加毎｝い）



第li.i, 地バC.fじりの枕況と帳，じ及ひその対沿

3. 対磁と復 旧 の 状 況

1.国の対策

(1) 国税上の救済措置

人蔵省は新潟地震の被害に対して 6月16[I緊急対策を決めた．

その土なものは，（I) 税の減免，延納を大巾にみとめる． （2)被方を受けた地）j団体に対して1よ

ー一般会，9f疇から 13,000ヵ円の災害救助費の支出を準備するとともに，要望！かあり次第，資金運用

部資金によってつなぎ融資をおこなう． （3) 金融機関に対して貸ii｝しの手続きを簡単にし，また定

期預合の満期前払戻しをおこなうよう指ポずる． （4) 復旧事業に対する補助金の率を人巾に引上げ

るなどである．

さらに同省としては被害の規模か予想以l＿に人きけれは補正f算を組む拷えてある．

主な対策は次の通りである．

（イ） 税の減免，延納

前年の実蹟に），しいてf定納税をする場合は 11"1目の納悦期限が 6月末日となっているが，特例に

よる減額申，清の期限を火災，盗難なとの楊合の 7月15日よ I)人巾に延長する外，納期，納税額も大

巾に緩和する．

所得税を源泉徴収されるサラリーマンや医師についても仕宅，家財につ＼‘て 5割の損害を受けた

場合，年収50}J― 1月以ドは今年 1 月からこれ主でにK引した悦金を返す 1-＿，今年・—ばい徴税しない．

50万～80万， 80万～120万円の人についてはこれからの納税をそれそれ 6ヶ月， 3ヶ月猶予する

外，年未の申内の際，控除申請によって事実L税金を払わなくともよし、ように配慮ずる．

法人税についても納悦猶fの道を闇<.

（口） 金融機関

民間金融機関に文且 又貸出しF続きを簡使にナるよう指ぷした．主た頂

金通帳や印鑑かなくなった場合でも被災＂正明で払戻しか出来るようにし，定期預金の中途解約や，

生命，損轡保険科の支払いを急くことも指示した．

(2) 地方税の減免を拡大

[1沿省It6 Jl211HI叫地衣に伴ー）地）JIi抄）減免廿甘悦に')¥、て被災I}91係各知巾に対して li務次'I'［通

達と出しに．

これは従来の災杏時に於ける地）j税減免の割合を囚税なみに引」：．けることかねらいである．仕民

税，忙業税，自動車税，固定資産税のし）について災害の程度に応じて l分の）から全額の減免を

するよう指示している．
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乳，it}地止り） l ［：り！

たどえ It fl lく税の場合，従来の準則にtる令額免除者か所得令額25}j Fl)1 1バll『古程度 1(1分en7 

以 I．．に限られ Cし‘たいと， 51)―/j円以ド． 1（1分の J以＿l.としたこと． 8分0)J 0）減免を受けてる人を

従来は8(）］j円以ド，損・甚程度IIJ分り） 1 ～ l (）分0)7た勺たのを， l2(））j 1月以卜•.I 0分の :1~・11)の5と

したことなど，適用範囲を大巾に批けて減免割合を引Lけることに重点かおかれている．

また今191の措闘の適用範囲は災害のひどかった新潟，山形，福島，宮城，群馬，艮野，富山，石

川，島根の 1()県としてし‘るか， この外新潟市，村L市，鶴岡市など災古の人きか 9うた市町村にih務

所または事業所を持9)払人に対してもがr'I人， iII店期限か 6月loIIから 8月lliUてに来るものにつ

いては，期限を 8月15日まで延長するように通達している．

地）j税減免の措置要網は次の通りてある．

（イ） 個人の県民税と市町村民税

0災害で納税義務者か死んたとき，よたは生活扶助を受けることになったとぎは全額免除し，障

害者とな→たときは10分の 9を軽減する．

口災害で住宅家財か10分の 3以 Lの損＇害を受けたものはつきの要領て減免する．

・損古程度か10分の 3以上10分の 5;/:'満のもの 所得金額50万円以下のものは 2分の 1, 80万

以下は 1分の 1, 1211万以下は 8分の l.

・損古程度］0分の 3以上のもの 50万円以卜は全額， 80Jj以卜は 2分の I, 120万円以下は 1

分の I.

（口） 個人の中業税

災害て事業用資産が 2分の］以し損害を受けたものは次の要領て減免する，

・・ド業所得:,o万円以ドは全額

湛業所得80万円以ドは 2分の 1

事業所得 120万円以下は 1分の 1

（ハ） 自動車税

被~l位）程度に応して 2 分の 1 以内 (9) 悦額を杯減する．

（二） 固定資産税

七地，農地又は宅地について

印 I不能主たば損害程炭11)分り） 8 以！•/）とぎは全額

札i'，1,:店t¥＇！斐'/;、 Illクio)1i ↓l l，（＇）とさは 10分0)8 

損古程度か10分の 2以上のときは l()分の I

・家屋全壊，埋没などで屈形を止めないとき，または修理不能のときは仝額．

・家屋の主要部分かひとく損傷し人修理を要ナる場合で， 10分の 6以上の価値を減じたときは

10分の 8.

・屋根，内外倍，建只などに損偽を受け10分の 1以上の価値を減したときは10分の 6・ 
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lil Ii嘉 J也，，＇応 49) ！J沙iと1見，［J} （） ｛り）女I,4',

• I‘i9魯， ’J’! ： I~K ど i ・札じ，1 ，•と•乏 If Ill分び）‘]以 !・.CJI仙1直を減したと 9¥: t l (） O l l. 

131 地震更生資金貸付

I'14省は 7Jj lo日新呂地震て被災しに1氏所得者階1,＇仰）内起史 qに必艇九貸令と貸し＇） 1 }るため

“世帯更生資金貸付制皮要綱”の特例措i既を設けることをきめた．

（イ） 貸付条件の特例

史牛責企，身体障古者史4貸今，｛l＇む資合，災・，じ援穫資企 C'）据附ぎ期IHI'粋通 6ヶ月～ Icパl・)

と2りとする．

（口） 適用限度

災専資金は12月3]11主で，その他の資金は 1]！□2月3l11主てに県社会福祉協設会か借入れの Ill込

みを受けたものに限る．

（ハ） 国の財政措賢

貸付資金に対する国叶｛補助は 3分の 2, こわによ，） 1 1it帯あたり 30万円位借，）ることが出来る．

山形県の資金粛要は 3,01)0万円，い事「補助 2,000プJド］と丸られて＼‘る．

(4) 住宅金融公庫震災特別融資

Il'む令融公庫て It貸付It枠や条付， 手続きと人111に緩和した．

改正点は次の通りであな （カッコ内は現行木造の場合）

（イ） t予f;l • i.t ht,i情容且 3 8 -Ji Fl (1 2 7j• Fl) 

（口）似.9 rら 地 9"  /r, 9)Jj円 (7万円）

（ハ）建設士地取得莉 7万円 (s万円）

（二）家尻 補修費 1Jj円～29)i円 Il万円～21万円）

（｝、）移 転 費 9万円 (7万円）

（へ） 叶I 込ヽ~ 『 .g l通 (2通）

（卜）認、 定 翡 2部 (3部）

（チ） 古材の併用を，ぶめる

（リ）建 ← ヽ 面 積 66m'(39.limり

(5) 自作農維持資金

莉潟地衷に上る什‘じ復Ill責企として llfi農維持資令か次のように',1,．l]‘'iられた．

鶴岡 I I I 111人山町

第 —ぃ・ 次 7 9 0万円 2,200Jjf'] 

第二次 l,710万円 1,8!0万円

第三次 so万円 2,000万円

＇，十 2,330万円 9,010万円
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社；り地止り），心緑

(6) 地震保険制度の創設

川中！i，財liltIi JI l!J 11新潟の現地視察から帰っ C('）叫行会見て‘'地虚にしる災＇「「に損＇内保険令かと

払オ刈し／~i、\、と＼＇）＇9｝ J) 保険制 1斐 itたしかに間辿I'.，こ，1しを機会;:.J應9占保険（!)料，9閃を臼さ／こ'，'’＇と， 1［t

ぐ）に．

次＼、て池111/'i"lllも国会て地五＇と｛呆 l炭制度(/)必要と強，，｝1,1し，衆Iり［人！i戌委員会も1い］保険(f)（iil，度を決，，義し

た．

損古保険協会もこのような政府り）託向と世論の動向にこたえるために，地兒［保険）II・門小委員会を

構成し，地康保険を制度化するための保険設』の{1業に人／！た．この委員会は過J,7 I月の審議を経

て，ほぼ次のような原案を tとめたので， 1月11日に田中蔵相に答申した．

答申の内容

（イ） 保険の対象物件

住宅（店舗を含む）と家財とする．

（口） 保険ずる市務

地戯，津波，噴火による火災の外仝壊，坪没，流失もふくむ．

（ハ） 引受けの方社、

現行のl]＇む踪合保険や，店舗帖合俣険に紐入れる．

（二） 政府の補完措償

地裳のために一定額以上の損宜か生した場合には，政府か内保険して支払いを保，，正ずる．主た一

定以下ても場合によ→ては政府賓企による特別融資措屑を溝しる．

（ホ）保険金の支払い

契約金額の約30厄とし，仕宅については最高60万円，家財については30万円までとナる，

（へ） 総額の限度

超異常災害か起きた場合には，支払い総額に一定限度を設け打切りとずる．

人体関東震災程度の地震災内には応しられるようにするか，文払い総額は 3,000億円をメドとす

る．

（卜） 保険料半

国内の地方毎に危険度，地盤構造の差かあるから，これを保険料率に折りこんた最高と最低があ

主りひらかないようにする，これに伴う経投はできるたけ圧縮する．又地裳保険を附帯することに

よる視ii保険「1'（I)i) 1 1礼｝は 5'，り1以内とす;.:,,

2.県の対策

11) 災害対策本部の設置

（イ） 6月l(i日13時 2分，県は地震後直ちに各地方ボ務所に災宮情報と被寅状況を報四するよう
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沼 I峠 池心応IのIl況と 1役‘，じ）文ひその対叶し

指示-.j• るとと｛，に， 1 il形肌気集合に震源池と各地(Ili長1文を照会しに．

（口 I 1111\:，県災•，じ対策本祁を設i『｛し， ・ト務1,.]を消防防災課に，没け， この旨を防災閃係機間に通

知した．

い） い時，各地汀ド務所に県災宮対策本部の支部を設置し，職員の非常配置を決定した．上京

中の知罪は急き帰形し，被災状況を聴取し， 17時，被災地に急行，紺l7日主て被災住民を見舞激励，

応急対策の根本）i針を現地で検叶し L京．

（二118日，！け朝から政府間係機間に地震対策の陳情を行った．

（ホ） 6月2311，田川地方・れ務所に消防防災諜長を連絡空長とする現地本部を開設した．この現

地本部は llJI 7 11に1閉鎖された．災‘9印対策本部と支部Itl(））131 11 i ：閉鎖された．

12) 災害救助法の適用

G JI Hi 11 1911ヤ30う｝ 鶴岡市に

6 J 1 1 6 1 1 2211ヤ:rn分 造佐町に

6月17I I '）時 洒川市に

G JI 18 ii Ifill!/ 温海町に

それそれ適用された．

又救助の迅速適正をはかるたために知9ドの権限の一1『IIを適用市町村長に委任し，救助の対象，方

法，限度，期間等についても，地域の実情に応して厚牛）ょ臣の承認を得て逐次拡大し救助を最大限

に実施した．

救助の内容はの通りである．

f f 知 i')： ！危！罰間

7. ［ i’’t: 1,t, ：：＇. ii各 j’|’6・ 1 6 9~ 7, J.9 

8.．f J 11 ,:h 矛合 り (, 16~7 ] 5 

9,柏込 6.l (； ~ 7. 5 

対 匁 ~
~
 

A
じ
j

人

｀

］．粛i ,II! ！附 ，没 :[,• 9 6 119~7 3’ 人111公民館,2名，応，臼阪，没1¥'宅設i四まで期！；：延長延 795名

2. I，し、．’と94,・II{，9'と1i , t，吃：r； 1i. 1 （う～7.2、, 72 1, 1 [，没 I),'、[I'[',｝・・，て池{l l J'1 5)J I'1 

3．吹ぎi廿し，兵'，9冨，り Ii. lli~-ll. 21i i[ 1,5111)名

1,［吹料水の 1),・l(i: Ii. lii~li. 21 人ill, I｝りj191；地I/,民い）ヽ ;;I:lli2 t,給水 I、ll延 15,199人

5. 疲II杜， ＇l 9,〔II l，し：，給り Ii. lii~-7. 'i 令カヽし、 31 7, 1'力)しヽ S] 3 

G. I 入• !！足 Ii.lli~li. 29, 11亦救．，1il)l出動牝打 5, 9ff傷19, ＇iif!l；；:｝l 

1 (1 (l)'') ］、'，• 28,0oo !'I 

＇］ヽ］1 ]＇和 120名

飲料水，級服， 4凸必霊品の蛤送 トラ‘)ク76台

10. J、 •）ヽ
 

賃 6.Hi~ 7. 5')) 900円，女 650I'] 廷：367名

13) その他の応急対策

（イ） 県税減免

6月定例県議会で可決された［新氾地震による被災者に対する県税等の減免に関する条例：を 7

月15日に公布し， i且ちに施行した．
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内容It次の通り

・個人 '}1業悦

[fi[Cl)j針通り．

・自動車税

国の方針通り．

（口） 刊校生の授業料減免

被災した高校生33人に対し， 7月から羽年 3月主ての 9ヶ月間授業料 (1ヶ月 ROO円）を減免し

た．又 PTA会費なども免除された．

（ハ） 建設復Ill資材の抑制措骰

県は 6)129 11 /，ぷ芯惰材を確保ずるため， 1，[＇,木廿協会，製材，令物，紐材， ヤメント業者の代表骨

を招ぎ，協力を俵粕するどともに，秋Ill'賃林1,,）1こ対し＼ー・ [1..li［林の払＼、 1ヽ：｝を見，・りするれと賽材の円

滑な供給と仙格の安定に努））した．

(•-) ［1 (1農維持賓令0)貸11• 

紐額 21,263)JI’1を Ij i''i I) 50/j['I以内の限襄て被災農家に i}{l・けらXIた．

（ふ） ｛l宅復興賓令の融資

・つなぎ融賓

住宅を全壊又は平壊してfj宅金融公店の貸付けを受ける場合特に手特資令のない場合，仝壊家屋

1戸につき20/j[IJ, 乎壊家W I戸につぎ］0万円（躾利「 3ヶ月）の融賓をうけることか出来るよう

にした．

•利f補給

住宅を仝壊又ぱ乎壊したものか什宅令融公市の貸付け決定を受けた場合て，他の令融機閃から年

利 6分 5I哨をこえて史に資金の借人れをした場合は， 6分 5I哨をこえ， 9分 31項をこえない分に対

して県と市町村と折半して利l'補給を行うこ t・ にした．

（へ） 叩見Ill料などの免除

被災者に対し， II{｛和10什． 3月3l日まて道路古用料1と，河川水面使用料を免除することにした．

（卜）防疫

県下仝保健所に対し，緊急災害防疫体制をとるよう指示し， 6月17日藤島保健所職員を鶴岡保健

所｝ー派遣し，仏染病f防法に貼つく清掃，消毒を指ぷした．

鶴岡保健所は被古家皐使所，給水施設に緊急消毒を実施し，汚物塵芥の処理を迅速に行い，被

災者の検病調査も行った．

（チ） 各種相談所の間設

・商下復旧融資相談所

被災した商「業者の早期復興をばかるため，県，［月民令融公1,lぶ中小介業公慮商丁中令，保証
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;l l i‘ii 」!Iい＇了c'IのIi‘沙［と伊r‘，り）文こ＼；ビの文l』れ

協会，地元銀行笠を相談員として1肱北し，復判貸令（ハ融胄， 1怜i1』l場（｝吼直凡，1仙l,1附品1)仇11i• I•(}) { f, 

人れ，観光関係の復興等(l)相談に応した．

7 JJ2!1」

7月25日

・｛主宅建設相談所

鶴岡巾中央公民館

人111公民館

6月18日から 7月31日まで住宅復興の相談に応ずるために，鶴岡建設市務所に相談所を設置した．

また相談員を大山支所に派遣し住宅相談，災害の認定なとの業務にあたらせた．

建設認定件数 514件

建設第 11991現喝審杏件数 187件

竣｛｛＇「数 （氾件

補修認定付数 1,273件

以1••1 0)1 3()日現在

(I Ji::令融公庫災古復輿什宅貸付予定ft数，決定件数 (]1月30日現{I)

I鼻，定件数 金額

建設 526件 12,387万円

補修 l,222件 25,965万円

決定付数 金 額

建設 1 1 1件 27,575万円

補修 1,077件 22,317万円

•生活相談所

被災者の生活，厚生，身の1ご相談等に応ずるため， tt会福祉協議会，民牛委員の協力により，大

山支所，西郷公民館に生活相談所を開設した，

(4) 県議会の対策

（イ） 臨時県議会

臨時県滋会は 6月201]招集されたか，災害対策のみの協議のために県議会か開かれたことは異例

である，

n]決された内容は次の通りである．

（）激甚災害の指定

〇｛じ宅金融公i車の貸付け枠の拡大と公営住宅の補助の増額

0自創資金の災害特別枠の設定と，長期低利の農林漁業資金の融資

0漁船保険金の早期支払い

〇天災融資法の適用

被害公共十木，農林施設の早期杏定

- 47 -



功凸地9,＇(1)，rLi峠

胄伯Iii亀詞業の公共採択

(＼商l業者への牛｝別命融措閥

＇〗に用保，，It協会の特別融資保証に対ナる保証原資等の助成

0水道の復111に対する補助と，起情の特別措買

口工業用水道に対する復1日助成

0文教，社会施設の復1日に対する補助と起債の特別措置

〇牛活保護猜準のりILげと，更生資金補助の特別措骰

：〗医療施設の復 lfl に対する特別措置

平 1税の減免措閥

口災寅復Ill資材の｛直！． IJ抑制

〕被害巾町村に対し，起債，特別交付税の充分な措置と，普通交付税の繰I・，げ突付

（，県に対する起伯，特別交付悦の増額と，普通交付税の繰 1け交付

（口） 6月定例県議会

6JI2511召隻され， 11日間の会期で1附催された．

災害対策に論議か集中し，県議会か丸となって対処ずる状屎が展開された．特に住宅復輿に万

仝を期ずるために住宅復IIド）なき資合として県費 18,000万円を限度として金融機関に預託すること

とした．

7月8日災害復If］関係費 18,260万円を含む 202,600万円の予算と，地震被災者に対ずる県税等の

減免に関する条令を可決し，次の意見苦を政府，関係機関に提出することにした．

0地震災害復旧のため，地厨責，特別交付税の増額配分

〇災害救助法の適用航準の拡大と基準額の引le，け

C)被災商下業者に特別令融措齢

こ）公共t：木施設， I業lt1水道，住宅に対する措骰

0地裳f知のための恒久対策の確立

（）地震による列中不通時の通勤者に対十る補償措府と，今後の非常事態における交通機関の確保

（ハ1 9月定例県議会

26日召集され， 12H間の会期で開催された．

知事から今次地震の被宮の全容，実施した応急対策及び復旧状況について説明があり，復1日対策

を中心とした審議か行われ，公共七木施設の早期復1日に関する意見書か可決された．

（二） 議員の活躍

庄内出身の議員はいち早く I_『内議員[9月を組織し，被災者の救助対策，復1日対策は勿論，政府機関

への陳情等， 日夜をわかたず活躍した．
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;j'i l i9:i ］ ！！ 9,’{，:＇IのI!‘i兄｝ r見',1:1tごヽ7ro) ，II~;、,,

9 JI 1 11 鶴岡市で知加‘J、ド部諜艮及び閃係市町十~lKとと｛， 1:公！［賃，1；， 11度{i宋 9｝）災、『1・ 対叶ろ

現和制度の不fiiiiな点に 9)＼‘て，，t，義し，そのHI}廿策をはか＇ 9／こ．

3.市の対策

(1) 災害対策本部の設置

地震発生とともに， 16日午後 1時半本庁正面玄関に災害対策本郊を設置ナるとともに，県ては本

市に災害救助法を発令して，相共に提携して救助活動を行い，災害にあった人の保護と復1[1, ］[iび

に社会の秩序保持につとめた．又災害を受けた部落毎に災寅相談所を設け，｛｝巳再建の相談に応すこ

るとともに，開会中の市議会にはかり，災宮復IIl事業費や，罹災見舞今などを予罪化し，罹災胄の

復興と公共施設の復111につとめた．

復興1ーは允分な賢令か必要なのて，国から IIiへの財政的援助や， 1it災者の役Ill賽令の貸付令のり1

Iけなと特別の途を国から溝してもらうために1吋や県に1棟帖し，その実現に努｝jした．

災宮対策本部は次の組織によつて編成し，急渥活動に入＇うた．

鶴岡市災害対策本部組織

本部氏 IIi 氏

測本部J< 助役，大山支所長

部

1.総務

班 菜 務 区 r̀ 
！！ 

---------- -- -- -- ---

班 冗甚応忍対策実極の杞合的註向 i 

凋料

指揮命令の1ム心
欠‘,！け ること

| 
見舞金受納

本合［職員の動員と訊叩汲員の 防災仏1月杯の冗叫内',；―

確保

協力1月｛本の．叱絡統訂

I'噂中の配巾

応＇，打 1t.＿［係'11刷 l品，その他本，駕）tl I ［'，じ1閻係耀請ふりのとりまとめ

品晶I•
如駕，地！メ班の統Iii i 他地区との叱絡

．．．． ．●ー・ --

清恨迎絡班

•[ 

ll 
杏月

-
I
 

-

9

 

・
~
~
~

だ，9月情恨の叱絡収り、

友害情恨の兒大及び連絡

足',1;1人恨の発fl

叫fぃ関係機1月に関すること
， 9 9 9 99 9 9 99 9 99, ．． 999,.， 

足害状況，被＇よ状況翡在に関する

こと

災害謁府の活用に関すること

その他災古調行に1対すること

罰＇足 ii「明の発行に1対すること

49 



祈，t'じI!りしの，＇［ ！峠

,’, 1 ; 班
l t~ 

•A< 務 I"' 
~f 

9
f
 

2.厚生部拉設 Hi、 i 一般扱護物賓 1•こ I見］すること 応甚援設金品の受祖遣心

義損金配分

も
の

災
中
認
盆
叫
仏
に
関
す
る

物資化療資金及びヤ1訊先閃

にIx]すること

避難所に1関すること

応急仮設住宅及び応急修即

該廿者決定に関すること

被服，襄具，その他什活必富品の給

け又は貸与~

阪療及び助産

生業資金の貸ケ—

避難所の設置，収容炊き出し

応急仮設什宅入居者，選定

借地確認

公営什宅人肘者選定に閃すること i 賓格要件凋．府

人居者決定

賽金貸IIに関すること I 111糾吏叶資金1れ込内竹成
~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~．~ ~ ~~.. 

防 疫 附 i伝染恥f防に閃すること

4.教育部

3，建設部| 1 木班！）t忍仮訓宅，公＇常 {i定の用地氾

成

建 冷 HII)も、臼仮設1i宅，公＇慇 Ii宅の建設に

閃すること

il宅の応急修岬に1[lすること
~, 9 9 -,．， ， 9 9,.  9 9 9 9 9 99 99 9 9 9 9 

班＇ 教ti書，学用品の給りに1見］するこ

と

l _-------—-— 

班 商丁農業民牛議金融についての相

談

住宅建築についての相淡

その他の相淡
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

6.経済部抒済班 建設資材及ぴ復興資金中央交渉に

5.復興相談部

閃すること

鶴岡市大山地rメ災',If対策本部組織

班

l. J.釘

援

衛

r
 

~, 、
9
・

消
目
建
水
給
兵
物
衛

4
相

•••••••••• 2
3
1
5
6
7
,
8
9
0
1
 

1

1

 

文
-----

務 支所内一般及務

| 
渉外班務

防 腎篇消防に関する岨
隊！ i 1衛隊全般にimする加R
設＇， 仮，，灼ii宅，災古融資に関する事項
直 i 1水道， 1舟易水］首に1いIする 1t,J{

•一-小 給水に1i：]する事リl| 

祝！ 炊出しに関するW虫
賓 救援物資に関する1（項
4 消毒，小用物整理に関する事項
護 厚生資金，生活援護に関する事項
談 住民のこまりごと一切に関する事項

務 内 容

職員は相互に協力し~，住民の要慣にこたえるものとする，

i 編成以外の女子職員は，平常巾務休制につくものとする，

編成隊長は，支／り「長とする，
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(2) 住宅対策

巾は地震発4噂 噂17日に災害相談所を設iiいし，罹災者り）もろもろの相談に1応したが，数 11にして

次弟に相談内容か視雑II` ＇）専門化してきたので，仕‘じ関係を・¥り門に扱うために｛じじ対策相談部を支

けた．

はしめは不用物の処理，解体の入手の相談， 1、ラック返，行なとてあバたか，次；ルに(l宅の復興の

ための叶両の相談，合融の相談等か主になって来た．

18日から災害復輿説明会を大山，西郷，平田， 1:郷の各地lメて間き． f）•rt：今融公店やぞの他の機

間の貸出しにつ＼、て説明を行うた．

19日からは，忍定背の交付栢務をはしめ，又袖日に出向かなかうた地域に対して説明会を開＼・た．

21 flは住宅金融公I車の貸出し限度額のり11:けにバ、・ての f'プンと配り広恨活動と人山地1,を中心

1.: ir＇し、，広く罹災者にそ 0)旨を仏述した．

2211はIll市内や飢令地lメにも！ム報した 丈この日から建築相談所を人山支所にr:肛1，没した・

6 月 2311 は股協 J又との会義を特 t,' 令融の相談•i とし C)農家〇）｛，i令と復興責合の 1月係について打

合j,.lどを行＇うた．

27 I I It令閑機1月との打合わせを行し、，巾には各銀行に対して融店の協力を依粕した．

7 J] 2 11からは 1週間にわたり，建築技術卜の間題に＇八、て建築 l会，建築・,h務所の協力で，

2日 人 1l1 

3日 千安京川

4 [I 長崎

5「I 京 田

6日 平田

7日 I・：瑯

8日 閉!•浦

で 1}ili柑した~

7)］ 18日からは復邦相談部をつくり，部員 1人で40世帯を受持ち，戸別訪間等によって詳細1-資

令，悦（り減免，建築相談等を指導した．相談員は！：曜， II 曜も返」~•して相談相T となり，中には代

~閃主てや＇ぅてくれた人もし、た．

こO'）相談部はり）JIO 11まて1)tl設され，多大の成果をあげた．

市て取上Iiに住＇じ対策は次のようなものである．

］．避難所設樅

地震と同時に家屋か倒壊し，避難する親せき，知人のない人々に対し大山公民館を開放して 6月

16日から 7月 5日まで延 795名を収容した，

尚この期間中，他の被災者を含めて延 1,500名に炊出しを実施した，
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2. fl'との応急修理

緊＇己修即に坦られている生訊保護家庭，母子家庭など 190戸の家屋に対し，その修理を 1戸冴 IJ

2-1,0011円の範Vtlて市か施行し， 7月131］に完rした．

3. 応急仮設住宅

住宅を失った低所得者に対し，緊急に 1戸15万円て72戸の応急仮，没住宅を建設し， 7月25日にエ

事完了し，一夫々人居させた．

4. たすi}あい金庫

低所得の Iit帯か家犀再建について他からの資金借入れの出来ない人に対して，貸付けをナる資金

として，社会福祉協緞会のたナけあい金庫を創設し， 1,000万円で事業をはじめた．

5. 公貨什宅の建，9応

災古のために｛｝家を失うた人て，収入か 2万～ :1.6JJ円の人か入居出来る第 2種公営住宅 (6昼，

4.5 特に合所，使所付き， 9.75坪） 20戸を加茂坂ドに建設し， 11月末に完成した．費用は七地も含

めて 1,523万円である．

6. I,1)Jて什宅を建設する被災者に対する融資枠の拡大

什宅金融公！巾からの借人れて足りない被災者には世帯厚生資金， 自作農維持資金，被災農村住宅

復興責令の貸付け枠の拡人をはかるとともに，融資条件をゆるめるよう関係方面に要苧した．

7. 自力建設被災者に対する援助

農家，非農家の別なく，作宅面積 66m'(20坪）建設費 110万円（古材使用の場合は90万円）を

限度に，住宅金融公庫の外，各種資金融資をあっせんし，それても足りない分は別に考えることに

した．

8. 生活困窮者の対策

低所得者は応巴仮改住宅に入居させるが， とくに家族の多い世帯は別に考えることにした．

9. fl 1Jて建設出末ない被災者に

月収 3.6万円以卜で自力建設困難な人，宅地のない人は県営住宅又は市営住宅に優先的に入居さ

せる，宅地はあるか，職業上の都合などで公営住宅に入居出来ない人には別に考えることにした．

10. つなぎ融賓に対する利f補給

作て復興に叫）て什宅企融公庫からの貸付決定から資金の借入れまでの間，つなぎ融資として全

壊者20万円，半壊r,・10万円の範囲内で融資することになり，又その利fの一部は市と県が補給十る

ことになった．

利子補給金のうち市で負担するものは

融資額x貸付期間（日数)X0.016

とし昭和39年 6月17日から適用ナることにした．

大山支所で 7月20日から11月27日までにとりあつかったつなぎ融資額は次の通りである．

52 --



弟 Ii:；i 地此兌］の状沙いと 11，'9,：及ひその対直

融 賽 額 仲 数 企 額

2 0)j 

l (）)j 

9―)i 

8.5万

8万

7万

6. 8万

6. 1万

5万

1.5万

4万

計•

El 

L" 
ー

1

3

7

2

]

 

ゥ

7

1

1

1

 
2
 

ー

9,80(),(1(10['1 

1,500,000円

00,0001'1 

85,000『I

210,000円

1!)0,000円

l'.16,000円

128,000円

350,000円

45,000円

40,000円

16,204,000円

第19友

鶴岡巾に於けるりし 幣 更 ，I. 賽 令の＇
仕宅復興たすけあい金恥資金 ＆J心生区別借受現況

世

瞥

（現社民仕区別に借受けている件数及ひ借受金額）

i 第一第一 i 第―—,i 第 1)し[|第
＇民 'I[メ|l心り [X_| l心 外 柊 民 4 ' 

，- 7[栄 応llメ•);［ lii i人 泉湯田 JII
Iメ !( '[_ ［メー le化［：ぺ 9J．心 'I_1,、民}|［ベ

- ---, i i ―----• -- i 

30 33| 1 1 30 28| ，1! 

737,500 1,066,0001 555,000! U53,5001 l,6-15,000! :l50,000 

"＂- -- - - - - -- - ---- - - --------- - --- --- - ----- --＂ 

麟 Ilx |H! ］［l l 郷斐り； 9(1}加 茂人
l lし 4.＿ lメ． 民ll 区 Jーし 1 

山へ
化区民化［メ:1民 ’I.I<''' 

| -—- -- --- | i 

8: 10i 8 231 26! 
i 

: 22 339i9 601 
| | | 

590,000; -195,ooo; 350,000/ 2,595,oooi 2,115,000; 1,000,oool31,009,ooo'10,:io6,000 
| | 

-：一ごこ—:.-----------：:-：ここここごーーこ一六"---_: ---- -＂‘"‘- -、ー：ェ―--＃：-ご--二.-ご"t" — 一＿＿ ＿ ヽ•-こ_ ---------―----、-＿ --： ：…：：．ー：＿：こ：—：-----―:＿了 ——.—— -----

第 .：第一ー！第 ．^ ！第四 i第九 '[A 
民り［メ l〈'I1Xii心，IIメ11心 4 ［メ！ J心什 Iメ＿虞lIxふ

ii［大 呆湯 lflJI! 
J_＼ ’1_ 1X i l心lllメ： l心！L［＜ 

．~・”" ＂ ---・.........  ・1 ~ ~ ~ " ~ ~ | ＂ ~、/ ~ ~ ~．~ ~ ~ ~ ~ ； ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
~ ~ ~ " • ~ ~ /.  

・

1

 4
 

更 hヽヽ
~. 
＇ 

生

衷

金
ー4 
金 額

11
宅
復
輿
た
す
け
あ
い
金
沖

件

金

ゃ
文
.

/~a[ 
•~1 

ヽ

^
•
9、
’
し7

[
g
l
 

数

額

数

~
 

数

額

~ ~ ~ ~ 

咄油1方[1 位I大山／
民生区民 'IIメ！民化区＇「

.. 
~ ~ ~~ ~、~

メ．
一

,
J
 

.
 

.. -— ーヽ
119図

i

I
i
 

．
 

．． x
 

•• 2
 ,＼ 

ー斎
．
 

金
区
i

・̀ i
 

f
 

貨
民| 

i....-•-—●●●●ー••一

灼 1•il,h 社会福祉協議会

S. •lO. l. 7日現（iの』へ（金印は円単位）

2 

150,000 

12 

833,000 

J~." 

12 

611,000 

ll 

金

数

額 i 
| 

'----------

1 

＇ l (）0,000 

'•—-----· 

U I 

り

250,000 

2 

250,000' 

3
 

ヘ
~

-l,230,000 4,830,000! 
！ ..-"....~ ~—/ ~—• ? 

--- 53 -



i^！！化!!也心の，，山心

弟2叫こ fl じ fiiI，9! tこ I'ifあし、令！，19i予(I」1:｛見、

ヽ
・
；
~
ヽ

,
I
I
Iー
1

•• 

,．， 

．． ~9 

.¥'’ 

~
~
~
 

~
~
 

▲

4
\
)
}
4
|

｝
'
'
ー
］
：

•
1

月
1
1
i

r
 

~
｝
~
 

•Ii[I 

メ
，
~

1

,
＇
]

|

2

1

,

2

:

冑

l

l

(

I

 

~
~
~
 

公

c

I
1~’ 

C
1
 

99 

文

5
1
1
-
~
3
1
1
3
J
t
1
1
8
1
,

＇

£

2

2

1

1

 

9

9

 ＇ r-
iー

ド

数

5

0

，
江
い
。
い
ゞ
ぃ
S

l

3

1

l

'

，

9

)

]

2

 

9

9

 

'
,
9
 

'
,
 

，
 h

'
び

．

t

｝,＇，ヽ
9yAふ
ィ

9
人

l
1
,
h
J
I

I
I・・

人川
込

ie、

＼
 

'‘,)1し
'）,' 

9

9

,

、

y
,

ょ
く
ト
＼

,f‘ 

攻
吹

ヽ
~
；
．

＇ 

A

』

9-

9
,
I
 

A.99 
•. ,＇3

ー

,I 

,I 

, 1 

9, 1 

9, 1 

i
v
 

竺

~
”りヽ

ー

壊
か

攻
沙

30 
3

0

 

;
 

l
,
 

、_
9‘ 

人
l

、
I

, 9 ! 

1, 1 3 [）, 1)，9) 1J I'1 
（） 

1, 1 51),（）（）(）|'1 
， 

2, 3 1) 1)，I I I) 1) |'1 
I) 

2,30(），1)（）（｝ |'1 
l 

1, 1 (1 1 1, (1 1) （l I'1 : 
(l | 

1,100,000111 

200,0001'1 
(O(），（）（）0FI ! 
IJOO,llOOf'Ji 

8,5,0,0001'] 
100,000円

8,%0,000円
； 

t
数

-
"
l
l
.
-
3
3
l
l
3•• 
T
I
I
t
i
l
3
l
6
3
9
 

i

t

"

I

i

?

1

?

j

l

1

4

1

 

9

9

 

~
~
 

6
i
l
 

~
~
 •• 
~
 

．
~
~
~
~
~
・
~

3
0
3
"
3
0
3
7
n
 

9

]

?

i

l

l

1

1

 

令

'‘
 

9

9

,

9

 

2

0

2

0

0

0

5

0

3

 

••• 

,
t
l
l
l
,
i
o
2
 

3

3

 

~, 

ー

因

2

2

l

l

~~',' ~, ~' ~, ~9[~
 

"

，

II 

9
9
9
 5

0
3
 

rへ
：

＇

，

：

；

＇

?
,
1
1
,
1
ー

2
1
1
2
2
0
2
0
0
0

1

3

 

}

r

 

ー

1

,

9

f

2

2

1

1

,

9

，
 

9
＇ヽ

9

9

 

'‘
 

j

リ
可
リ
リ
ー
lJ

9999 

9

,

'

,

＇

 

~
~
 

I
 

9

9

1

9

I

 

ー|

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

)
'
)
）
）
）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0
0
0
 

(
（
I
'

，し

1,

)

0

0

I

J

o

o

o

o

o

 

0

0

0

0

0

0

0

 

~~,1 

'

,

 

0

(

I

J

I

I

 

o
l
l
 

,

9

 )

）

0

0

0

0

0

0

0

 

0

8

 

O

{

I

 

3

3

0

0

5

3

0

0

0

8

 

9

,

6

0

0

2

1

6

0

1

1

 

，

．

 

り

9

9

9

 

r
 

9

9

 

c

f

3

1

1

1

ー

6

c

一-.I 
”
t
b
 

丸I
 

、
9

ク
9

’‘ ,t̂ 燃！

1, 2 2 (）, （l {I O I'］ 
（） 

l,221),（1(）01「I

(1 (！ （）, ！） ！） （l l'］ 
（） 

9)（l(）,(）（）0 1'J 

l 3 (1. 0 0 (l ['］ 

゜l :i(），（JOOr’-J 

［ 
2,270,（）0(lFl 

゜2,270,000円
~~・~一

第21K 糾打地心被‘'た11［作への III▲閉更竹資金貸II状況

lべ＂

分
~ ~ 

[7月1
一~ ＾ 
1,,1 

~
 

壊

壊

損

吹

壊

損

度面
~
~
~
~
，
 

＇ ~, 
＇ 

~\9 

全
平
一

,~ 

・
~
~
~
~

］

ー
J
 

-

1

 ,~ 
~
~
 

8
—-l 

1
-
1
一，叶，
 

ー
)~-1 

く、

~
~
 

い
四
凹

ー

、’
9
,
 

', 1 

t
9
9
,
i
'
 

，
委

6
0
0
6

ー

9
・
,
2
2
1
5

，
 

9

,
＇ 

'

,

'

,

 

.~' 

．
 

ー
ゞ

り

し

壊

吹

捐

人
及
り

椙
込
行
、

＼
 

‘、’
E
9月】

、tノ

ji

被
状

A
1
.
'
1
c
 ，
 

ノ

ヽ

・ヽ
(
9▲
^

i
 

9

、.

吹
壊
祖級

ー
9
;
ぶ．＂

9

9

 

、9

}．『
9
_

1^

f
 

・ヽ『
9
▲

・

1

i~ 9
‘
.
 

)．↑ 

l
l
hし

吹
喰
損

吹
壊
損9'人ん・，

 ．．
 
1
 ．＇ 

9

9

 

、
9

,
9
9
 

‘.9‘:・ 

9

.

 

,‘ 

．
 

．
 

）
．
ヽ
ー

2

ン
し

ー

f

．ヽ＇文

・ì
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第 l紐 地兄ift'Iの仕況，ど骰，9：及ひをの9lm 
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一部破損の欄に加えて記入している．

合わせて｛翡入中込したものである．
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(3) 農林水産災害の応急対策

農林水侶災＇，どの応芯対策ば，その•『I質 llとして復Illに係る面に大ぎなウエートかあり， したか

) (  合Ii 凱甫地i<Iこ於し、〈~如1各 0）欠壊， Iり！没（こ 9 9し、ご 0)1.し、，［翡i応）‘丈地をil＇）た外 It，被＇古冷）凋在

にi.）J/J、i「カ・jl ／こ．

被古の総釦は 7［豆円と超え，付数は l,6(13(Iに逹し，そのうち間接的被；l；（ii物の減収等） ぱ

56,100 J;円に及んてし、る．

これらに＇）し・て日の補 11/Jを受けるものに')¥、ては，その適用を受けて復Illにあたるものとし，関

係機間に III諭又は要望を行つに．

以ドその概裳逢ポナと次り）ようになる．

1．被古 111-IO)i「l以 1-．のもの

これについては65％の国庫補助と，残りには起債が認められている．

この種の被富付数は31件，金額にして 2,211万円に及んでいるが， 39年度はとりあえず最も緊急、

を嬰ずるもの19件 780万円の工事費を施工し， 12月現在95％の竣工率で， 40年 3月10日には 100%

完成した． l事種目は」~に水路，揚水機の修理である．

2一被古 1件 3万円より 10万円までのもの

これに→いては1工11巾補助金はないか，農地の場合50%，農業施設の場合65％の起憤が忍められて

＼，、る．

この付数は 115f牛，令額にして 812万円に達し， 12月末現在85％の竣丁ーを示し， 40年 3月10日ま

でには 100%完成した．エ湛種目は揚水機，農道，水路の破損等の修理である，

:i. 1f'i'37i円以ドのもの

これについては全額地元自｝j復興の線で進んでいる，

付数にして 1,273件，金額にして 950万円に及んでいる．

＜
 

7
 ,i、

~
 

1
1
'
 

，＇ 田

畑

韮,'J 

乍 物

＞又
~
~
~
，
 

•9 

S56件

22件

586件

l o l件

3,337,000円

128,000円

1,518,000円

l.020,000円

以 I(9)晶＿r:・)汀t粕介(')農家竹業に如i叡）ないようにすることを II的に， 3月1011まて令部完了ナ

ることにして進竹しに．

尚＿・[_•9い）場噌， l~―-lt弧 1i,'h業投等の詮細は第 1篇資料集を参照せられたい．

14) 請願，陳膚要望について

出やかな復興と財政的援助を受けるために，は義会，市・灰名で各方而に陳情請願を行なったが，

その主なものは次の通りである．

l. 鶴岡市，泊田市，温海町，遊佐町の 2市 2町首長名で県に対して次の要望を行なった．
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愴 Ii嘉 地心危Iの1人況と被，じ及ひその対泊

(l) 災',I:fl宅復興のため低所得者階屈に対する融資について

(") 目）J復興困難な罹災者0)｛l'む対策としご県＇ャ'： {I'とを建設されたし‘

（3) 災店救助仏以外り救l1）」活動＇l[に対する県貨助成力に'-)¥、C

（1) 県宮」』‘.h業に対する地元負担令の減免に 9)いて

（5) 災害復lll'!i業にかかる設，，1吟受｝［f-数叶0)免除について

2. Ili恥議長名て次の対策要望をした＿

〈1) 毅r潟地裳の復旧事業につき，特別の財政援助措置を，溝ぜられたいー特に現行社、上囚申補

助及ひ起債の対象とされていない消防，衛生，社会教育， tt会福祉について

(2) 什宅対策につし・て改善措慨を溝せられたい

イ．応急仮設住宅の建坪の増加をはかられたい

ロ．住宅合融公1車の融資限度額の増額をはかられたい

ハ．災古救助法に見つく』し準単価の人巾改正と事務の簡素化をはかられたい

3. 市長名で水道施設災害復旧費国庫補助条件の緩和方について．

4. iii長名て，被災農家に対する日作農創設維持資金の貸付枠の拡大方について陳情．

5. IJCI!紅袖助廿rびに起債の対象とされない事業に対する災害復II]特別l月1庫補助並に起債につい

て陳情．

6, 議長，巾灰名て対策に関する要哨提出. 6月21日付

（］） 財政しの特別措憤を，溝せられたい

イ．土なる被災地大山は9月市第 2の商T：業地帯であるので，激甚災害特別援助に関する法

律の適用指定をせられたい

ロ．災害復旧について補助起債の対象事業の執行についても，特別の起侶等の財政援助を

講せられたい

八地．｝j交付税，特別交付金につし、ては允分な措置を，消せられた＼ヽ

(2) 住宅対策について

イ，災甚家屋復l町］資金の貸付限度の引Lげ及び低利長期融資について

貸付限度額を 200万円に，償還期限を25年以」: (2年据えおき）

,_,_ 1・1))建，没困難なものについて

国1・中．責金による建設

県費の補助を

(:l) 中小介業金融公庫，国民危融公庫，商．I:組合中央金庫に対ナる特別措置について

イ．長期かつ低利な特別措置を

ロ．貸付金の枠を大巾に引上げ

(1) 農地，農業施設の復旧について
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叶り地心の，t'鉗

農地，農業施，度の復Ill贄に対ナる補助を）りfくナるとともに，補助残の地JL負担につ＼、ぐ ik 

l叶~I低利の農林漁業責令を融資せられたい

岱） 水道り）復Illに9バ‘て

l LI沖補助金の交付及び地方伯の許n［につし、（特別の措置を溝せられたし‘•

7. 肌に対する＇投哨．

(I) 県費により公‘i•「イ 1'む又は災古什定を紐，文ど」した＼ヽ

本市は20)'の公営住宅を予定して＼ヽるが，これでは足りなし‘り）で．

(2) 恥田児敵館建設に対し，県費袖助をされたい

幼児17名の死傷者と出した）計1]功児園の復1日についてぱ，新に児竜館を建設ナるよう i,1他i

中てあるか，原生省の今年度補助金か配酋済みのため，国民年金融資による起偵に依仔する外ない

.lt情にあるので，建設事業費 (540万円）に対し県費補助を交付されたい．

(3) 農地，農業施設等の災害復旧事業に対する県費助成について

農地及ひ施設は早急に復旧を要するものであり，この外に農家は家屋の破損，田面の亀裂，

水稲の倒伏など災害か累積しているので，災害復1日の負担は容易ならざるものかある．そのため県

費の助成をのぞむ．

被 ・.t，：

ィ．農林水産胞，没災寅復1日事業費国庫補助の暫定措置に関する法律の適用を受けるもの

（被害lO万円以上）

Iべ 分 復II:］下事骰
出

ltll
 

苔

也

没

設

l
.
t
 

匝

施
）
 

1.,~, :~; 

業

業

農

林

農

2,910fIll} 補助率50%，融資見込補助残の70%

~60 

22,520 補助亨65%，融資見込補助残の70%

26,290 

ロ．暫定廿＼置適用外で， 3万円以 1-.10万円以ドのもの

農地，農業施，没 3,117―r-F)，袖助金融なし．

（1) 災寅救助法以外の救助活動に要した諸経費に対する県費助成費について

災＇，1，： 0)•t9I質 1. ， ‘1人以外 0)救助泊動の必要にせ支られ，応芯に処理した1f例も多数ある 0) で，

こ｝しら（9)費用に），，、ご貸，じ救助全体（／）視野に、.方')て，県，/屈）柑I叫Jとのtl―.c. 

15) 市民税の減免鶴岡市条例64号

地震の被災者に対して， 7月 2日市民税の減免に関する条例の一部を改正して，次のように決定

した．

市民悦の納税義務者か，罹災によ，)，次の各りの一に該当する場合の市民税年税額の減免率は当
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りり 1i,> 」：!9,＇こ{C’IC'） : I兄ど作し'/;ll,心、そ：0）,K I-4! 

該各砂に定めるギと十る，

1, 1僅災に］： I)死亡した場合 I O'，hl 

2 罹災に上り＇「 I[保護の規定1.:tる1活扶ll',Jを芝Iiる、ーとになった場合 Ill'，¥:,1 

3 罹災に L:! ！凰l；:打とな＇）に場令 ()'，りl

I『／災打てある訥悦衣務者（9)記，1面得額か，次｝ぐこ定める区分に改‘9,11る場合1-i t, lhlく悦（パ1悦

額を減免する｛り）とし，その成免宇it次表に定める乎と j-99, 

所得金額 仕家全壊 仕家平壊 」Ifl~ 9釆令．、I'壊

50万円以下 ]I)‘，り］ (i闊

80万円以下 7', 9’II 1', I,：II 

l0(）万円以下 l害II 2割

l：地の固定資産税に対する減免率は次の通りに改める．

l. 使用不能の宅地及ひ農地の面積か 7,/]以上の場合

2, 使用不能の宅地及び農地の面芍か！判以．I・.7割以下の場合

:1. 使用不能の℃地及0農地の面積か 2割以上．！割以ドの場合

I•[4民健康 1呆 [I貸税

2位1

2 ]；ij 

］割

10位1]

6割

3内l

国民健康保険悦にバいては，所得割，資直賓ljは市民税，固定資酋：税の減免率か準用される．

被保険者均悴割額お~上凸世幣別平笠剖額にづし、ては，納税者の全壊に対しては 6,1;lI ，半壊した時

は 1 割か｝；；々減免される~

この巾民税の減免によ＇）ご， 9L民税 970)]円，固定資庄税 170)］円，都市』他I税 3.5万円， it 

11,435千円の減収となり，国民健康保険税は 182Jj円か減収となることになった，

(6) 本庁の対策活動

6月16日

午後 l時l:i分緊急蘭ふ会議 市体脊館

111寺25分地震！訂報ー哀度 5

日本洵津波警報発令

1時30分 災害対策本部開設一本1『正而玄関

各間係力面に本合1ぶ没i資連絡

各地1汀皮’甚’「/i報収集開始

1時50分 11/J役，成田小学校災害状況闊査沖に保宥1以1見舞

2時25分給水機能停止

3時 大山に収入役，社会課長派遣

3時30分 自家発噸により u式験給水
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初り地止の,,心峠

1時 式験給水窟広恨

1時l3分 部に給水巾に tる給水

! 11-'/21)分 II衛隊給水派遣嬰，,'i

1時31)分鶴岡水道仝Ifl1給水

巾恥，議長，悴内災布被害者見舞並に状況調査 I7時311分帰庁）

l時15分津波警報解除

5時l2分 火災サイレン（トランス事故）

5時12分同じ

ふ時l5分 部送屯閲始

5時50分 平田，大山，西郷地lメにベン牛乳を配給

6時］0分 自衛隊37名復旧応援来庁

6時10分 県に災害状況報告と自衛隊30名増援要請

7時 罹災者慰間並に給水救助情報連絡派遣

7時30分 災宮救助法発令

8時 自衛隊30名増援決定

l(1時 5分県知湘来庁，視察

JI時30分明日の対策会議

6月17ll 

0時20分 自衛隊給水隊来庁12名， lt給水車 2台とともに

5時30分 自衛隊給水班，•西郷地区に出動

7時 自衛隊応援30名到着

7時30分 ［い］」：大山地区に出動

8時 災宮相談所開改

8時50分部恥会議

10時 市議会仝員協議会

11時10分 千安京田に相談所開設

l]時］3分 救援物資到着（缶詰，つくだに，ソーセージ等）

II時l(1分 県知，l"，自衛隊副帥I9ll灰来鶴

午後 1時：］0分 大山地区に写真班 8名派遣（罹災住宅の写真撮影のため）

2時50分 湯野浜温泉 1号井 5尺， 2号井 3尺の水位低下の連絡あリ

1時30分 東北周遊の旅一行本市に立寄り，災害見舞金 22,000円の寄贈あり

5時10分 当分大山よりの職員を大山支所勤務とすることにする

7時 水道の状況次の通り
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打―Pi富 Jりヽf[＇I0) 1}、;11と杯し‘,1 ; 1文て，9、;を0)文、1ー；れ

大山地区 5時30分より給水I}甘始

臼 11地区 今晩中復Illの見込み

米出地V: 18日給水車出動必要

復旧の見込みはついていない

高坂水道 金峯園だけ給水中止給水市出動

その他の水道は復旧した

8時 自衛隊延 50(1人派遣要請

9時50分 消防団，大山に 130人， 卜郷に30人，京田に30人応援決定

被害調査大体完r
6月1811 

811'(10分 大山にトラッ 9/3合，人火12名出動

住宅相談関係打合 (19IIから住宅相談所間設ずるため）

11時 地h事務所灰より自衛隊現作員より 20名増員，車輛 3合増市を自衛隊に蔑請した

旨連絡あり

大山に自転巾： 3台，バイク 1台を配車

午後 0時10分大山に日通車輛 2台配車

0時30分 自衛隊副師団長と協議自衛隊 160名出動決定，（約 4日間）第一陣午後 6時到着

の予定

1時30分 大山地区から自衛隊給水部隊全部徹退，帰隊

4時 緊急米の要請

5時50分

6時JO分

6時35分

るなとヒヒム月可水ム
ロ糸部令

，
 

し了↓亡
1

プ理

泊
修

宿

設

に

施

寺
道

宝

水

苦

ー

部
き

全

除
＼
ー
し
ー
ー
／

を

着

出

着

着

到

凍

到

到

隊

入

人

送

区

7
0
5
0

輻

地

隊

隊

隊

山

衛

衛

衛

大

自

自

目

9時

6月l9日

住宅復興認定翡交付市務はじまる

6月2011

10時

11時

ヒ食配給事務打合せ

由良にIllくずれのおそれあり，林務課に調杏要請

11時20分 堅苔沢，昨夜の地震で地割れの巾か大きくなり (150cm) 道路下の家屋一軒危険

雷亭の道路地割れ，湧水多し 建設部へ調査要請

午後 9時

6月21 11 

大山地lメ．炊出期間 (22日～2517) 52名の延長申請（県本部を通して本省に）
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1、hげけII!9,9 0),，1] i 1[ 

9) 11り (I宅貸付限度枠批大につ＼、ての広恨活動を1fう

1111寺15分 1’i衛隊 1:111名州援

1111•和3分羽越線小，｝’：川勝木間不通

午後 1時 知巾視察，大山西郷温海洒In

9)時 対策本部組織Il［編成打介せ

6月22日

8時30分 IE!立高屯の生徒20名解体応援

鶴岡丁業高校の生徒so名応援作業

9時30分 ,11内の温泉艮常なし

'「後12時 災寓に［る‘1予我人に見舞令を収入役，財政諜艮が訪間了交

12時：｝（1分 !'I衛隊酒田に移動

3 11｝ 県に避難期間延KIII,91'i

4時 農協に会議閲俯'

ti JI 21 I I 

災＇，じ対策本部の祖織 Iり編成

G)12:i II 

罹災借家調へ（県建築浬から）

6月26日

午後 3時 自衛隊に感謝状贈嘔（市長宝連隊長分）

詞 l.. （洒田四中 助役，諜長）

6月27日

午後 1時30分～ 1時 農林人臣視察，ヘリー,・,'々ー使用

泊田発窮之i11i 飯森山面野111—西郷小大 1廿温海神町

1 : }．3 1) 1 3. 5 11 1 1. l 3 ] 5. I) 5 1 3. 2 3 1 6. 0 (J 

6月2!）H 

市J文現地視察， り後 1時～ 9時

災害見舞令の送り先名簿作成

6)］ 3 0 l l 

市K現地視察

仕宅相談を 1日から鶴岡建設事務所で行う

7月 1日

新潟地震を激甚災害に決定

災害従事者の災害報化を県消防災保組合に手続きをとる
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愴 Ii,:i 」也9,’兌 '1の1!iり［と観＇，［!~ひその文l k 

箕害復興巡I99I建築技術相談所を次の日程で1:t1,］、＇と

7 JI 2,1 大山支所

3 11 「安成田公民館

1 11 艮綺公民館

6 [I 成田公民館

7日 平田神社

8 II I••郷公民館

9日 既浦公民餡

東北電力営業所係K今来庁—・電力の補助対象に必洒な名簿について凋整

7 JI 2 11 

1111.'J' 次の大田注ぎ報か発令された

今夜半相叫）降iFIかf想され，中小河川Itill濫のおそれあり， tつて青竜炉川取

｝ヽ11を午後 l時に閉鎖寸るこど（こした

(7) 大山支所の対策活動

1G I I I火） 11,'i

午後！時02分

＇〗突如として震度 5 の地震に見舞われ，庁舎の破や天井が落下し｝廿したので，庁内火気令部を消

火して仝員玄関前に避難．

〇町内に被害状況把担のため職員を派遣する．

午後］時40分

（）市議会に出席中の支所長帰所，直ちに大山地区災古対策本部を大山支所に設閥する．

, ＼大山公民館，鶴岡両晶校，各部落公民館に避難所設置を発令ナる．

,-)「安， irn野l廿，；，i困い）JIfII I 文被’甚甚人被店家 1や7(I°ぷffょるも人的被•［はなし、模様．

9―)被災者は各公民館，礼会所に避難1ーる tう指不した．

，ー）面野l廿化会所は被害のため使It1不能につぎ避難を｝り消し， 「安京田公民館に避難するよう指

示した．

（洲濯水源地のトランス洛卜，揚水不能の報入る，東北電力に復旧力要請し，現地に職員派遣

＼．）鰭iiぷン fによる揚水を指がしたか，水追管馘損により貯水・？ンクの貯水は 0となり，給水は

完仝にとまる 直ちに消防車で火0)用心を巡日放送する．

午後 3時

＼〗下興犀から部落殆んど全滅に近い連絡かあった．

（〗伊藤収入役，大山地区災害対策本部長として来所ずる．

，〗大山小•中学校より校舎には相喝の被害あるも，生徒児章は↑員無事退避，人的被害皆無の連
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1,ji ]肋，［の晶峠

絡あり．

()人山地区出身本庁勤務者応援束所．

午後 5時

〇消防車により火気及び余震の注意を放送する．

0東北電力，水源地トフンス修理に向う．

C) 大山養老院は余震にそなえ，屋外に退避のま主待機•ナる t う指示．

午後 6時

0被災者炊出食料確保•-•各製パン業者より 300 人分凋達．

0大山養老院に救援職員 3名派遣．足腰の不自由な老人のため庭先にデントを張り，野宿準備と

運搬作業に従市する．

り後 7時

〔）被災者にベンと牛乳を配給．部路は連絡車により配給し，了安，辻興犀，面野I廿にば本部より

直接配給した．

9)警戒中の消防団にバンと牛乳を配給するために各町内，各部格を主わる．

午後 9時

〈）トランス修理完了し，電灯ともり，人心やつとほつとする．

0極力予備ポンプによる非常用水を確保するよう水道係に指示．

0明日より自衛隊解体作業開始のため，危険家屋のリストを作製，解体についての打合せを行う．

0自衛隊作業の案内及び解体所有者との折衡のため自衛隊係として 6班を編成する．

午後1l時

0助役の案内で知市視察に来訪．大什I, 西郷地区の被害の甚大さ，道略の欠壊，水田の陥没等の

状況と復興援助の手配と，人「不足のための自衛隊の人最要請なとを要堕．

午後l]時30分

9'）［l衛隊第 6施設人隊38名到杵，大山公民館に宿泊．

午•後 12時

口町内巡視，消防団員警戒．住民は余裳をおそれて庭先，道路端等に寝貝を持出して野宿の状態．

0 1,'：水道，管易水道の断水となっている町内，部格に給水車による給水を行う．（南町， 1，．栄町，

栃犀，城山，人111公民館，米出， 千安，面野山，；上興／や）鶴岡銀座商店街の給水中 (2t車）は米

出以北，鶴岡巾役所の給水車 (4t,lf.) は町内及び栃屋．

0宿直職員 2名と支所長以下 5名で復旧対策協議を午前 3時まで行う．

17'1 （水）睛

（）自衛隊給水班来るー~給水車 1 台によって作業開始，

0自衛隊午前 7時より解体作業に従市， 3班に分れて行う，
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'‘被冑状況凋杏のため，，1,1]究日25名編成す▽ふ

、、）巾対策本；fI;tり調介員13名来所．被古枕大な町内に！曽日ずる．案内役兼補助員として 5名讀査

班に加える．

＇〗各避難所にパンと＇1-孔を配給する．米飯の炊出しは困難てあるのて， バン食にきめ， バン業者

より 300食確保，外に災喜対策本部に 300食依頼ナる．

：〗自衛隊の炊巾係として女「職員 2 名配置ナる．

口早朝より見舞者殺到し，その応待と復興相談で支所は人混乱ナろ．

（．）災害者相談所設屑さる．

湯Ili 人山公i(fii. T安恥lfl公民館

共月 II ％ク｝の間 9時上り午後 3時よて

{l:'lf 融賢，後片付けなと

(｝災寓に上＇）ご不用になった廃物処狸の要惰しぎりにくる．明「 ltり1・ラ、ックて処王皐ナることと

し，廃物は道路端，窄地に狙梢ずるよう指示，

¥＼.if・，宇芋 湯野浜間道路の復 1日を 1•木諜に要求！延長 20 m にわたり 2m横に移動），

C)自衛隊］5(）名来援ナるため宿泊を汎宝ヤ公民飴にすることを祖筐パi'cり（解を得る．

0被害僅少地lメの消防団 l30名復興作業に応援来所することになる． 11衛隊と共同して家屋の解

体を行うことにする．

0本部より税務諜職員来所．

0災害救助の諸間題，支所総務係に殺到し，その処理迅速を得ず．

地区災宮対策本部の臨時編成会滋を開く．庶務，自衛隊，給水，水道，建築，物資給尼炊出，

避難所の 8班とずる．

職員は胄分の間梓／i]「前 7時，退）i19時，竹濯Iは 2名とし， 2111『主て 2名増員することをきめ

た．

〕次の巾長，，111 示を支所•仄·より職員に仏心した．

救援物賓は罹災者に送られた心温．し・真心の義捐である．

職員は—•片たりとも私してはならなし、．

（）西郷地I•から，人山地I< に内み自衛隊の解体があるのは不公平との苦情しきり．

現在のところ， 38名の自衛隊てあるので，巾街地の密集地rスを屯点に解体していること，明18

I」より自衛隊 150名，消防l廿130名の増援かあるのて，喫望にそうことか出来ると同答．

0本日もバン， ジャム， ソーセージを配給．

0上水道の断水個所南町， K栄町，栃屋方面は市の給水車て給水，米出，ーミケ村は復 1f•1 作業継続

中てあり，自衛隊給水車で給水．

'）加茂水産高校生，復興作業協力に来訪する．大山小，大山公民館の整理にあたる．
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人山刈(fVI-『;；泊中の I’I衛隊の人浴．tf(l の iりとし，入浴券を愁行し，代令 1,t-•打括後払＼、とずる．

ノ 'r+I,tり使1行直ぷi11楽剤の要，打あり，衛牛諜に連絡．令地域の防疫をするよう依頼する．

りに上，ぅて1友間粋成中のii]IIJ1日員に夜食用として， ハンを配給する．

¥）「hによ所し，災寓対策会議を開催．

い）支所地1心）（定行事を仝部中止ずることに決定．

）楊，：ラ予防接種 19日

散老会

防火隠習会

21日

18, ]9「I

(~ ＼1友余震多く安 l〉' 9ご哀ら jl~ すこ｀

1811 （本）晴

＇刈り、 I骨上り大山地区災＇ iじ対策本部長の連絡渉外係として 3名配岡ナる．

□Iiの被災倅少地城の消防団員 140名応援に到着

止卯！オ， J尋崎，・「安成田，大山市街地に火々解体作業に出動．特に金沢の婦人消防団の活躍I土

ーしお什民の目をひく．

（）炊出し．

181,I i~臼食より大山公民館に収容している罹災者に米飯を給仔ずる．

'汀東北）J『［l]紛監部悩僚~k, "ド野第 6 師団•恥~，現地視察と自衛隊の作業状況視察に来訪，支所長案

内ナる．

(：）厚生大臣視察来訪，市長案内．

¥9)｛「宅今融公閲仙台支店奴'I'内氏一行来訪，災害住宅建設特別融資について説明会をひらく．

大山支所 10時 12時

団i祁:,,) 午後 1 時—- 3時

..〕生活救護班仔

被災でI活困窮者のための応急仮設{l宅建設及び補修希望について調査開始．

ぐ）衛牛係班

大凡！トフック 1台，小吋＇！トラソク 2台，人夫lO人で災害不用物の処理作業開始，人夫の不足で

仕加よ息うように進まない．明日から人大の増員）j本部へ要請．

'）米出， ：ケ村， 1‘川の水道復旧おくれ，本日も給水車で給水を行う・

〔9．‘解体希峨者80名に達す．

C(I衛隊に附労として洒を持参したか，一切受取らず，止むなく持帰えり返納した．

0余震度々あり，その度毎1こ戸外に飛出し，人心おだやかならず．

19日（金）晴

¥［1衛除本 IIも＇「前 7時Kり解体作業に出動ナる．
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＇＼消防団員の応援 1怠名到粋，

止興l・¥)31)名，廿Il野由20名，大由52名，長崎，茨新田22名を配分する，

（げ．）第••陣［匁療救援隊として秋田簡易保険局移動無叶診療班来所ナる，

9時より午後 1時主で診療する．

＇〗米出水道また復旧せず 給水車で給;j＜ずる，

こ〗市長災害視察後，災害対策会議を行う，

．〕仙台簡易保険局移動無料診療班束り，千安京田公民館で診療を行う，

.)午後 8時30分頃相刈裳度の余震あり，

2011 (I:)螢後酎

)I•91 衛隊引→勺き解体什業に出動．

]罹災者名簿に，，山載されている罹災者の確認と，凋杏洩れの罹災者澗べを行う．

0明11より救援物資を配分ずるにつき緊急に給仔名簿を作成する，

災害救助法による諸物資給与規定を準用すること，

〇災寓相談所引つづき閲設，

〔‘午後 5時50分風雨注意報発令さる．

人山川も午後 6時頃より増水したので，広報市により水'[(1)汁窪を促ナ，

（．）米出水迅い主た復1日せず，本11も給水9F出動

2111 (Fl) 曇

0本日までの調査により，大山地区の家犀被害は次の通りてある．

仝壊世帯数 259 内什家 189 非｛｝家 101 

半壊t廿瞥数 179 内什家 ．320 非住家 275 

負傷者 6人

＇〉炊出し期 1廿］満 rとなったので，期間延長申請を要請する，

延長期間 Ii 11 

人員 38人

〗）人由公民館に避難している罹災者と今後の問題について話しあう，

9)明22日鶴岡I業高校生13名応援に来訪する旨連絡あり，

＇〗米出部洛に本 II も給水車 1廿動

22日（月）娯

＇〕鶴岡丁叢高校生，不用物清掃作業のため 5台のトラックに分乗し，班長の先生以下作業服に身

を固め，汗と競士で真黒になって働き，住民に多大の感銘を与えた．

〇建物復旧用木材の斡旋を農水産課で行うことをチラシで配布，

〈〕炊出し延長申請か許可となる，
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屯被'9号ぶ犀，9］杏のI{［月及び仝乎壊の認定異議illヽt，終務係に続川，その応待にいと主なし．

叶l民の本安も人分祈仕土り，支所職員今Hから平常勤務時間とする．

〇建築相談所，大山支所に 1}i•1 設さる．

田川建設事務所職員，市職員て構成．

住宅公庫融資を受ける手焼き．

建築に関する相談．

忍定翡の交付及び代•;le.

〔汀罹災者の巾民税．固定責産税，国保税の減免可決さる．

2:111 (火） ［1打

,．、1月立高＼り牛徒20名，復旧応援に来所．

帽災胄の市税等減免対象家犀凋杏のため税務職員来所．

¥＼東北電力山形支店貨業諜来所し，屯気I庫，補修等の相談に応じる．

（）衛牛課，防疫のため来所．

()救援物資トラック 2 合に~上り到着．

0人l[［公民館に収容中のf供 2名，ハンカになりその処理方法を衛生諜に連絡．

0納税，資産証明願い申込み本 Hも殺到する．

24日（水）晴

0納税資産証明願，印鑑証明で窓口が大混雑をナる．

0建築相談所を西郷地区にも開設してほしいという要渭がつよく，千安京田公民館に開設ナるこ

とにする．

〔）lt活援護係，仮設仕宅入居者及ひ住居の応急修理該当の調在に町内を巡回す．

、6月納税の市民税納期について徴収諜長と打合せを行う．

こ）人山地1<0)防疫を実施する．

251.1 （木）

’〗 [1 赤鶴岡支部診療班来所．

（〗大山公民館に於いて商工業関係金融相談所を開設する．

（汀甘政諜）交，罹災者の見舞合支給の給与名簿整備に来所．

＇）住完建設柑談所，商工，民生，農林相談所引つ /5き開設される．

C)大山地1メ災害対策本部解除となる．

市災害対策本部再編成による．

支所長副本部長となる．

こ炊出し業務，本日をもつて終る．

（〉大山支所に1}廿設されていた生活相談所を解消し，大山社会福祉事務所に移行，同所に於いて生
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活相談を行なうことにする．

・〗人山公民館避難所に共同炊貨場を構築し，明26 日より使用ずることにする．

2li 11 （企）防

＼県， 91げ）災'，l;：見舞令を支給ずるため本）i職員を罹災者℃に案内ナる．

見舞令文給対象，家Jや↑平壊者・↑員

令壊仕家に対しご 県 S,000円 巾ふ，0（）（）Pl

・半壊住家に対して 県 2,000円 市 2,000「1

0災害家屋状況再調査申込みて，支所窓口人いににぎわう．

27 日(+.）曇~

涼城農林人臣，ヘリコ fター 8機て視察． I[／「大山中グラン！、に着峠， 「安，面野1[|，西郷小

を視嶺

28日（日）雨

OIli降りのためか，支所に来訪するもの少い．

29日（月）睛

’.）自衛隊，消防［月，高校生の協力によって家屋の解体整理は大体完了し，いtいよ復興の段階に

入9)た．

(〕資産,iiE明，印鑑証明等の交付願いか殺到し，本［］だけで ]64件に逹し，これ虫での最高を示し

た．

(）一般救援物資を罹災者に配給する．

3011 （火）晴

C)災害復興巡回建築相談所を 7月 2日から開設するから一般に伝達するよう要請あり．

相談員として 田川建築士会協会員

県職員

市職員

i1時，場所 7 JI 2 11 大Ill支所

3日 千安公民館

l ll 長崎公民館

何れも 9時より午後1時まで．

＼‘午後 7時と午後 9時頃に相こりの余震あり．

7 JI 1 11 （水）小l'1:1後晏

0大山支所に消防分署設置さる．

0住宅金融公庫の融資を迅速にするために融資決定査定官が荘銀大山支唐において現地査定をナ

ることになる．
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2 II （木） 1．li 
¥．）災＇青復興巡 I911建築相談所間設さる．

3 11 （金）

0応急仮設住宅の建増の艇惰続川する．

5 II I fl)晴

□第— •In!義捐金配分のため本庁職員来所

令 埃 住 家 ：l,000円

半壊 fi・：．家 2,000円

借間，借家 1,500円

8日（水）雨後暴

0災害救助法に救援物資（被服，寝只等）を西郷公民館で，西郷地区の罹災者に配給し，大山商

L会か協力する．

10日（金）曇後雨

0大山地区罹災者に災害救助怯による救援物資を大山公民館において配給する．

12日（日）雨

0午前 8時30分，人雨註り意報発令さる．

0午後10時46分，震度 4の余震かあったか被害はなかった．

0大山川増水する．午後 9時頃増水状況調査．

(8) 震災予算

鶴岡市臨時議会は 7月25日間会，地震災害復1日の・・般会，汁補正予算を可決した．

京田幼児園や，半分以上解体して改築しなければならない西郷小なとの復旧費をはじめ，道路の

欠壊，応急仮，没住宅20戸の建成費，宅地のない人のための宅地10戸分の買収費や，罹災見舞金など

22,858 万円の予算で復 1日を急くことになった．財源の主なものは特別地方交付税に 10,135万円が計~

l.：されているか，この外に[]41紙支出企，県支出金， Iil債等に：Kつて， 1日も吊い復興のために努力

した．

鶴岡市が1i業L体となる災古関係f’罫

市関係の被害は 310,561千円で，これに対する災害復l[]予算は 228,580千円である，

内訳 公共施設復l1]1約 182,972千円
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復興公貨化と建設費 19,375 TI’l 

復興児童館建設骰

災害救助費

災害防疫対策費

5,500千l'l

l:l,511千円

1,189千円
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第22人

f ii 此 括 人／丈

収 ＼ (ii'， 1, 1 9 ~「 I'l)

り！ II 
I 

J ' ',；,t 19、;！ 伽 ぢ

市 税 | ! A 1 4,435 

[ I) I心 f兄 △ ¥ l, 7(） （) 

l,',I ヽ9L~・ 怜 Pi. 悦'^ 1,i(）（I 

都 9J , J ~ [， 1 l i ! Ii 税： △ 33 

特 別 交 付 税

国 庫 支 出 金

悶林水産哭施設足忠復llli杞補助金

2: \)＇’戸 1交抱，没火'F〖秒tllJ'ff 負担金

公」~し［木他設）i害復 III tit i'l担合

公 訴 Ii't建設費負担企

県 支 出 金 12,389 

応＇；昇功疫対策費袖助金 沢）2

、K‘,t： 救~助費委 91［金 9. 5 8 0 

公名';{l宅建設費補助金 217 

児戒館 建設費補助含 1、800

、．．ヘヘ ー----------------------—•一•--―-- , -•99ヽ—- --............. ---------------------------- ------・ --- --

市 債 35,400 

以 Iii 児 紅館復輿 1t 及 3, 3 (1 (） 

農林水崖梅設復 1日 1｝菜 0,000 

文教他設復旧 '}i 業 18,800 

1 人！咆設復 Ill Ii~ 及 [,81)1) 

公 'i"; Ii: む建設 li・ 久 0,100 

県営住宅敷地 売 却 代 1.111 

＇ 

歳 入 合 計 228,580 

71 



且i，，｝地止のエ政

戊 : I : (i l i 1 し1! 「•l'J)

|,'~ 、生~ ~ 

財 9 1，9 ] 
JJ[ II ]9 '9 }9, 、9.'] ! 月’文1［オ仇；］ Iii, 号

| ；、I, 県文出 ',9 LL ] 偵

厚生労慟施設 13,705 1,800 | 3,500’ 
： ふ•,ooi 京 Ill リ，； ii, ~ 州： 5, 3 (] （） 1,81)！）! 

公 ‘:＇, Ii し 2、、217
(I ， ＇ 

{) 

保介I]i, 1 J▲ J介， J1~g ど Iし 1,3 1 5 ！） 

゜術 ) 1 •ヘ 処 .1 1' 場 l, 1 !） ‘̀} （） l () 

火 ふi4 場 3 A 5(） （） ＇ l （） 
i 

.... -----------------—- --- ------.， 
農林水産施設 29,842, 16,523 8,900 

4,4 151 59 1 l 農 地 2,9 1(） 1,155 1,000 

四 ば菜 如 誌 22,C,20 l l, 6 3 8 ふ500 2,382 袖助分

林 [ 槌 ＂と 860 1 30 300 1 30 

尼 地 1,193 

゜
GOO 

593 } 
農 笈 麗 没 2,223 

゜
l,100 823 箪独分

林 菜 り』也9~ • 立 136; 

゜
10(｝; :l6 

消 防 施 二紋J1. 

7,656 (), l ゜゚： l ゜
7,656 

i I Li 防 / i 合 5,10, ！ 

゜
5, 1(）0 | ＇ ＇ 

（） 目動．lトボン 7 lI, h19 1,011 

゜
l,(Jll 

防 火 ltj' 水 檜 1,12:,, ＇ ｛） （） 
1,112250' ! I 

水 9 " L<， 化 奴 f r l巳()

゜
。

＇ 文 教 抱 設 122,911 62,5651 1 8,800, l 41,546 
9」、 'i ら f文 9 6, 64 1 m,3 19 17,100 21,1% 
9 1 9 ''t 校 12,036 7,21。GI 

1,700 :J,120 

幼 州 図 613 

゜ 83,, 06 574 l 8 ] 0 ! 公民飢，区l.，片餡 8,078 

゜
｛） 

休 -1 9J 、 柏 設 :；，5 10 I) （） 
i 

i開
---

土 木 施 設 13.279 財 12,980 
心 路 2,812 

>
橋 梁 1,1 38 360 1,16 l 
ート 水 両 252 170 8 補助分

i [ ］/ 111 1.012 ； ： 300 20 

心 路 （） 

゜ 3, 2 2 } i i i~ 他分
怜 菜 9’‘) ’i a ← () 

7, 3 l78,[） ）i 1祖＇）e打）II,/"/,'iit: 1'1,')'/c,： , ＇ ↓ ！す 2,4 1)（）'， ！ 
1,721 

その他公常施設 1,553 

゜
（） 1,553, 

月合及ひ文 1リi l,SS3 叫

゜
1,553• , ~ 

災害救助費 20,733 1 0,372 （） 10,361 
巾州飢による杖 JリJ費 91, 1 6 l ,9 (＇（） (I 

8,9060( (i ，'" ，、 ょ，［収 JJJJ 費 (），（沿(),！ 9~08() (I 

）、古，J) 反対~玉，l＇t I → l g (） 7')2 I) 

-- 11\, 畠~人位利）’ ),000 

゜
（） l, 

----、-- --、、- ----. -----------

歳 出 合 計 228,580 104,539 財 351,,4721 00 86,920 

-- 72 -



'，t l i篇 地点応1の1J、I1［と 1附，じ及びそのKj喰

（9) 義捐金と義捐物資

地震かおきた対17日は早くも被災者への見舞と，はけましのため，市の対策本部に見舞者か来訪

し，その後引つ＇うき 9月までの間，休みなく見舞と義捐金品かおくられた．

これらのうち義柏合を寄i［した個入団体等は， 385件， しかしなから個人団体の実数は県， H赤

等のー~拮取扱し、も含 tれるのて，相当数 1. :［わるものと朽えられ，その総金額は， [29,191千円に

及ふ又義柏物資は 日 Jij必布品，食料品等か 107,000件に及んてし、な

これら仝l且各地からよせられた義捐物資は，大山地区或はその他の地域の被災者に対し，おくら

れ，その温い心づくしに被害地の人々を喜ばせた．

又 1億円を超える義捐金は，義捐金をよせられた方々の厚意を十分に生かすように，被災者の代

第23}こ

針呂地虞及 'if義級金配分 J<

収 人 （箪位千円）

区 分 ~ ~ ~ | ~ ~ 袖止,ii」の額 袖止額 " f 摘 要
・・・・・・・--・・-・-・- ---------------~ 

足古対沿本部扱分 ： 64,352 7,711 72,063’‘! ! 

日本外、 I・ •j: 名I 扱分 36,876 4, 6 5 4 i 4 1,530i 

礼公輯，祉・協ふ公扱分 l,51 1 

゜
1,541 ＇ ！ 

パII 1|,,"」1 知,)',．人‘b、. ’ l 1,0'17 (J ! ll.057 

9‘、i~ 収人
； 

233 59 2926i 伯金利f
A9 9 ,,  ' i. 117,062 1 2,42 1 i | 129,48 

-- -----―- - - - -- --’-’’→へ•一

文 il : （単仙千円）

区 分 ！： 打li1E1iりの額 打Ii 11: 紅！ i 

般 見 舞 金 i 21,000 ！ l00 

叫内会，部治公 見 舞 金 i 10,COO 

゜且宅が全す壊し分，金r1 JJて建築する

]>3諏,,
200 

苔に対 る配

／配心氣分金仮設仕宅の増築 A、iに対する

゜； 

応急修J＇F該崎名に対する配分金~ （） 

IL'むかす1'壊し分，金目））て補修する

゜者に対る配

」}：
助民間費各伸施設復Ill')心ふ： : I 510 

別 幼児庇，没整備援助費 l (）, 2,~iOO 

配 )`じ1i宅物置睾建築援助 2,300 
費

｝ JI ＼ 被及者社、外扱，殴費 l,500 

.9i1¥ ベ 設晶怜1}菜水道扱助如杓急條J'I'及ひ仮 （） 120 

(I たすげ合金！中文 (1金 7,000 

利 J' 補 給 ヘ也
2G,,0o0o0 oi 

2,000 

1i・ 務 費

゜f 備 費 6,932' △ 1,136 

合 9, 1̂ 117,062 ]2,124 
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摘 央

加囚保設1:｝賢i住宅一部損壊者に、
対する配分金］00万円を合む

2,811)i ji内．文化公凰その他
| 

12,',0() 幼児危＇因知虚，没，その他

2,300 大山菱津[11地

1,5001 fl会伽祉陥議会へ配分

121) I'111, 4:lli, J<ilI9:)， 各i'：1位各J人]i

7,000, 

8,000 

2,000, 

2,196 他の抒性へ充，日］

129,,186 
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社r{,・ ｝J也止の，rl！緑

k, ＇：の他各 1付の代K行を tl．えた義捐令配分に1見ll・ろ祖織を戊11, I氏所得者階1習を直！＼に配分さ

れたか，ーと (9)概要は次(Il通りである．

（〈） 般見舞令は今次災古によりじくな’)た）；し[ll幼児l蘭のI点l児等に対する弔慰金及び負伶した

園児，職員等に対する見舞金，その他仕家等建物の令＿1'，壊者に対する見舞としておくられに．

（口） 町内会，部洛会に対する見舞企は，｛｝家か一部破損した被災者のすへてに対し，見舞金の

配分措置を溝することか困難てあることを勘案し，地内什民の防災対策又は共用施設の整{iirをはか

り，仕民の福祉向．j．に貸する経費にあてる趣旨て，各什民自治組織を単位に人11数を基礎に配分恥

準を設け，それそれの町内会，部落会におくられた．

（ハ） 住宅か全壊し，自力で建築する被災者に対する配分金は，低所得者階層に重点をおき，最

低10万円から20万円までをそれそれ住宅再建資金の一部にあてるよう配分された．

（二） 応急仮設住宅の増築等に対する配分は，県か実施する災害救助法にもとつく応急仮設住宅

の不足を補うものとして，市か義捐金をもって 3戸を建設し，又応急仮設住宅の建築基準か 1棟に

つき居室］室で， しかも総建坪 5坪であるため，家族の多い世帯は入居出来ないことになり，これ

らを実情に合せて入居者の援護に万全を期ナため，その増築経費にあてるとともに，被災者住宅団

地である菱沖に共同浴場を建設ずる等の経費に対し配分したものである．

（ホ） 応急修理該当者に対する配分は，生活保没Ilt幣低所得者階層であって，住宅か半壊又ぱー

部破損した被災者に対する配分金であり，平壊については被災額等の割合に応してそれそれ10万円

を限度に配分した．又—一部破損の生活保護肌帯に対しては，—•-lII:帯で最高限度額 2 万円以内を配分

したものである．

（へ） 住宅か半壊し自力で補修する被災者に対する配分金は，一律 2万円を配分し，建物を全部

解体して改築するものについては，さらに一世帯につき 5万円を配分したものである．

（卜） 特別配分金は民間施設，幼児施設，菱津団地住宅の物憤建築，部落水道施設等に対し，一

定基準によりそれそれ配分したものである．

（チ） たすけあい金庫交付金

たずけあい企叶，・に対する義捐令からの交付合は，仕家か令壊し，自｝）で建設する場合の資金に困

窮している低所得の世幣を対象に，その資金貸付けをするに必要な資金をその実施機関てある社会

幅祉協議会に対し交付したものである．

資金貸付けの対象者は， ます社会福祉協議会か取扱う世帯厚牛資金の借人巾込みをしたが，その

対象から除かれた低所得者階層の全半壊被災者とし，貸付額は生業を賃むものについては最翡30万

円まで，給与所得者等については20万円までとし，返済は 2年の据置期間経過後， 6年以内とし，

据麗期間は無利了，償還期間中は年 3分の利子とし， 51件 588万円を貸付け，住宅復興の促進を 1ま

かるものである．

（リ） 利子補給金は，住宅復興のため，住宅金融公庫などの融資とうけても，なお標準建設費に
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泊~ l i,'：i ,1 h,［し1c’IU) | i¥ ifi iこ [i'パ':I文ひその対＇れ

たり｝(¥・不足分を・,し｝）他．0)令融機間を通じ／祉疇を受Ii／こ場・合，；こり）利（（！） 部を袖給寸るもり）とし，

そり）資企としごあく・るも 0)てある．

受給対象者は化じか令平壊し． flt令融公i巾，農漁協， 1t,｝fl令1小，労令共済糾合芥から罹災{l・・’臼

復興資金の髄資をうけることか決定し，さらに他の令融機関から什 5分・]！甲以 1.('）融資をうけ，標

準建設費（農家 110Jj, 非農家］ ］0カ）標準補修費（農家70）j, 非農家：）5万）から借受額を芦引い

た残額の利（に対し， 5分 5)’l［以I:9分 91'P以内に＇'き：｝ケり 111補給するものである．

(10) 見舞，視察者

災古発生以来各｝j面から災古見舞，慰間，，謁査悴のため多数末鶴されたか，その概況は次の通り

である．

6月］6H 安孫子知甚

6月］7日 池田，松沢，加藤，安宅の県選出衆院厳且

専光公社仙台地ガ局販売部長

6月18「1 小林厚相ヘリコフ゜ターで視察

東洋レーヨン従業員家放安否調査

富十通佑機従業員家族安否調査

県義団('「I廿，芳賀，伊藤，守屋，結城）来庁

村山巌且を団長とする参院凋査団か未庁

東北人学建築研究室生調査

6月19日 中山義員を団長とする衆院派遺議員団来県

6月2011 島津日赤社長—ー行慰間視察

京大防災研究所島藤保助教授凋査

6月21日 白井参院厳員大山地区視察

尾花沢市長見舞来庁

6月22日 自衛隊東北）］面総監長谷部陸将は第 6師団長関I1陸将とともに被災地を視察，

6) 1 23 I I 

G Jl 21 IJ 

6月25日

6月26El 

11衛隊及し＼被災民を慰間しに

建設省仙台地）戎り長米鶴

東北大学」：木研究生来庁

京都都立人学小森清司氏来庁

知札水沢化＇ f:,皐I.罹災者見舞

知巾:,鶴岡市の災害視察

非常災害対策本部現地本部代理苦原内閣視察官来県し，災害状況を聴取

参院災害対策特別委員会小平委員長一行大山，西郷，水沢地区を視察

建設省防災課査定官来庁

- 75 -



祈り地心の，l91心

公共l：木施設の披害，復IIFr't定打合

6月2711 赤城農相—~••行ヘリコプターで災古視察

6月291 1 

7月l5 1 1 

7月26H

8月6日

小田肌巾民牛祁k，議会代表者見舞

横浜保介‘{1%l又’I''野↑［！（氏見舞

秋川背林），，il丈来鶴， 対策1,！も義

科芹技術）｝資源調査会の那須忙次氏（早人），泊水良竹氏！資源局），人音奈昭氏

薗訓周）か来庁，鶴岡市の災古状況視察

参院の新潟地震対策委員の平野，小柳両議員視察

加藤精：，氏の案内で衆院災害対策特別委員会の天野光晴，赤谷正古の両氏視察

8月］2ll 衆院農林水廂委員会の介水沢，人山地1<, 肖哨りサ11の災古を視察

(11) 市議会の活動

1, 6月定例会

I. 6月定例会は 6月12日間会したのであるか，地霞当日はちょうど第 5日目で，議長か午後

の会議の再閲をまさに宜告しようとした直前のことて，議場の額ぶち，螢光灯，天井壁，窓ガラス

等が飛散洛下するという惨状を旱した，

幸い，参集していた義員たちにはけか人は出なかったか，喝 11の本会議はそのま主自然流会とな

った，

2. 翌17日の本会議は災古対策のため， I911主での会期を 1日間延長して23日までとナること

に決定したたけで散会した，そしてり［き続き議員協汲会を1)月催し， ．［す巾当局より地裳被害状況の

説明を求め，その緊急災寓対策について協議を行うた，

終つて，議会運営協誂会を闇き，汲会としては，市当局の災害対策には全面的に協力すること，

また，その救援復1日活動については，市当局の要請に基つき行動することに決定した．

3. 定例会第 9日目てある20日には，本会議を一時休憩して議員協議会を開催し，生として住

宅，農林，商l：及砂災害復1[1融資窮の対策について陽厳を遂けた．

終（後本会，義を再閲して，まず，災古犠牲者に対して黙緒をささけ，それから災古対策1関係議案

の審議に入った．

(I) 昭和39年1文鶴岡市ー~般会，，1補iEf-算：第 5 け）

(2) 鶴岡市市税の減免等に関する条例案

（巾民税，固定責咋悦，都市，，I圃悦及び囚民健康保険悦につき，罹災者分の減免に必要な

加負を規定したものI

1．翌21日は日曜日てあったが，本会設をIle］き，前日に引き続き災宮対策関係巌案の審議を行

ない，原案のとおり可決した．また，政府に対し，次の要望事項を骨子とする「地震災害対策に関

する意見書案」を審議し，全員一致でこれを可決した．
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第`1ii:, J)，.,，’~ fUIの11，兄と帆‘，じ及びそ0)kl泊

（］） 激共災11;の指定について

図 住宅対策に→し、ーこ

(3) 自創資令，農林蜘業資令の融資について

(1) 農家の付属建物復1日責令融資について

95） 中小介業金融公［半，国民令融公雨，商丁＿祖合中央合店に対ナる特別令融措置について

(6) 公共士木施設災害復旧中業の早期胞］~．＿について

(7) 義務教育及び社会福祉施設の早期復111について

(8) 水道施設の災古復II」について

5. 6月定例会の会期は2311点てに延長してあうたが，所定の議噸ば仝部終了したので，市胄

局の寧 IHい災‘古復Iii活動巾務をも灼慮し，この定例会は2111をも＇）て閉会した．

2. 7月臨IIヤ会

I. 7 Jl 2s 11臨時会を開会，主ず，会期は‘り 111 1—1 間と決定し，次に下晶のとおり 「震災の見

舞援助等に対する感謝決議案 を仝員ー~一致で 1]［決した．

nし

裳災の見舞援助笠に対する感謝決議案

去る 6 月 16 日の新潟地震に際しては，仝I王I 各力［旬から温•I青あふれるお見舞ど多大の御援助をかた

しけなくし，まことに感謝に堪えないところである．

本市はこの御芳志にこたえるため協カ一致速やかなる内建復興の決意を新たにするとともに，本

市に寄せられた御厚情に対し，深く感謝の意を表明する．

以上決議する．

II甘和39月7JI2511

鶴岡市議会

2. 終つて一たん本会議を休憩し，り1き続いて義員1窃議会を間＜．宇として災害対策関係につ

き，中央陳情の経過，激礼指定の見通し及びfl宅復Iii対策等を協議した．

3．次に本会議を再1W]. 1バ記のとおり災お対策間係義案を審，義し，いずれも！応忍または可決し

た．

晶

(I) 鶴岡市市税の減免笠に関する条例の一部改．し1下について 専決処分の報告

(2) 昭和39年度鶴岡市一般会計補正予膵（第 6砂）について 専決処分の承認

(3) 昭和39年度鶴岡巾一般会汁補正予算（第 7号）内，災害対策関係分

歳出

特
‘
費策

助

t
 

女

救

疫
.） 盟

害

．．
 ・・
1

~
卜
9

.

 

<
/
9
r
‘
 

≪
’
り

l,011千円

1,189千円
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;、1[Iり地見の出且

災＇，じ復閃｛ l'宅建設杓 :l,97S了円

原！［＇り働施設災＇，じ復 Iiitt 8,86(lT Pl 

農林水9卒業施設災害復 Ill野 28,792下平l

消防施設災害復 Ill 費 l,000千円

その他公共施設災害復 Illit 51)（）千1可

↓, 1 に，330TFl

歳 人

地 )i 交 付 悦 2,277千円

I KI I, i; 負 れ1. 令 J,GGOT汀l

I I ̂1 叶i 補 助 合 1 6, 5 23「円

県 負 担 仝 792 T• ド）

9旧1ヽ 補 助 金 2,017千『1

9旧了ヽ 委 託 令 1,720千『l

財 産 売 払 収 入 1,72Ff・rl 

寮 附 令 1,129T円

貸付 金元 和1 収 人 ri 2,ooorr11 

1 | i 偵 1 6, 1 9 1千円

99 i• 1:i,330下干］

3. 9月定例会

]． 9月定例会は 9月11日から 1日間の会期で開催されたが，第 2日日の15日は本会議を一た

ん休憩して義員協議会を開く．

leとして災寅復興対策関係につき，その後の対策経過並びに災'，t;義捐令配分1；ト圃等を協淡した．

2. 第 1日[lの17日の本会義ではい心のとおり災．iじ対策に関連のある「昭和39年度鶴岡市一般

会汁補il‘.f算（第 8．け） を審議し，令員・・致て,,j決した．

叫

災害関係分

」9→

成 出
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災 害救助費

公共七木施設災害復旧費

原生 労 働 施 設 災 害 復 旧 費

農林水産業施設災害復旧費

消防施設災害復旧費 △ 

文教施設災害復 Ill 費' ^ 

11,227千円

2,515千円

685千円

135千円

300T・円

l,2S1T円



愴 li‘1:， 11129,'. 1忍1(/)I'況と骰＇「！々．びその対灯＇↓

での他公共胞，没災害復 IIl費 Ill Tlり

9, 1 ]3, 1 1 (） T• い］

歳 入

] 1:I 庫 負 担 金 3,363千円

IT.I 庫 補 助 金 2,785千円

リ91ヽ. 補 助 令 :i,000千円

県 委 ': E 令 1,032千FI

），¥ 令 繰 人 令 l,2'.l9千円

↓, 1 13,119「.Ill

4. その他

l. 地裳‘’ir1及び刃 IIにわたり議員らは数班に分かれ，災害状況視察並びに罹災者慰間を行な

2. 正副議長，常任委員長，その他議員有志らは，市当局とともに災害対策につき中央陳清，また，

現地視察に来鶴した厚生，農林各大臣，衆参両議院及び県知事等に対して随時陳情活動を行なった．

3. 7月20Ii東北六県市議会議長理市会を通して．政府に対し次のとおり災害対策に関する要

惰を行なった．

(l) 新潟地震の災古復1日市業につき，国1車補助、lfiひに起{itの特別措置を溝せられたい．

(2) {}宅金融公庫の融資枠の増額を図られたい．

(3) 災害救助法に基つく旭準単価等の大幅改正賄びにその市務の簡素化を図られたい．

(4) 応急仮設住宅について改善措置を講ぜられたい．

4．令1月各地に及ふ市議会より本市議会宛に次のとおり災宮見舞状，電報または見舞金を賜わ

った．

喝市巌会としては．そのづどとりあえず礼状を発したか 7月臨時会て雲災の見舞援助等に対ナる

感謝決議を行なった後は，この感謝決議を添付して改めて礼状を送9)た．

(l) 見舞状 29付

(2)‘• 9~; 9ぃ 報 87件

(3) 見舞金

郵送 11仲 12•!,000円

持参 6件 •155,000円

（なお，見舞金は災害対策本部または福祉協議会に同付した．）

4．公共機関，団体等の対策と協力

11) 国鉄
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計パ地見の，，且j:19

今日の地震て羽越線，陸羽西線を中心として人ぎな被害を受げ，線路橋戊の沈下， トンネルのfむ

裂，し加の崩かし‘， 卜砂くすれ崎県内は勿論東北各地に人混乱をりえた．

地震直後の列車不通個所は第 5図のとおりである．

国鉄新潟支社ては地震直後復Ill作業を進めるため小山同支社施設部長を本部長として酒田駅長宅

に，酒田地区輸送対策本部を設け，早期復1日にうとめた．

第3図 祈内地式による国鉄不叫1[，＇，il;Jix印 6月16日夕方現{i

秋
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窮 li富 ！叫'.91cりの[I‘II［と［I尻じ及びその対策

今度0ぅ地虐て藤島 鶴岡駅げか：1カ所の陥没，泊111 束泊111'間 1：かり）I/,I[I-fE製か／1:東，↑万判i

か幽転をとり II—~めた．

和 1げ1保線I<ては職員 230人，人丈80人を動員して復IFIを進めた結果，羽越線上りが水沢まで翌日

1時30分， ドりか柑 H1時：14分1開通， 上りは洒田 水沢間 1往復，酒田 鶴岡間 1往復，下りが酒

田 羽後平沢間 5往復を運行し，通勤通学を確保した．また陸羽西線は翌日朝番番から「開通し，準

急月山は山形行きに受えて運行した．

ー、）し力心 トンネルの砲裂と落石のため復1日は困難をきわめ， 29日にな

つて13日ぶりに開通した．

'，、地震とIn]時に運転中止になつた列車は旅客列巾28本，貨物列中21本て，運転中止による損布ぱ

旅客で 1,800万円，貨物で 2,500万円と云われている．

〈:.）長叶離列車の特急白鳥， H本湘， しらゆきは 1下線とも直江津，大阪間て運行した．

口復Ill個所の修理によ 9)て，

奥羽本線 6 月 1~7 [I 1時20分開通

米坂線 1711 7時12分開通

左沢線 1611 l8時30分1開通

陸羽西線 l 6日 22時55分開通

睦羽東線 16日 18時30分開通

羽越線 29日 JI時30分開通

した．

（）この地霞により鶴岡駅の急行券，寝台券などの払いもどしば，

161・1 83,05¥円

] 7 11 320, 3 10円

J 8 11 160,525円

1911 :i9,81 l f1 

20日 30,000円

で，僅か 5I]間で65万円に逹し，同男附開設以来の新記録となうた．

(2) 電報電話局

0電話の不通つ')く

東京 酒田間 2［川線，東京一鶴岡間 1回線など市外同線61回線が断線し，市内回線も酒田で 200

回線，鶴岡て］00回線が不通になり，電柱 7本か倒壊した，このため電話は大幅なおくれをみせ，

特に長距離電話は鶴岡から午前 9時に特急で仙台にかけたものが夕方 5時にようやくつながるとい

った状態て，東京，仙台などの長距離電話が平常にもどったのは 6月27日頃であった．又新潟方面

への電話は 2回線確保していたが，災害対策本部，瞥察などの使用で満ばいで，一般加入者の利用
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乳['，'IIii]の，l「il! 

〖てに it 仲々し‘たら f；か 9) た．

地羞以出安否キぎ＇ー）かうたり，見舞の霞報が殺列し， 1日平均 1,200涌を超え，平常のJS倍とい

う混雑ふりておった，このため仙台中央‘退報局をはしめ東北管内各le.]から 6月20日現在て25人，郵

使尻や診扮所の職員［て応援し，更には鶴岡工業臣校のアルハイト 30人の協力を得ておくれの回復

に令））をあ itたか， 20日現在て38時間もおくれて＼‘る状態てあつにおくれか大体消失したのは23

日頃てあ 9 )た，

9、)郵便

郵便物は地雲と共に芯にふえ 111平均 8万通，平常の 2倍の取扱し、｝代を示したが， 23日頃かちぽ

げ平常にもレ，｝た上うてある．

小位にバ‘ては羽越線1ヽ 通のため新炉｝｝）面行きは受付停 ll• を釘い，その他のものは遅延承知のも

のだけを受付けに、

〇洒Iil 飛島間り）海底雷線の故障

洒田飛島用］ 37kmの洵i氏'r．← iル線の 1 本か地霞のため故障したのて，電々公 t1•長崎海底線丁事

巾務所から高底ケー 7ルL巾船「代田丸！1,8:iOt) か 7月30I]酒田に入港， 8月1日から修岬に "i

l), 37 kmのケープル中 2c.kmを新らし＼、通揺線に切替え， 8月1111に復1日完「した．

（3) 庄内交通

几内交通ては羽越線不通のため鶴岡一温海間に臨時バスを 1日上下各 6本デつ増発して乗客の便

宜を訃つた．尚このコースは祈国道に崩かいがあるためにl[li:l]道（中山まわり）で運行された．

地震こはるハスぷ通以間は． 1811になゴつても主た正常な運行は出来ない状態でおつた．

不通に間は次¢)述りてある．

Cl名川のス!-、ヤ，！ ！、崩か＼、のため 1名川以遠不通

,．）油『「力9けく寸れり）ため今凩以遠不通

，．）i}、Iれ翁i：文面j里打1け‘).i唸イ<i祖

＇〕ふとう耐は 18日午後 4時に乗用屯，小吋リトラックの麻蓮行可能

：汀氾：市内に it巾町＾村瓦の許可1）、t［ければ人れなし、

しかし 20日にl.l殆んど平常の運行にもとど）た．

(4) 自衛隊

恐怖ど不安にみたされていた罹災者に復興への希翌と意慾を与えたのは陸上自衛隊の間髪を入れ

ないスピ-―卜的な活躍であった．

叫戸）なし、女III：帯で，どうすればよいかわからなかつに日衛隊のおかげで，助かづた／オ……”

とよろこんているのは大山向町の石田おりえさん (58オ）である．

火災の焼Itあと舟灯用と t,1)山、，中には家財か人つてし、るし， 下和こ倒ぜは隣家があふた＼、．又自
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り） 1篇 地9[fが1・ の仕況と帳内及びその対策

衛隊日自身もあぶな＼、・ プルトーギーで・ー・気にと＇•‘うわけに i tし・か！［ ＼ヽ． ても隊員は丈に上く働＼ヽ

た．罹災した人も，罹災しなし、人も十へてこの自衛隊には心からの感謝を送’)fこ．

以F主なる作業の状況をぷず．

自衛隊ては庄内地1メ災害派遣隊を組織し， 16日午後 6時］5分に先発隊30名が来鶴，午後 8時にぱ

更に30名増員来鶴，午後］］時には酒田市にも到着．

17日0時20分には神町第 6補給隊12名か lt給水車 2台をもつて到着．

5時:10分には早くも西郷地区に出動し解体作業に従事した．

17日7時には30名の増員到粋し人山地1スに出動し，給水市は来Ill, 西邪地［又．に飲用水の供給を行

＇~）た．

18, 19, 20, 21 flもい）卜地域で解体／i・業を行し、，夕間せまる午後 7時過まで働いた．

2211には人山は勿論本部に・10人，洒田給水隊70人，鼠ケ間小体育館の解体に 1-10人，横の代に30

人出動した．この外，資材運搬，器材整備などに当った．

人山隊は最初26戸の解体予定だったのが追加されて41戸 (2,600坪）を解体し， 22日まで一応の作

業を終り， 2311は最後の幣理を行い1五l[1飯盛山の復IIlに1,,1った．

去る 16日以来の隊員の出動数は庄内仝部で延べ 4,000人，巾輛は 600台，給水鼈は 3,500t, 解体

家屋77戸 (3,700坪）の実績を残し27日朝12日ぶりで原隊に帰った．

鶴岡市てはこの活躍に対して26日午後 1時30分から酒田四中で感謝状を贈呈してその労をねぎら

った．

大山地区自衛隊出動状況

人 員 解体戸数

17日 3 1 3 

18日 31 3 

19日 180 8 

20 fl 175 1 4 

21日 153 JO 

22 [ I 80 6 

;； r 650 14 

部落別家犀解体状況（自衛隊によるもの）

大山地区 西郷地区

向 町 3 長 崎 8 

k 栄町 千安京田 2 

栄 町 I 而野 1I I 3 
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訂り地止の，且且

緞；合 lIII. 2 四茨新田 2 

浦 開「 1 ,;f 15 

嚢屋町 2 

大下町 2 

銅片町 1 

木じ町 3 

安良町 2 

殿 町 1 

[:本町 8 

lヽ＾木町 2 

;;I・ 29 総 汁 44戸

15) 消防団

消防l-tlはそれ自体及びI"衛隊， 警察と協力して，罹災地［ズの防火，広報活動は勿論，救援活動，

交通整国!, 1ft（叶1箇に IIさ主し＼ i囚躍をし，恐怖と不安におり）のく民心を安定し，復Iiiを早からしめ

る原動力となうに

今["]の地震に際しては火災の発生が 1件もなかつたが，これは消防団の活躍の賜であると思われ

るし，地震史上特筆される実例てあろう・

（イ） 鵠[i/1]叶i消防隊の活動状況

6月I6 11 

0地炭発生とともに， 111本部及び非番職員を動員して非常態制についた．

013時 7分 ）八川幼児園救出要讀により，署長以ド 6名現場に急行ナるとともに，荘内病院，警

察に救出隊の出動応要清しに現場に到着して地元消防団，地ド民との協力で12名を救出した會負

傷者はずくに'ii内病院に搬送し，治療にあたらせた.

(.〗 13時 30分 荒町及び家中新町にガス洩れのある通報に接し， カ~ス会社に対し，ガス供給の停止

を要請する・ーガ，広報車を出して防火官伝につとめた・

()13時10分対津波態制完了・

＇汀 5時40分 骰浦，小咆，加茂，湯野浜地rズに，次の如ぎ津波警報を伝達した．

“新潟地震により， 日本海沿尉に 1~2m の津波が押しよせていなこれはしばらくつづく見込み

なので海岸を警戒せよ”・

(）16時10分 津波警報解除となったので，この旨前記の地区に伝達．

＇〗当夜の警成

19時35分災害対策本部の指示により大山支所並に各連絡所の職員，警察官等とともに，地区民の

保虔と警戒に斗i9)た鼻

8 4 



第1蘭 地，，し茫’1のI！況と 1"，',［1文ひその刈れ

6) 1 1 7 l l ll rri. 

, ＼被＇，1,:地の実情讃．作のため，大由，水沢，栄地1,に出動．

洪水対策の貸料とするために，肖亀寺JII，護岸の欠埃状況と凋査した，

C)家屋解体作業に95人出動した．

6月18日

ド記のー：地区に解体作業のため出動しに．

内，9)｛大山 259人

6月19rl 

'11・ Ill 22人

水 沢 l77人

9, I• 138入

消防施設の被害調査を行い， ilつ次のように解体作業に従事した．

内訳大山 172人

ニ瀬 30人

叶•202人

6月23fl 

翌田部落の解体作業に20人出動した．

以 t：消防団の活動の人要を述へたが，地震発生以来 7月8日までの同員の出動状況を一括すると

次のようになる．

6月16日 30人 人命救助作業

6月16日 2,000人 発震当日の警戒

6月17日 225人 余震警戒業務

6月17日 95人 解体作業

6月16日～18II 13人 広報業務

6 JI 17日～19日 29人 指揮業務

6 JI 17 ll -23日 l,Olil人 解体作業

6月1811 60人 瞥戒業務

7月611~8 II 6,3人 水防作業

9, 1 ̀ 3,580入

（口） 大山地［<,消防l寸l豆）活動状況

大山地柊消防団員は自己も罹災者であるに不拘，一身を捨てて組織の中に入り，解体，広報，警

備，交通整理等に涙くましい活躍をした．

イ．建物解体
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料riり地心の晶緑

6) ] ］ 8 1/ 1 

辻典／怜 7J i 27人

i又・ 崎 8戸 15入

「安闘I 3) i 22人

ir,i野 111 J"―J I } J 9人

人 1l1 2J i 21i入

9, 1 2:1}; 139人

6月19 1 1 

面野山 l1• 20人

辻興屋 8戸 30人

大 l l l 6戸 52人

下小中 4戸 20人

f•安点 r[l 3戸 11人

西茨，道地 3戸 22人

甘ト 28戸 158人

ロ．広報活動

地震後数日間，昼夜を分たず広報車て地区内を巡視し，火の用心は勿論，緊急連絡事項の伝達等

を放送し，っとめて人心の不安動揺を押えるよう努力しに．

(6) 県警察本部

県警は警備本部を設けて被害凋査を進めるとともに，機動隊 3ケ分隊を庄内方面に派遣，県の対

策本部と協力して救援活動につとめ，原田本部長は 6月I7日朝から現地で陣頭指揮をとつた．

誓察としては救助活動とともに，被災地の犯罪，事故防止に力を入れていくことになり，原田本

部長は次のように語っていた．

イ．被災した人たちか安心して復1,1作業にかかれるように，バトカーなと機動）Jを動員してバ

トローールを徹底してし、＜． I・サクサまぎれの犯罪防止につとめ， とくに悪徳業者か人りこ主なし、 ck

うに， きびしく監視して＼、＜．

ロ．救援物資の輸送，救援隊の活動などで被災地か混乱するので，交通機動隊を直．9，l:＼的に配隊

して，交通確保に全｝］をおげる．道路に危険な個所か出来たので，標識を立てたり，士［い1道路を示

したりして， ＇l>故防止に夕りとめる．

9ヽ．物仙にき心しい石視を行う．県警は 6月2HIに庄内全署に対し，物価のうごきをきびしく

看視し，暴利をかせく悪徳業者や，買いだめなどを強くとり締るように指示した．災害をくいもの

にするような売買行為については物価統制令，軽犯罪法，咋欺罪などあらゆる法律を適用して，き

びしく取り締つていくことにした．このため， とくに目立つた物価の値上りは見られず，罹災者は

- 86 •一



!11 I i富 ！］バS fじ'Iダ）[I、1][ Iしし1「!i己‘'とび）メI「i,

人＇災助か 9)た・

171 NHK 受信料の免除

NHKては全平埃した 1,451[II帯(i)受仏末I免除と郵政人臣に叶IAiしていた応忍可どれた・

免除期間は 6)］から 8JI cで（）） 3)］月間で，

，I『り 1iiil,1 l e1 0 9 II I'，,<1:, 

泊 11 1, 1 i 

i i'i・ i栂侃r

心 i1•. l!l ]^ 

とな '9―（し‘る．

3 (1 3 I I I.言,：i「

1 9 i I I I. ｀ 9: l'，: 

18[1I今..:l:: 

18) 東北電カ一電気料の減免

地雲のIIり後，県ド約12万戸が全部停電した．間もなく復旧したが， 16日午後！時現在でぱ，洒田，

鶴岡両市の音一部と郡部ではまだ停電かつバ＼、ている所かあ＇）たが，翌日のタカには完仝に復 Illした．

被災需要家に対する屯気料金の机置としては，

こ料金の梓減，支払い延長

、.)―l―.1潰負オII金の免除

臨時l:1t費の免除

＼内線の無杜改修

こ〕定額電球の無料引換え

などの中村置をと 9)た．

19) 鶴岡保健所

（イ） 移動保健所の開設

鶴岡保健所は米出，長崎地区民が復輿作業で疲労がはなはだしくなっているので，移動保健所を

開改した．

6月22「Iり後 1時から米／1'，公民館， 30II午後 1時から．長崎公民館に1開設，内科 般，成入病検診

などを行つた．

鼠扁会場ては隣接部洛民も対象に， 1ヽ ］、＼ーム，孔幼児検該もfr＇）た．

（口） 防疫班を動員

裳災に伴う仏染病の発生，食中毒市故の防」1 を 1i•[)かけ， ヒたあと）i9,-51}が 段落した頃を見ぱ

から→ご防疫班を動員し、C\i打，ti しあた＇~）た．今日の地震で人山地 l大¢)飲も1水かぴとくやいれ，ぞ 0)

ほかの地1,:も，井戸水は地盤か割れて汚水か流れこみ，飲甘水か山梨されごしるいて，）「／i水は特

に水質検査を受けるよう指導した．

さらに便所か野ざらしになり，季節的に古虫が発生するので，完全な駆虫を指導した．

（ハ） 庄内浜の衛生指導
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庄内浜は地虚やその後の水',I，:｝［とて衛4li＇，間が心配さ ilて＼、たか，県，由形，鶴岡両保健所か合

詞石視，衛生指；討を行＇）に紺，果，受人れ体勢，深 J託を幣liiiし，湘水浴には心配なし、と11「ひか11るこ

とにした．

この合同看視は 7 月 8 日から 15 日まで食品環境衛生監視員延へ•15人を動員し，湯野浜，由良，温

海，鼠ケ1i1, —瀬の 5 地 1メにわたり，旅館62軒，民家術泊所97軒，その他食品環境施設55軒を実施

した，そり）内容は， 1;・］泊施設，洵浜の沿帰， /1]染地常の桑剤撒布，昆虫駆除，飲料水検査，従業員

に対十る衛生教有などである．

(10) 秋田営林局 秋田杉材の払い下け

秋田宮林局では地震による木材の1直lりを防くため，秋Ill県内 7,-)の貨林署から杉村 1,150m'を

ー一般罹災者や公共用に払いドけることにした．

今回の地震て庄内の家屋，非住宅を含めて 1,000軒を超える仝半壊を出しており，それだけに復

旧には木材の値l:1）は必至と見られている．これを防くために営林局では秋田杉の産地てある同県

下の早111,000m', 二つ井 500m', 能代 800m', 大曲 300m', 鷹の巣 200m', 合川 l,OOOm', 秋

田350m', 合nI-1,150 m屯割りあてた．

これを一般罹災者には時価相場て，公共用建物には時仙の 5割価格て払い下けることにしたもの

である．

5，民間の協力と美談

(1) 労力奉仕

突然おそつた不幸の中で，ぼう然自央の被災者を立ちあがらせた勇気，それは民間からさしのベ

られたあたたかし、手から生れたと云＇ぅても過言ではな＼ヽ，

以下その主なるものについて記す，

（イ） 学生の協力

恐怖の作ィ友か明けた 6JI 1711恥朝から加茂水迎高校，ホー（スカウト窟の温い労力本仕か行われ，

罹災者は勿論—••般市民からも深く感謝された，

0 6月1711

加茂水産翡校生80人は授業吊退を利用して［］し的に竹業服に着換え，おそくまで大山小，西郷小

（＇）後片付けをや-)に，

,.'22 ll も「•安点田に出動し，家屋 1 /・；を解体し 1こ，

＼) (i JI 2111 

切角の日曜にも不拘，ホーイスカウト加茂地区分団と，鶴岡地区分団員26人が千安京田で解体作

業中の自衛隊と合流し，自衛隊員か次々にくずす木材の運搬を手伝つた．

06月2211
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冶l蘭 地，，＇、応 IのIい沙［と骰，［及ひその文1:・h 

災地（9)後）i付ifをii"(た．
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6(J ］`（） | 8(） 2(， 

l 5 

70 

2() 

2(J 

216 

（口） 京田幼児園児の救出

地康のあった時， J沢田小グランドでデールを建設中たった加賀1l1建材の作業員15人，近くの京田

農協庁舎を建築中た 9)たiiiII-［務1古の什業員 9人及びぷ田農協職員多数かかけつけ，倒れた校舎の

ト敷きにな 9)た園児を救出するとともに， J内尻，警察に連絡， また非常サイゾーンを叫らして点田全

lいこ災宮を知らせるなど時宜に適した活闘をした，

これらの人心ぱ，昼休みを終えて竹業にとりかか→たとたん，突然不気昧な地嗚りとともに，校

舎の一部が倒か＼、した，文字どおりの地獄のようた＇うたか余哀のおそろしさを拷える＼、と主もなく，

倒れた校舎にもくりこみ， ド敷きにな 9)て＼、るほl児を 1人1人救＼、出した，

（ハ） 鶴岡地区交通安全協会の交通整理

鶴岡地区交通安仝協会ては， 20人の会員か20日から 3日間出動して交通整理に協力した，

国道 7号線を中心に，水沢駅前，人泉農協，新斎部，鶴岡駅前卜字路，両田川橋，大山支所前の

6カ所に於いて，他地区からの物資輸送車を誘導，輸送車の運行をスムー人にするとともに交通整

理にあたり，交通混雑をゆるめた，

栄生産組合の共im]防除

栄地1メ¢)平[t1部格は戸数37戸， 1ぃ平均 2ヘグダール？）水田と持つ純農家ばかりである，こんど

の地震ては閻闊か人被宮を受けて以来，こわれた家の整理に追われていた，ところか二化めい虫

い発生期で防除(l)時期でもあるか， とても［かよ i,99¥ !-iし、，＇こ::::＿て栄生 J)［糾合ては “‘I’-Illい人を助

i fよう”と請とさ ;c,, li JI 2111 ・l'-111以外 (l)播磨，小恥田，本Illなど 7靡II洛の糾合員80人あ Ki）がー・呵

斉に共同防除作業にと＇）かか＇）た， 7班に分れ， 80ヘクタールを 111し／））ちにすよせ， ぅおひしか

れてし、た平田の人々に感謝された，

日昭建設の協力

山くずれにあし、，住宅か屋根まて士砂に埋 IJ，途｝）にくれていた由良の佐藤鶴代さん／52) 宅と，
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斎藤「代松さん (371 宅を 1t1良漁港の築池Iー．9|臼をしていた 1111召建設会t1がブルトーザーを出動し，

2 H間て復Ill作業を完fし， j砂全部をとり除いてくれた．

12) 金融界の協力

復興の）よ盤となる企融にグ）い（は，川県， 1|iとともに， l(f[接金融をあずかる各銀行の積仰的な活

動か II立ち，罹災者をよろこはせた．

（（） 各銀行

!,i i．内銀行

即 II地康災害復Ill特別融貸相淡所を1沖情［所に1月成し，積枷的に相談に応したか IiJ] 2011には，

地衷災寅復Ill特別融資制Ii!.を設け，特別枠を 5億円とさめ，利ギは 1l歩 1月［卜け，貸出し条件を大

巾に緩和した，

特に被害の大きかつた大山支店には住宅金融公庫の係員を増員し，臨時受付場所を設けるなどし

て罹災者から感謝されている．

39年11)月30日現在次の通りである．

自 f
 

,'ー 資 金

中小公 庫代理資金

1l t 公 1,1,'代岬責令

その他の金融機関の代理資金

叶

〇両羽銀行

災害特別融資として 3億円の貸出しをきめた．

又小11の貸出しも積極的にし．利率も 1厘引下げた．

39年10月30日鶴岡支店に於ける現在の状況は次の通りである．

自 -
T
 

,f 
資 金

中小公沖代理資令

住＇む公 hii代理資金

ーとの他の企融機関の代理森金

" 1• 

＼一〕山形相圧銀行

39年12)］よ現在で次の通りてあか

金

資
融rr1 

資

1打
”
~

保

す,'ー

L,1 

ーi
 

ーー
~
~
＇
 

9

.

 1

,

 

住

＇ ヽ 企

七
J

,~L 

崩

庫

ー公

公

業

457件

35件

7 l 5件

7件

1,2ll件

lll,192千円

57,600千円

2:Jl,990千円

81,700千円

、512,182千円

122件 51,0°10千円

10件 11,100千円

13G件 35,850千円

l 5 14 9,3(IOT円

283件 107,290千円

5 3 f I・

1件

l件

3 i件

29,200千円

180千円

700千円

782千円

90 -



泊~ 1 1,99,1 「h9,’ 応'1の；I：]心し 1見， t;J文心、をダ） X~Vれ

9, 1’ ,10{'1 1 1, 0 2 1) 「•I [.J 

胄蝕産相九銀行

39什12月木現在の状況は次の通りてある，

I, 1 f [ 貸 金 :20('1' 21,(i7()「l'I

I 9 9 ] I 保 j I I Î 融 責 3 f |, J,lilJIJ Tl'I 

1 1 9 9 1ヽ ヘi 1 ・ 業 公 1,1, 8fI l (；, 1 1) {l「・l'I

{ I ℃ 公 1, 1, l :！「I 2ぷ11)「l'I

1d今 l~('I 1 2, ：) ］ 0「l'l

（口）県1,土，連

県信連では被災農家に住宅復興資合を特別融資することになり，各農協の窓口で受付けた，貸付

金額は最閤6(）JJF1て，利（は年 6分，償還期限は10カ年となつている，尚住宅以外でも士！巌を除い

た畜舎，農舎の復興資金も貸し→けている，

建設に 5,880万円，補修に 5,(i38万円，＂+ 1 l,:i lG)J円O IIl込みてある，

（ハ） 県侶用保，；iE協会

州，］用保，，11'協会ては，＇／終災復興資令融賓制陵を新設し，被災した中小企業家に対し，総額 5億円

を別枠（保，9t1、1る、一と，やぎめに．保，』限1文it l介業 '7(II}｝）「IKごであるか，協詞糾合の肱貸資令に

＇）し、て： tl,iJOll)ii'l主てとずる，保，，止料は現在の ll歩 :ii凰を 31直にリ1ドけ， 20)1［月以下の保gl1・に対

しては県か］厘の利f補給をすることにした，

保99正期間は運転資令が 2;1，設備資令か 5年てある，

！二） 鶴岡信用金庫

特別融資枠0'.2億円とし，中小企業者などに設備資金，運転資金を融資ずることにした．限度は

ー企業につき50}i円以内，期間は運転資金は 2年，，没備資仝は 5年以内，利率は将通貸出しより 1

厘下げて＼ヽ る．

！ホ） 中小企業金融公！ふ

復興用設備，運転資企として使うもので，貸付限度：t個＼，’／1，人は 300}jF]以内，協 InI糾合は

91)11)j円以内，利ネは 6分 5匝，期間は 5什以内である，

（へ） 商工祖合中央金庫

中小合業tiどii；i[n]祖合社9に），1,＇）き成立された被災協 Iぃ1糾合(9)復輿のた〉心）もいで，小11融資 111

('）場合は無オII保，利令は 1']木渦 8分8阿， 21¥以 1,(）分とな＇）て＼，ヽる．

（卜） I•1 作農椎持資金

住宅復興資金として田川地力に総額 11,527万円の割当てかあった．

主な地域別では，

鶴岡 2,550万円
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K IlI 9, （l l (l万1I l 

JI[ liiOJj['I 

紺、l
9
叫

ー
'
A

、
i 1,890万円

である．

げ） 簡易保険

仙台郵政局では 111形，秋田両県の 3,lil町に 23,500万円の災害復Ill費を簡保積む企から融資する

ことにした．

t．な地域は，

洒 III1|i 

鶴岡 I|i 

遊佐町

である．

（り 住宅復興たすけあい金庫の新設

9,0(）0)J I l l 

；；，OOOJj /lj 

1,500万円

市の社会幅祉協議会では］，000万円を基金として 9月に発足した．住宅が仝壊し，自力で建設し

ようとする低所得者に貸付けられるもので］世帯あたり 20万円以内， 2 年据おき，無利—f•，その後

6カ｛ドの分割払＼、（ 3分利） となつてし、る．

史に同会は次の諸資金の貸出しも行った．

こ）世帯厚生資金

災古を受けた低所得者で，銀行公雨等からの借入れの出来ないものを対象とし，

・厚生資金は，生業資金として20万円以内， 1年据おき， 6年以内償還

・身体障害者厚生資金は生業費として20万円以内， 1年据おき 8年以内償還

・住宅資金

補償費として 3万円まで， 6カ月据おき， 6年以内償還

増改築費として］ 0万円まで， 6カ））据おき， 6年以内償還

に〗災占援，，隻資金として， 10}j 円まで， 1年据おき， 6年以内償還

＼〉母＿f-福祉賣金

対象は20オ未満の（を 1吐親か扶養しごいる 1吐f•家庭で，

• (I'む資金は，

補修費か 7]Jド）主ぐ

増改築費か10万円土で

何れも 6カ月据おき， 6年以内償還

•生業資金は事業開始か20万円で 1 年据おき， 6年以内償還

事業継続か 5万円で， 6カ月据えおき， 3年以内償還となっている．
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（ス） ｛l宅金融公庫叫訳

1月は1l宅金融公庫社、の 1部を改正して，罹災者のために使宜をはかることにした（内容は前掲）．

13) 建築業者の協力

田川建設労組は地震の復lflに賃金の値l:-ーリを防ぎ，県七木部は資材のスムースな供給と，価格の

ト昇を押えるよう各方面に協力を依頼した＿

（イ） 賃金，資材の値上げ防止

田川建設労組は新滉地震の復旧に人手不足から賃合の値tり）を予想し，値．Lりを末然に防ぐため

仝組合員に協定賃金を厳午するよう指示した．田川労組は 2,600人いるか，ほとんど出稼ぎしてい

て，地元に．lピ 1,000人足らずという有様，この職入不足から賃金の値［．げが予想

されるので， 1い］労組は県連の指ボもあり， 1 11 1,500ド］の協定賃令を守らせ，値[:りを防止するも

のである．

又県十木部は 6月21日木材，製材，金物，建材，セメント業界の代表を招き，震災復Inのため資

材かスム～＂ m スに供給され， 1ifl.Lりか押えられるよう協力を要請した．

県かtとめた建物の復Illのための賓材l:lヤ';.I、183,1]（）1）袋，合板 185,000枚，ガフス 7,000箱

など多蟻に必要だという．

（口） 仮設{t宅の緊急建設に協力

鶴岡市の応急仮設住宅は 6月23日63戸と決定，この建築は鶴岡営林署から木材の払い下げを受け，

田川地区建設業界が全面的に協力する隼になつた．

この住宅は 16面で 6畳 1室に便所と小さな流し場であり，水道はなく，あくまで仮設で，永住

や払い下げは考えていない・

十地遮成のためおそくなつた所もあつたが，早いのは 6月中に，おそいので 7月中旬主てには大

部分竣丁し，それ主て間借り生活をしていた罹災者を上ろこばせたか，これは建築業者の心からな

る協力の賜であった．

（ハ） 建築f：会で住宅設計・料を 1万円以下に協定

県t：木部と県建築七会はさきに標準設計図集をつくり，浪災の被災住宅の復興を指導してきたが，

建築卜会でぱ標準設計図を参拷にして住宅を復興しようとずる被災者には設計料を 1万円以下に押

えてサービスずることをきめた．

（二） 坪単価 55,000円で再建ナるよう協力

県は県建設業協会に対し~，災害復興住宅の建設に喝つて 3.3m2 当り 55,000円でうけおつてくれる

よう文害で要請した．これには古材を 1割以上使うという条件かついており，協会としては災害復

111に協力するという立場から要請をうけ入れることにしたものである．

(4) 鶴岡公共職業安定所で失業保険

今同の地震で事業所が災害を受けたために労働の意志と能力があっても就労できず，また賃金を
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受けるこレ 0)/1：東！［し＼湯介ば失業者ーと見たず叶例があるので，ぞの利用法を呼びかけた，

詞失業保ii知） II額は 般失業保険合と 1ぃI様に且本 1.1額と扶義）JII算を）JIIえたものてある．

(5) 義捐金，物資等

暖い焼意のあらわれとして，国内，「9.]外を間わず，実に数多くの義捐金，救援物貰等が送られて

来た．これらは配分委員会を設けて最も 2m「に， IIつ迅速に火々の被災者に配分され，多大の唸激

をもつてよろこはれた．

その主なるものを記してみる．

（イ） ［）．］． ケーク英［叶公使

ケーク英！k］公使は 6月2oII'「後 1時 II赤木t1をiiiれ，島沖t1Kに“新附地裳て被？＇を受 Irた人に

送 r)てi［し＼，’'と：IIl(）／j 1月を岱附［た．

I" I 札如兵(l{l 0)外ILI領'h1叶

横浜在住外国領事1J山ホセ・丁ースピ／ーザ・サルダニヤペルー公使は 6月22日内111神依川県知巾：

を心れ“新潟地震の被災者へ”と見舞令17]］円を寄ふした．

I・）ヽ プフシル県人会

7月13[1東爪杓n／町の県市務所にプラジルのお金 08,001)クロゼイロ （日本円換算 171,000円）を

そえたf紙か1,t}けられた．これはプラ／ 9レのハフ玉川ロントリーナ巾に仕む県人たちが庄内地裳を

知り，お金を出しあうたものたという． 手紙には東海林亨，安逹1中人，鈴木秀夫，菊地清次，武田

弥重~，戸田市て郎，大江尚太，渡辺万次郎，奥由四郎の 9 氏の名か苫かれていた．

（二） 東京江戸川 1メの戦時中鶴岡に疎開した••行

鶴岡市へ戦時！ド疎間した東京江戸川1,居作の人々は地震の見舞として芥せ介つた現金 567,897円

を日赤を通して寄せて来どこれらの人々は鶴岡市，湯野浜，怖宝芋，湯田川，人山等に夫々疎間

した人々で，半額を鶴岡市に，残りを余ILii寡島，温湘等に配分した．

（ホ） 中村勘九郎さんら歌舞伎の［役］2人

歌舞伎の名了役としてh名な中村勘九郎さんら（役12人か，東；（歌舞伎座で公演した際，新潟地

裳て 3人の幼児か犠牲になつた）K田幼児園に見舞命を送ろうと客席を主わクて券金，又サイン会を

開し、て，売I.，金11万円を日本放送協会にi［した，

（へ） 東）；［北 IA松島旅行会~—行

観光旅行て東恥から／＼：内を訪れた東京都北区東ー条，松島旅行友の会ー{-行 220人は 6月17日午後

5時頃観光ハスで羽「t［山から湯野浜に行く途中，鶴岡市役所に立ちより，災害復興に役立てて下さ

いと全員から募金した現金 22,500円を贈つた，

鶴岡市義捐金受付け第 1号であった，

（卜） 新宿杯今県人会

東京新宿Iス＾県）＼会（名脊会長池田正之輔氏）は県災害対策本部に 15,000円を贈つた．新潟地震で
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LIE内の被害を知り，池rn名脊会長以下役員が拠令寄附したものてある．

（J) 灼知県知•I1

高知県知事溝淵増巳氏は 7月II日安孫了知乍を訪れ，見舞金として60万円をおくうた．

（り ，！社設ちゃんの母

誘かいされたまま帰つてこない古展ちゃんの母親，東京都台東区入谷町村越豊子さん (29) は，

6月21日朝日新聞社を訪れ，新潟地震て不幸な目にあった子どもさんにあげて下さいと 3万円を贈

つた，これは38年 3月31日古展ちゃんが誘かいされてから数千通にのぼる慰めや励ましの手紙，慰

間品か寄せられたか，新潟，山形の両県からも数百通の見舞かあ＇）たのて，その御礼をこめて寄令

をおもし・たうたものてあ 9)た．

（又） 神町自衛隊

神町の日衛隊第 6liili［月から1_「内｝j而地震の災’甚救援に派遣されたことに対して，知市，霞城会，

除友会県支部力そ ろ，和田派遣部隊指揮官ほか :;33名の隊員はそれをそ

のまよ拠出，さらに残 I)の駐とん地隊員の募金をも合せて l0万円を見舞企として被災地民に贈った．

（ル） 婦人会

県婦人連盟が主になつて救済募金運動を行い，広く仝県に呼口尺かけ又県外からも見舞品，見舞電

報なと多数1,！}いた．県婦人連盟でとり扱つた義捐金は2,072,000円に達し，外に長野県婦人会から手

拭 1,250本の寄贈を受けた．これらの金品中 208,671円は鶴岡市の災害対策本部に寄附し，残 IJぱ

婦人会直接に被災地域の家庭に配分した．

（オ） 仙台市の社会福祉協議会

仙台市の社会福祉協議会は 7月28日鶴岡市に地震見舞金30万円を贈つてぎた．この協議会はさき

に山形新聞社庄内支局を通し， 43万円は仙台市老人クラブより， 88,000円は京田幼児園建設費とし

て贈つており，今度の分を合せると 737,000円になる．

（ワ）銀行

（〗：［［内銀れでは見舞金 275 万円を贈ることを 6 月 19 日の緊急役員会できめ，鶴岡市に 100 万円，

酒田巾に 100 万円，遊佐町に20万円，—：川村に 5 万円，大山地1メに :io万円，温洵町に20万円を叶• 2 

75 7iド］名ft!fIした．

¥.、両羽銀行では県災害対策本部に 100万円，洒田，鶴岡両市に各々50万円，大山地区に20万円，

計•220 万円の見舞金を贈った．

0山形相Ti銀行では庄内地方の罹災者に対して 200万円の見舞金を贈ることにした．

内訳は次の通りである．

鶴岡市 100万円

酒 田 市 50万円

温海町 20万円
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遁竹・•111 「 2 1) ] J • I「l

そ 0) 他 IO万円

（力） ）＜泉小学校のヒし、（たち

鶴岡市岡山部落の人屎小学校 5, 6年の生徒だいま，遊び道只を購入するために，どじようとり

をして 1,170円を得たか，それをそ＇う< 1) 地震見舞企として ji内日報什に持つて来た．訂~内日報社：

ては早速，巾の社会福祉協議会に委託して配分を依頼した．

（ヨ） 鶴岡ロータリークラブ

鶴岡ロータリークラプは鶴闊市の罹災者に 3万円の見舞令を贈ることにし子「内日報叶に寄託した．

（夕） 学校に対する見舞金，予／fl[『hの寄贈

¥／）地康見舞の屯報や見舞状か多数到着し， iii教育委員会て受付けたものだけでも遠く北海道をぱ

しめ全国から17通もあり，又見舞品，見舞令も1,9]様仝ll、Iから到着しこf]IJ, 中には生徒会か麻令し

たとし、う熱情溢れるものもある・

巾教脊委員会で受けたもののう 9,l・・九るも JlIt, 次の通りてある．

・̂ ,f 
＂耳[

I
 

凶
1
"
r
 

9
9
 

~, 
280,llllll['i 

仮良，長崎教育委員会 269,1)00円

船橋市二宮中生徒会 27,000円

別府市教育委員会 ］3，300円

東東書籍 更紙 32,000枚，鉛筆 6,200本，ダナル86本

東京江戸川区松本町鹿本小 PTA 20,000円

学苦研究ヤf• l¥<l i＇『 911;Il,I 

以い）外直接各学校に送付されたものも沢山あうた．

(〗 1.li 日新聞社から市内各学校にトラン／スターラジナを寄賠

介j• H新聞付では災';t,：時に於ける 1ヽー）ンジ・1、ターラシオの必要性を五とめ，市内仝校に 1合パつ洩

れなく寄贈した． 1台の価格 l2,51)0円， 12台，総，，I・ s2s,ooo「＇]の I,．．額に及んで＼、る．

(.）見舞合てトランンーハーを購入市教育委員会ては緊急災害時に於ける連絡用に 1、ランシーバー

の必要欠くへからさるをみとめ，見舞令り）中から 19)JIりを支／廿して：、）ンンーハー21)糸11を購入し，

そのうち12糾を次の各校に常備し，残り 8組は巾教委巾務局におし、て管岬し，必要に応して貸与ナ

ることにした．現在トランシーハーを｛崩え＇）けてし、る学校は次の通りである．斎小，湯田川小，大

泉小，阜田小，栄小，田川小，加茂小，大山小，黄金中， 卜．郷中，閃浦中，西郷中．

(6) カリフォルニヤ米 100俵を死の床から贈つた大山町出身阪口浄造氏

大地震で困つている故郷の人たちに食へさせてもらいたいと，遠いアメリカにあって死の床から

送うた故阪LI浄造さん 1人山町出身）の暖い贈り物てある加州米 100俵か 8月］6日鶴岡駅に到着した，

この情のこもった加朴I米は］7オて渡米し，苦労に苦労を重ねて成功した阪11さんか，不治の病の
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床にありなから新i号地裳を間いて故郷の人はとんなに困＇）てし、る f-7，〕と）JII州米］，000トル (36/j

円， 15 kg入れ 100j表）を折から寄港中の汁~-L^ 自衛艦に粕んたものてある．鶴岡rhてはこの 100 俵

を全部大山地区の被災者に送ることにし， Ill大山地［メに66俵，西郷地区に31俵を配分することにし

た．分配は令半壊者 690世帯で， 1 ~ 3人世帯には 1ぷkg' 1 ~ 3人IIt，:性は 6kg, 6人以卜りiit帯

には 7.5kgずつとし，大山坦［メ．は 8月四日大山支所で，西郷地1・メは 8月3011T川公民館て分配した．

配分表は次表の通りである．

第25表 阪11浄浩氏寄贈災害救扱よ（カリフオルニャ木）配分よ （｛｝宅被＇［を受けたものだけに）
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配分残余木 120Kぱ大山社会伽祉協議会に委，，Eの 1叶活困窮者に配分した．
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!J) 救援物資を自動車て東京から運搬してくれた三学生の厚意

自分たちの．「＼震災地り））、々 うと 6月23日，東京の学牛 3人が 1、ラックを運転

してはるはる日亦県本部を訪れた．この学生は式蔵工業人学の七師緊夫枯をリーダーとする自動車

部員 3人て， II赤本社一．て用意した毛布 620枚と京田幼児園への見舞品 2箱の輸送をすすんでかつて

出た． 3人は22日東瓜を出発し，交代て運転しなから 23日山形に着し、たものである．

(8) 鶴岡盲学校の修学旅行団の連絡をとつてくれた高校生のハム

祈潟市内て地裳の渦中にまきこ＿tれ，連絡のとれなくなうた鶴岡盲学校修学旅行団を高校牛ハム

か活躍して，無事ている市をつきとめ，父兄の不安をぬくつてくれた．同校の修学旅行は全くつい

てし、なかつた．不目由な目を期待に輝かせた 6 人の(·供たいi.1 人の先生につきそわれて •1 泊 5 日

の化じて東鼠力面に向ど）たのか 6 月］ 6 日の朝てある．この日は新潟て—•た lu ·1‘• 中し， 休五して新

氾発午後 1時平（！）急行に東る予定た＇うた．地恨は 1・度この時間をねらつてや＇）てきた．父兄たもば

新呂の被化，：0）ひとさと知ると学校に1月合わせかしきりにくる．何しろ IIの不I'iIhti f供の:ととこ

父兄の心配も ・通りてはな＼、．げいドは勿論，道路もィヽ通，屯報，屯，活もストゾ／゜，連絡しようにも

うつ「かない．ふとア・—,-fュア無線のことを息し、出した．鶴岡南，鶴岡丁業にハムのクフプがある

という，頼んでみたところ両校とも快よく引うけてくれた．

石油の燃え狂う新潟に電波かとんだ．懸命に応答を求めるうちに， 17 日午訂~ 9時半頃，鶴岡南高

校の J.A. 7 Y. A. X 局か新潟県北蒲原郡中条町高校生大沼淳君の J.A. O A. T. T 局の電波

をとらえた，早速（-供たちの安否をき＼、たところ，大沼君か調へてくれ，修学旅行団は令員無事で

亀田方面に避難しているとの返事．これと前後して鶴岡工業高校の J.A Y 7 Y. A. l-1局の山田

直廿も情報を•'）かみ，無中てあることを伝えた．

その後もハム辻は余震のあし、つく無線宇でがんばり，コールサインを出しつづけた．そして了供

たおはみんなの温し‘卜1に見守られなから旅行をつパけたと云う．

(9) 鼠ケ関駅員の献身的なサーピス

6月16日に鼠ケ関に卜り急行しらゆきか立お往牛，同駅員は余震のさなか寝食を忘れて乗客を世

話し， 412人のお客には，ひとりのけが人も出さなかった・

このお礼にキンクレコート東）i（支店長の鈴木 実さん，テイチクレコート勤務の田中正一さんか

ら同駅員たちに LPレコード 7枚が贈られてきた．

しらゆきは地震発生の寸前に鼠ケ関駅にすべりこんだ．汽車の中も大ゆれで，開通の見通しがつ

かないというので，乗客の不安のアセリが大きかった．しかし同駅員たちは機敏な処置で統制をと

り，乗客を津波から守るために高台に避難させた・

夜は大部分市中で仮眠をとったのて駅員たちはそのたき出しにおわれた． ところが水渭が止まり，

隣の小内川駅から水を運ぶと＼，•う悪条件だったが，職員は疲れにムチうちう＇ぅて働し、た．たき出し

か終つたのは夜の10時半，了供連れのお客にはおムツの心配まてしてやつに又新潟県内の近距離
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りり！ i‘;1 ＇ ’’9,'↑~企りの：I占'.} iI し~9 1, I ［て〉芝— 0) t} ：I史

の人々にit'、イヤーや 1、9,‘9’J便をバIrて＼ぅ，．）た． ．し;117I I I: r-t令[i. と，、く―：水沢 i•c］世ぴ，奥羽線

k i，：）で帰心に＇＇）かせた．

判時（！）釆客／＇―/~）た鈴木さんたむは，ごうした仕1鉄マン¢)献身的；）一～•~し＞又に感射グ）,'レゼントをし

たものである．

1101 磯釣り中に津波にのまれた電工を救助した大岩／11の漁師 3人

この 3人は人店川の漁業菅屑9源什さん（乳，｛＇「藤伴； ;Jさん！，11),fぐ藤源治さんで，地雰の時は家

にし、たか，沖波かくると＼ヽうので， 1時10分頃船を揚けるため人店川漁池に人'9た，その時・：角府

附近で釣りをしていた湯温海の電工秋山延雄さん (5,1) が高浪にさらわれたのを発見， ロー？゚ をつ

なぎ救助し Kうとしたか干満の差か 3mもあるのて救助てぎす，浜にいる人か危いから待てという

0)もぎかず，無動力船を乗り出し 30m 沖介て無気力にな’)た秋山さんを救助した．ずく屈師に連

絡するとともに約 2時間も人「呼吸をしたか秋山さんはとうとり死んてし t，）た． しかしこの 3人

の勇敢な行為は恐怖にお 0)のし□し・る町仄に話題を投Iiた．

:111 翌日車て東京から慰問にかけつけた大山町出身田宮誠重郎氏

l7 1l午後人山支所に東駅から1じを飛はして災害見舞に 3万円を寄贈した奇篤な人がいた，これは

大山町粕塚出身て，角年大山保育園に玩見を寄贈している東崩都甲田1べ東駒形 2/ 3 Il1官誠項郎さ

んで，災古対策本部てはこれを社会福祉協議会に寄托した．

121 わか家の災害を顧みず，部落の水道復旧に努力した斎藤さんら 3人

西郷地［メの面野山，千安京田，止興犀の 3 カ村では昭和34 釘~に 130 戸， 800人を対象に簡易水道

を建設した， ところか地震で水道管かこわれ，給水不能におちいった．斎藤さんら 3人は自分の家

も災古を受けたにも不拘， 3日間不眠不休て各！＇を［わり，応急修理を行＼ヽ， 19「1やっと給水可能

にな’'た．部格民は [I 宅の災古をも顧みなし・で t くもや—つてくれたと深し、感謝の念を抱＼、てし‘た．

13) 危機一髭・・・・・ガス止め

鶴岡巾矢馳の木村貞 さん 26）は地霞か襲';たとぎ， 「度風門場で汁を流した直後で，十つ裸

た9)こ しかし ，l ラヶ~万と来たときに，季節保育所にイ1'うでし、る (I共のことを案して保育所に主つ

しくら， fl共か無ボでし・ることを確かめて家にもどり， f『91分の所I，屈する消防団員と手分けして部落

内の防火にかIi;!'ゎ,,た． 1度伊藤卯 郎さんの前にし、くと家入は留＇『，から仁の不自由なおばあ

さんかたた 1人てくすれようとする家からはし、出して来て，・ブロバンガスか出しつばなしだという，

木村さんは家の中にと凸こみ，火ぱ消えていたか倒れたホンヘを起し，冗栓をしめて飛び出した瞬

間に伊藤さんの家は全かし、した． 主さに危機一髪，引火すれば思わぬ人中をひきおこすところだっ

た．

!14） 宇都宮市青果市場青年部の好意

宇都宮市宵果市場青年部は 6月20日トマト， Tiねぎ，ギャベツなどの牛鮮野菜を満載したトラッ

ク！ l台）を夜通し運転して，宇都宮からはるばる人山に末，地震見舞として持参した．人由支所
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糾内地止の晶録

ては早述罹災者に配給して大変上ろこばれた．

6, 復興の明暗

(1) 今日の地震災’；昇について火災の発生と沖波の被害及び伝染病の流行がなかつたことは大ぎな

救いてあ＇）た．特にあれたけの大地震にもかかわらず火災が 1件もないことは地震史上稀にみるこ

とである．

(2) 人心の動揺，不安，流言等があまりなかったこと，これは行政当局，警察当局の措買がかな

り敏速に行われ，秩序の混乱を最少限にくい止めたことによるものである．

(3) 地裳後しはらくの間比較的好天気かつづき，又強風等もなく，気象状態は概してよかつたこ

とは後片付けをする上に人変助かつた．

(4) 人丁，その他の職人の不足になやむ罹災者

大山地［メには大工 150人，左官80人，板金10人の職人がいるが，大下の半数近くは県外に出稼ぎ

中てあ＇うた．又責合は融資は受けたか，これでは到底足りず，又この触資も結局は借合なので，復

興は仲々思うようにはいかない， 12月末現在て85％が復興した・

(5) 震災農家の融資難

新潟地震による県下の被害総額は 200億円にのぼり，ことしの県一般歳入出予算とほぼ同額に達

し， しかもその 8割が庄内地方で占めている．各地方からの温い救援物資，自衛隊の解体作業への

奉仕，各合融機関の融資の手などによって罹災者もようやく表情をとりもどし，復1日をすナめてい

るか，その前逹は多難である．特に水稲単作農家の借財か意外に多いことが判明し，農家経営の今

後のあり力についても1打検討を迫られている．

今回の地裳による被害調査は日を追うにしたがい増加しているか，半壊とまていかなくとも壁の

ひび割れ，器物の破損など損害皆無という家は極めて少ない．

仝壊，半壊した罹災者は解体作業を終え，応急的処置は済んだ，住宅金融公庫，中小企業金融公

沖，［月民金融公庫，商丁．糾合中央金庫，に用保証協会，農林中金，市中銀行なとほとんど総動員し

て手をさしのべた．

しかしこれらの資金はあくまで融資であり，さらに融資する以 K個々の財産状態，担保の有無返

還能力なと条件かあり，現在県信連田川支所の窓口からみた管内の農家の収支状況は収支のバラン

スのとれているもの 2割，収入か支出より多く貯蓄の出来るもの 1割 5分，残る 6割 5分は借金農

家て，しかも年々この借金は増加していく現状である．従ってこんど災害特別融資を受けようとし

ても，農協か保証を裏付けることの出来ない農家も多い．

現に各災害地に設けられている仕宅相談所に殺到する被災農家の人々も，個々の借財や保証の間

題に頭を悩まし，相談所側ても金融側と直接相談するようすすめている．

農家では農業共済で建物災害保険にはほとんど加入しているものの，地震は該当せずと明示され
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ており，この共済保険からも見放されている．

罹災者か今さし当り必要なのは現企であり，その額か l万円でも 2万円そもあれば，壺材を購入

して，しろうと人丁て！ぷ急補修をして済Kされる）バ去もあるがと，し、 C長さらなから椙財の大ぎさに

悩まされている．

今り0)府及化渡しりり渡合は21低l'Iか11内全体に人るか，そし＇）何割か Itこれ上しーり）借令とし C農協

段階て人リIされ，家屋復IiI U)ためにとれ程 ．． Kわされるかは牒家(J身も i)からなし、状態てあり，壊れ

た家柑から釘 1本，板 1枚ても役灯＿てようと悲壮な長清て什業をつづけるものもあ')1こ．

16) 良のンーズンを控え，契約の復活なともりかえしに懸命の温泉地

今度の地震てll：内地方の観光地は，ば＇）たり客足か絶えて大きい打撃を蒙ったか，このため各観

光地は地裳のンョックからさめるとともに， ＾せいにセールスを出し， PR を行ってお客誘致に一

生けんめ＼ヽ，もりかえそうと頑張った．

今度の災害では温海，湯野浜，湯田川などの温泉地はとくに打撃たった，この為に失った客は 3

万人から 1万人といわれ，金高にして 1億円から 2億円の損失になっている．例年 6月から 10月に

かけて一番かせいでいる庄内の温泉にとつては出鼻をくしかれたか，交通事恰か回復してもお客が

はかばかしくないのが旅館側の心配の種である．

これは今まで一番の客としていた秋田，新潟の客か地震の災官で温泉ところてなくなったことと，

湯が出なくな＇）たといううわさが影響しているためであ→た．

この誤つた印象の訂．」［につとめるためにセールスを八）］に出し，とり止めになった団体客の契的

の復活，新規団体の開発にがんばづている．こうした努力のためやつと回復のきさしをみせ，フリ

ーの客なとが来ているので，温泉街もや＇）と明るい表情をとりもどしはしめた．

(7) 大山の被災者 6畳の仮設住宅を苦に自殺

これは鶴岡市下川某さん (45) で， 7月15日午前 4時頃立ち木に首をつつて死んでいる I!)を発見

した．

自殺の原因は某さん宅か全壊し，その後部落北会所に泊つていたか，自力で住主を建設する力も

なく，そのため応急仮設住宅に入ることになった． ところか某さん一家は自宅て20アールの田畑を

耕作している妻と，今年中学を卒業してん官見著に行っている次男，長女，次女の 5人で，仮設住

＇とでは 5人か寝ることも出来ないと毎日心配し，強疫の Iイローセにかかり，さらに 2年前からの

高血1玉で病気も苦にしていた．

応急仮，没住宅は1罹災者にとづては救，斉の•. fcてはあるか， 5人家族ては現丈OJI月題としては困難た

ぐ）たたけに，思いあまづての自殺として「n]情をよせられて＼、る．

1.復旧の状況

11) I僅災家放を公民館その他に収容し，炊き Il~＇'しを実施した．
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面呂叫しの心緑

(2) 応芯仮戊{l)［72)'rf)建設を市］）他1::しして 6月2:;I I.l: I)贔l:し， 8）) ］ 2 1l'，;： J', 8月1311人

)i’：した，

13) il'［ 1 91¥ 1'(9) 1，もご旦修 を 11 i /J，hi，， 1:し7）1 1,-9 1 1‘i l’ した，

'.4! 県のりii喝物店([{！1, fi〗]こ＇，；）と 1罪災地に給り 1- るとともに，罹災地に於ても哀具，牛活

必雷品を給りし， 7 ii :i IIに完 I＇した，

15) 罹災地て負傷したもぐ）に→＼、ては， 1仇ちに1入療を実施し， II JI 29日に完（した，

(6) 罹災児彰î｛L'ぐ学）［l品（こI木l’）ごし、るも（＇）にゴ）し、―ご it，学業に支障を及げさなし、ヒうにその給

り~を実施し， 7 II :II¥ I I I.：元（し 1こ"

災＇，じ救助 i]、iこ1`る学Ill品給り状況

iJ 教科，t:,は現物給り

2'}：)il,:h, i祖‘、ド）Il,：h 1よ，

4、 学 佼

仝 壊 3 1 5円

1'~ 壊 ]03円

学校別給サ内謀

．）人山小学校

教科柊 8人分 10冊

学用品，通学用品 21入分

-『西郷小学校

教科憤 16人分 18冊

学用品，通学用品 l 1人分

こ栄小学校

予：／il品，通学用品 5 ＼分

ロ［郷小学校

敦杜，杯 2人分

袷用品，通学Ill品 l人分

こ）＿＿^瀬小2芹校

学）廿品，通詞］閑， 3人分

＼ ＼人111中・｛校

教科，1 ，，• 3人分

学用品，通‘；を用品 l入分

＼ー、西郷iI＇学校

ー。2 

中学佼

360円

120円



第1篇 地此危1 の快兄と骰',り及びその文、1~ 泣

敦科・,I:;

予：It1,'，/,,]咀';:）II品

I・，郷'1’学佼

学用品，通学）II,'，｛，

以 l・．合，，I

敦
ヽ
~

f
 

! 9 • 9-i. 

学：／ll,'，｛，, i岨学'ill,'，h

3人分

4 ＼分

1人分

小学校 中学校 9, 1・ 

26人

＂゚人
ー

］

，

ー

ー

9

9

 

I: 

I ^ ̀  

A
 .. 

9
ー 埃 分 3!） 

半壊分 2(） 

人

人
8

9

3

6

 

31人、

59人

33 

26 

(7) 人山地区の水道破損に上り給水不能になった地域についてぱ， 目衛隊の応援を得て飲料水の

供給を実施し， 6月281]に完［した．

水逍は応急修珊を行い，人部分は数日で完（し，最もおそし、所て 7月:;IIに完I’ した，

0
 

温泉について

湯野浜温泉の揚湯停止源泉 1つのうち 2つは地震前の状況に復したか， あとの 2つはボンプ位置

をドけることにより揚湯鼠は復帰したか，温度は若干低ドの傾向にある

由良温泉は配湯管 oOOmの破損をみたか，改修ん（した，

湯田川温泉は 2~ 3度湯温日 湯贔も若F増加した．

)

)

）

'

 

2

3

 

~
~
~
~
~
~
~
~
 

9

0

1

 

(

1

1

1

1

 

(

/

!

（

'

し

＼

し尿処理場の井戸破損につき，国の補助 8/10を含めて改修施行ずみ．

こみ処理場の焼却ろの破損は，国の補助 1/2を含めて改修施工ずみ．

中央火葬場，人山，長崎， ド小中，栄火葬場ぱ概ね復Illずみ．

大山養老院は一応応急修理を行い，

学校の復Ill

(1 }］ F旬には完仝に復Illした．

危険部分の解体，使用禁止，教室移動およぴ他の施設の利用等による！ぷ芯措置をとるとともに，

7 月 1l~ 日から 8 日間文部省の現地凋査があり，良休みを利用して人部分復 lI_1 1―→.'料を行った，

~ ． 41 農林水産関係は翌春の耕竹期に間に合わせるために緊急欠くへからさるものを39年度市業と

して取上け，国庫補助，起債によって揚水機，農道，水路の破損等の工事を施行し，殆んと大部分

完成した．

残余はl(）年度ボ業として行うことにな＇'てし、 'o,9• 
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隆起後の粟島 （内海岸中央部）約 90c爪 i；；；；越



牙'12i篇 j也ヽ<il)!')り明と分析

第 2篇 地震の解明と分析

l. 日本及びその附近の地げ：活動の概況

日本及ひその附近は 111．昇ても特に地裳の頻繁に発生する地域で，世界全体に起こる地裳の約 1;1，：ll

か，この狭し、地幣に次々に起こ 9) てし、る會 •l『から“地震，雷，．．．．．" 0)謹にもあるとおり，地震は

目然災古の中で最も人きな被古を及ばすものて，明治以来90年間に被害を出した地裳は JOO[u]以1こ，

死者 62,000, 仝壊，仝焼または流失した家屋は 8-10,000万戸に達している．これは 11本列島か太平

洋をと 1)まく一人変動帯の環人平洋地帯の中にあり，遠い地質時代から現在までたえず変動を続け

てきているためて，日本人にとつては地震は寸時も忘れることのできないものである（第 6図参照）．

II本における 1年間に起こる有感地震の数は約 1,000回程度，無感地震まで人れると 5,000回（立

ある．顕著地震（震央から :iookm以上の所まで感しる地震）の数は年間約25回で，やや顕著地震

（震央から 200km以 L31)0kmのところまで感しる地震）を人れると50~601i」1位起つている．最近

l(）外間の間に発生した死者を出した大地震の数は33［叫に及ひ，大体 l.5年に 1［国は日本のとこかで

かなりの被古を出すような人地痕か起こると見なければならない． II本で噌・番頻繁に地裳を感じる

地域は， 1921~50年間の統，才ては，八）ゴ，柿岡，水戸，東鼠，徳島などて，有感地裳の数か年平均

JOO回またはそれ以Lに逹している．庄内地力は比較的少<, {F平均j) ずか 5 回にす~きなし、（第 7

図参照）．

次の第26長は1920年以後における死者を出した地震て，その数は37に逹しており，その中で特に

被布の大きか 9)たのは関東人地震をはしめとして今［叫の新潟地震までに15回もある．

--1 05 -”~ 
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第2茄 ：馴の信叫と佐析

:13 7 1又I 11 ，卜各り［いこ．「~＇！ ｝る /1 ＼と咆止の年 I'均 1911 位~直 1, 1 9hl) 

燒26},

1920年以降，夕じ名を出した地虚 (Jl191:1印表そJ)他による）

年 ）］ 且 哀 央 M 叱 召 全壊尿ピ 燒久！点久）＇紋屈

大il:ll. i, 2 6 9 1 1 1 買
母,. 袂 6. 9 { J i) 

11. 12. 8 ,~,,:, , l !! ｛ " l,.. ,I,¥ 6 3 :.:7 1 3 l 

12. 9. l 1月 東 il9 l ^ I 9 9 ! ； 7 9 :i9,:_nl 128,21111 117,128 

l i. 5. 2 3 (I I 品 北 贔： 7.0 ：討）5 1.21~ 
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卯り地kしの晶緑

--------------------------

年 月 ll 哀

＇ 

央 M i死 者 I 全壊家屋 焼失（泣失）求屋
------------------------、-- ------------------------------------------•------------------―----

附fll2. :I. 7 ／」、後 1}li 北，；じ 7.5 2,925 12,381 3,71 1 

5. ll. 25 ｛） ！ 仇 北 9991 : 7.0 272 2, 1 b,9 

G.'l. 21 9 9, 99i、r. 
――l、̂ I !t, 乱： 7.0 I6 206 

6, 11. 2 ':¥ 綺 ;111 {, 3 5 

8. :1. :; 99」,し9. ('ii 8.3 3,1J(J8 2,3柏 219 (1,917) 

8. !J. ~l 記 合 ‘I'．91,！, l'1 9 6.0 3 12 

10. 7. 11 静 岡 I I I 6.53 ， 811 

ll. 2. 21 河 内 大 和 6. 4 !） 19 

ll. 12. 27 新 1,:，人樹 1ふ 6 3 :; :15 

13. 5. 29 屈 iしf 路 湖 G.O 7 

13, 11, 5 磐 城 1111 7 ~ 7 16 

11. 5. l 男 鹿 1' 1,：， 6.7 7 585 

16. 7. 16 此野~巾束北 6.~ 6 77 

16, 9, 19 [l 向 i9 1 9 7. 1 2 18 

l 8. 9. 1 0 凡取県気砂郡 7. 4 1,005 7,527 16 

18. 10. 13 に野県野尻湖 6.1 34 

19, 12. 7 : 東 I竹 海 i i i I 8.0 998 26,130 11 (3,059) 

20. l. 1:1 'iriJ濃 L給北 iド 7.1 l,lSO j,536 

21, 12. 21 l ii ｛姐 逍 i T i I ; 8.1 1,464 11,591 2,602 (2,109) 

23, 6, 15 和歌山県中晶 7.0 2 60 

23. 6. 28 伽 井 ‘l’ 阻f 7.3 3,769 36,18! 3,851 

2l. 7. 12 瀬） i 内向内部 6.2 2 

24. 2. 26 栃木県今巾 6.7 10 861 

27. 3. 4 + 扮 1111 8.1 33 815 II (91) 

27. :l, 7 大 兜 、，J~ 1111 6.8 7 27 

~7. 7. 18 念良県，1, ，嶋 6.2 ， 20 

30. 7. 27 徳砧県 Iii,,:I; 6.0 

30. 10. 19 秋 田 県 ニ ノ JI・ 5.7 

3 l. 9. 30 '::•;城県 1'1 ィ， 6.1 l 

36. 2. 2 Jて l:（，）山 1il1,'；i; J.0 5 259 

3G, 8, (D 入 は 北 濯； 7.2 8 

:,7. 1. 3 0 :『：.））火 I）,¥．I t, 91; 6. 1 ふ l 310 

39, 6. 16 粟 似， 附~ ょ•9 -L 7.5 25 半全壊壊 7,959251 , I 40 
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第2篇 地心の解明と分析

2. 日本の地震幣

日本列島は太平洋をとりまいて走る環太平洋地霰帯の一部を占めている． 日本附近に起こる地震

の震央の分布図を見ると，地震はけつしてどこでも一様に起こつているのではなくて， 日本の島弧

に沿つて帯状にのびていることが知れる（第 8図参照）．

第 8図

マク~ニチユート 6 以）．，深度］00km 以内の地霰の震央分布 (192G 56) （気象庁による）

' .....  

．． 

ゃo ・ た—J文9 こ~7 へ文•.-.:~~--／ ー ／

「

o t‘―j•ふ.．＂ ／万9

. -:],'9/-9: 9.'．ヽ.’
"・ l'.,'!,~ 遼・：

.̂ ・ • ̀  ； •・・ ・

(1926-1936) 

(1937--1946) 

1―ロ―..，；；口•--••------•-- ---•一•一、―^--- -----• --• 

［ 炉弐？ 、界 e. 

I ら乏 ¥-` f .,，， 

・ダ＼＇＼` ー／ ：Iど /.  ・ ．． 妙． • 

．．／：パ・・ ヽ . ・. ... 
. ・・. ．．ヽ〇

し
(19,17-1956) 
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両りI加＇の，礼 I:}

閏I真史の集中の背し＼、のIt人平洋州の少し沖合に島弧に、lf1行して走る地幣で，これを外側地巽

瞥と呼んて＼，る． この地震梢てItしばしば規模の非常に人きな地震か起こり， J...ぎな災古を引き包

こナ． II本列島の内側の日本海庁沿し・地帯は比較的地震の発J「回数は少ないか，破壊的地震の数は

かなり多い．この地帯を内側地震帯と呼んでいる．外側地震帯に起こる破壊的地震には世界で起こ

る地震の中の最人級のものに属ナる人規模なものかあるか，幸い震源か人平洋の沖合てある場合が

多いのて被宮はぞれたけ軽減される．これに対して内側地震帯に発生する地裳は，規模は外側地震

の人地震ほど人きくはないか，，拇府近くか内陸に起こるため，相当に大きな災害を引き起こす．

外側地裳帯に起こった大地震としては関東地震， 嘩告沖地震，東南海地震，南海地震などがある．

内側地震帯の大地震には北月但地震・鳥取地震•福井地震なとと今回の新潟地裳かある（第 9 閃，

第1(1図参附I.

第01,1

1J’J:l)．KI且‘11まての人J也り9,.（り分布 (c,,'l-1018)

l'Iの大きさて地点の規校の大きさをふしてある．
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，` 庄内地域附近に起こつた地震

日本悔沿芹にそう内側地震帯ては有史以来30日はとの破壊的人地震が起こつていろ． これは有史

以来日本で起こつた大地震の約 1パにもあたる．既に述へたように， その地震の規模は外側地震帯

¢)大地震より小さし、か，震源か陸地内か時地の近くにあり， かつ深度も比較的浅し、ため， 大ぎな被

古を及ばす場合か多い．庄内地域お、Kびその附近て起こった地霰を表にがすと次のようになる （第

111 --



i恥り地りの，，じ趾

27表，第28表，第11同），

第27友

，,［北地力11本悔側に起こった地店

(* ： l「内地力に被‘内をりえたもの）

打 月 日 ！ ［贋 閉 Jよ 央 M 被 古

------------

大1i911 808 地 洵 I I I 

天長 7,13, 8 3 0. 2. 3 秋 Illiii北 ）i 7.1 秋111城内死内15, 偽者 100全名

女嘉汀 3.10. 1 6 850, lL 27 ！ i ̂化1 1 1 | J I I 7」），死傷名

火安 l, 3. 3 8 5 7. 4. 1 l i : I I ji: I}、1 7.0 

女1I．保 l．＇）． 18 l 6 1 l. l o. 1 8 本 ,f i 6. 9 本れ城ih破｝t1

党文l2. 6. 5 Hi72 『： 木 111 

｝亡録 7, "、 27 1 6 9~ 1. 6. ］ 9 紐 I ¥ 7.0 ク［苫 301,象［i9仔11砂： 270, iiE （し｝＜）（

'i:'永 1, L 21 l 7 (） l. 5. 2 7 ii" 軒 6 ~ 9 iiヒ1¥ ～}'{111贔1::！夕じ打58,＇裟hりJill炎135,

焼失 759

明和 3. 1. 28 176G. :l. 8 ii' 粁 6.9 弘Iiり領内倒壊家),,'6,010,.t尭失 252,

死名 1,335

＊安永 9, 6. lS 1780 鶴 岡

寛政 4.12. 28 l 7 9 3冒 2鴫 8 Iili { I ! 軒 6.9 倒壊家肘 161,死者］2（四沖軒北隅

海）；‘I

＊文化 l. G. 1801, 7, ]() 匁 しじ； 7.1 倒壊家/¥C.5,500,死名 333,沖波訂，

1岐地降起し匁内1，りとなる．

文化 7, 8. 27 1810, !l. 2o 男 鹿 1'i,！， 6.6 巾秋1111}|：倒壊家hJ 1,129,死者59

文政 6. 9. 20 ] 8 2 3, ] 0, 2 3 府Fl1i東北麓 5. 9 

斉天保 4,10, 26 1 8 3 3. ] 2. 7 粟 炒附近 7. 4 11, 1足， Iii,J披害｝く，沖波打，倒吹家

片'386, 1介り、 597, ・タ［ 古!7

＊明治27. 10. 22 1894 酒 111 附四 7.3 判印直後Ii内被害人:,倒壊家附8,858

余，焼グ、 2,118,タヒ者 726

命明治29, 8. Jl 1896 秋田県仙北郡 75 仝壊 S,979, 死者 209, 断団を1•ず

大正 3. 3. 15 J91l 伯1 北 郡 64 全壊 640,!Iヒ名91

大正 3, 3, 28 1914 秋田県、F鹿郡 5 8 沼館町で全壊数）i

昭和14. 5. 19:l9 男 鹿 半島 6 ^ 7 仝壊 604，死者29,舒微な沖波-1,

昭和39. 3. 7 1964 男鹿半島 i屑沖 69 全壊 3

＊昭和39' 6'16 1%1 粟島附圧 75 列：者25,＇仝玲I995,'I，-臥I7,521, it 

失10
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；窮 2i斎 ］也・'，'：の釘'lijjとう｝i斤

第28友

新附県及びその[fl近で起こった地心 (tii」表の分は1：全く）

ぼ：叶内地方に骰害をりえたもの）

'I JI II 内 料 ，"し 央 M 帆 古

承和 8. 2. 84 1. 3. 1 3 ！姫 JII す じ 6.7 

t'［観 5. 6. 17 863. 7. ］ 0 柏： i l i l9 |：fl近 70 越中，越後被古大

イ和 3. 7. G 887, 8. 2 頸 城 i i l t Ii.，ぅ 沖使を1rい死者も数

f:和 3. 7. 30 887. 8. 26 仏濃北晶 7 1 111'釘れ，死名名し

康禾1l l. 4. 3 1 099) （越中越後）

永(1. 1. 1:i 129:l. o. 27 1月東 I1月憶 ‘lj 7 I 角沼地）Till崩れ，死者あり

［亀 1. l2. JO 1502. 1, 28 I I, 1 ・ i l 1 1’¢fi.、,II 69 [I'i il iI'附五壊‘灰，夕［：古もし

永1[14. 6. 20 1517. 7. 18 越 後 6.1 倒壊家犀も数

疫長l9.10. 23 1611. 11. 26 頸 城 ;111 7.7 津波を｛『い死名も，高田領被害大

寛文 5・ 12・ 27 1666, 2. I 高 Ill 附近 6.1 i高1:11城人破，死者 1,501)人，火哭発

J I ` -

I I •徳 4. ： i. 1 5 1 7 1 1. 1. 28 長野県南小谷村 61 大町て家尻仝 ‘I'壊 ilOO, 死 ~56

店1呆、1, 3. l8 1719. 5. 7 束 頸 城 111崩れ，死者68

亨保l1. 7, 7 1729, 8. l 能 登北 端 6.9 能登，什渡被＇＂：大

＊宝替 l, 1, 25 1751. 5. 20 頸 城 (i ~ 6 頚城郡高田附汀被害大，高田領内死

者 1,128, 全壊 6,088,軽微な津波

をげう

'［愚12. ふ 4 1 7 6 2. 3. 2 9 →条附五 3 9 小被方

唸’i:！片12. 9. 15 17fi2. 10. :11 ff,渡北端沖 66 II}波あり， I',護て死者数名，流失26

）＇ 

亨：和 2,ll. Jj 1802. 12. 9 (1,閥小木附近 6.6 小木lllj紐）；数 153)；ほとんど仝壊，

タ［名l8，その他II,渡消I：て壊家 732,

lt占3,V憤介～紆、t}＇間は隆起し，小

本では 2mに逹した

文化 7, 1. J ! 1810, 2, 1 ' {I, 渡

文政11.11. 12 1828. 12. IS 条附~近 6.9 蒲原郡，て島郡被害人・，•全壊 9.808,

位芯ダ、 1,204, タビ名 1,443 

弘化 1. 3. 21 ]8'17, 5. 8 i 長 野 附 近 il 7. 4 高田より松本に全る地帯に被害大，

全壊 21,000,内焼失 3,400,死者 1

万人以 Iこ

弘ft 1 ~ : ；. 2 9 1817, 5, 13 頸 城 郡 6 5 全壊大破の家拓，死傷苔あり

- ------ -
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被 古し

小披';';

Jこ岡附吐帳，万人:.窯尉↑‘I’喰 fi

閏吹 1祓 2

人l]IIIJ地）］に骰，'f

六 11町地力に被内

4ヽ被•9 1 ; 

＇」ヽ被,,,

令壊 2

死者 3，令壊12

小被内

小被害

小被内'

死者 5，倒壊家屋 ]86

列Eれ25,,;吋虎 995, 1'砂i7,521, ；克

グ、10

l-＿の表のように裏日本側で起こった地康は歴史時代よりかなり数が多く， その内庄内地方に被害

を及ぼしたものは101iilほど知られている．特に嘉祥 3年，文化元年，天保 1年， 明治27と今同の昭

和:19年の地震は人きな被害を及ほした'嘉祥:いi汀浅眈褻は酒田の酉北に方屡央かあったと推定さ h,

津波を{I冗，各所で山崩れやl：地の陥没か起こり，最．L川は崩壊するなと大きな被害か生じた，文

化元年(9)地震は凡海山附近に起こり，本庄領内で被害は最も大きく， 当時出羽の松島と称されてい

た象氾（もとはオli力と古tかれていた）は88清に99島を汗へた悔であど）たか， この地震の際に1:Kつ

て t•••潟とな→てしまった．庄内地方は北半の最上川の川北が被寅か人きく，洒田ではほとんど家閑

が倒潰し，噴砂，哨水が著しか 9うた．高瀬村では地盤が家屋もろとも一面に沈ドして沼のようにな

つた所も生じたという．酒田で潰家 1,369, 死者10, 平田村で潰家 450, 死者 6, 荒瀬郷で潰家

833, 死者 9, 遊佐郷で潰家 l,4fi8, 死者50に及んだ鸞最上川の川南は被害は比較的軽く，鶴岡で

は家屋が多少いたんだだけで倒壊したものはなかった． その他宮野浦，黒森，広野では多少の倒潰

家屋か生し，飯盛山は崩れ，福原新田では噴砂か著しかったか，概して被害は少なく， 人命に損失

はなかつたようである．この文化元年の地震に比べれば安永 9年の地震の方が鶴岡に大きな被害を

サえたもののようである．

天保 4年の地震は庄内地力に大きな被害を与えた．鶴岡，人山，牧曾根，南古田，奥井新田，広

野新田等ては半数か倒壊し，狩川，大町，中川組も被害か大きかつた．加茂方面には津波かおしよ

せ潰家，破損家70, 水死］5, 流失家 8, 流出船92の被害を出した． e瀬以南の被害はさらに大きく，
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「「内地！iを中心とナる「1 本ii厨1りの地）戊に起こつだ｝~な地兄のり··央分介i
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（数字は西胴年号をふす）

由良，小波渡から鼠ケ関に室る間て潰家破損家犀 230,水死23，流失家閑 150, 流失船 273といわ

れる．

明治27年の地震 i庄内地J]に札：大な被古とりえた．酒田附近に震央かあ＇），地霰断層か新堀から

生石に向けて生した~被害の最も人きかったのは飽海，東田川，西田川の 3 郡て特に最上川下流の
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第12凋

明冶27年の間叶II地心の木氾家印骰‘91;（百分砕＇）

09公x

翼
｀ヌ x x 

ス

両芹にわたる範囲が最も智しかった．

屋は 2,777,焼失 l,489, 死者 723に逹した．

被害の最も烈しかったのは泊田で，仝潰 196,

仝焼 1,290, 外に礼寺七蔵袴11↑潰， 4:;7全

焼し !G2名の死者を出した．

仝潰家

その他飽海郡飛

島村では 138戸の内 110戸が仝潰し，南平田，

内郷，松嶺なども被害が著しかった．西田川

では鶴岡， 人山は被害は比較的軽かったが，

？りの浦，坂の辺，田森などでは倒潰破損家閤

か多数出た．東田川ては新堀，押切，広野，

八色木，令「Ilなとで多大の被古をだした．特

に押切では令戸数の半分が全半壊，焼失の被

害を出した．この地震において特に著しかつ

たのは平野内で到る所に亀裂を生じ，

より肘笥砧少，°貪7kか起こり，

その中

このため七地陥没

： 

TSURUOKA 
拭 。 10km 

●>80%，079 1位；；， X <39劣

丈緑は地此断！円(}『 i,]938) 

が各所で起こ 9)たことである．最も軒しかつ

たのは酒田の船場町て，噴砂，噴水が著しく，

水かさは 3~ 1尺の深さて街道をおし流し，

これに加えて火災か起こり，全町 1戸も残さ

ず壊滅し，溺死，焼死するものがおびただし

かった．又，鵜渡川原村，西平田村では噴出

した水かさか 3尺に及び道路は泥砂でおおわ

れて一行しく凸I且1を牛じたと¥/‘う． そのほか，地面の亀裂，道路の崩壊，噴砂，噴水の起こった箇所

は無数に見られた． このような現象は今回の新潟地震に際して新潟平野て起こ＇）た現象と令く同一

のものである （第12図）．

4. 地震の二度と規模（マグニチユード）

地震の強さは，

きる．

なる．

もぢろん，

人間か体で感しるゆれ方の強さの程度や被害の程度によって大体ぎめることがで

この人体感梵や被害の程度は地震の起こった場所（震源）からの距離によって異

ある地震をある場所で感しるとき， そのゆれ方の強さの度合か震度で， その強さを表わすた

めに決められた尺度か“震度階”てある．裳度は震源からの距離か大きくなるほと小さくなる． も

ちろん地震の規模力小さけれは裳源からの許離か同しでも震度は小さい．地盤の軟弱な所ては震度

..... 116 
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が大きくなる． 又， なにかの原因でしばしば周囲の地区より裳度か著しく人ざい場所かある． この

ような地域を異常震域という，

裳及階は国によって建物や生活様式か異なるので， 各[I1て色々なもぐ），）、灼案され使われてぎた．

欧米ては“ロソ／・フォーレル雲度階 (188ふ”“メルカ）晨没階 (1902/'",}ーヘルク震炭階 1192'.i)"

“修正メルカリ哀度階〈1'131)" がある． II本てはl(）、]！什決められた気 を使用してし、る．

この裳度階では，震度 5以l：になると被宮を生ずる 貫籾9表）．

人体に感じる地震動の強さは主にその加速度と周期に関係する， しかし， その賑動の周期が非常

に短い場合でなけれは，強さの感しは加速度にk，ぅて決まり， その関係はウェーバー・フエヒナー

心
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弩紐＇の勁揺がはげしく，すわりの他い花ひんなどぱ倒

れ，堺内の水はあふれ出る， 少し、ている人にも感じら

れ多くの人1ま，［；外にとび出す

家尻か揺れ）やi,i[J’かl9'：動し心灯が相且にir}{lて器内

の水面の動くのかわかる

大ぜいの人に格しる祝度て，9iゃ恥 j'がわずかに肋くの

がわかる

り ！ オーJ
 ,＇ 

/
 止 i抒1Iして＼ヽ る人や， とくにii，」ぷかし、人たけが感じる
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0.8以下

人（いこぱ感じないで，地迄，Iiこ晶録される
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詞り地点の，此政

(Wel氾rFechner)り）』則に従＼、加咆度代ど裳I臭嗜 1の間には a-（）．25x 100.51 (gals）の関係か戊・，ilジ）．

表中の相当加速度はこの式(9)a し9!) 仙~である． J
 

ー'
¥
 

a
 

g
 

J
 

I cm/sec'り）辿さの変化を生ずる加速度

て /jリレイの名にちなんにものてある，地震動0)/Jllil屯農にはある限界かあり得るか， Iート動の加速

1と 980cm/sec'をこふたと見られるしうな場合！＼これ皇でり）大地裳ては数例知られてし、る，たいて

し、の木造家屈1よ・[flJji』I心度の 1/2の加迎度になると破埃される，

上に辿へた裳度は，地霰ぐ 0)もの召）規校り）人小と表オ）すマク・.-•こ—f— :L ーートと，

9ヽ ．（裳度は lぐ）の地震に・・）し・て場所かぢかえは異なるか， マグニチュート iよ，

とかく混I,i]されやす

lつの地衰について

特定の｛直である』地裳の人きさ （規模）を表わすには 2つの方法かある． 1つは一定の震度距離，

たとえは）1）0km (＇）地｝，い噂度 kたはそれに準ずる！社と使う）虞、，＼、 ll ・）は地義を感した地域の

Ii、さ，すなわち h感度！メ域の平径を使う｝）仏てある~気象Iiては後者の力砂，により，地裳の規模の

階級を定め，地裳を感しに最迪地点か霰央から :wokm 以上のものを顕著地衷， :10o~200 kmのも

のをやや顕・村地店， 200--100kmり）ものを小1メ域地裟， lOllkm 以ドのものを局発地裳とよんでい

る． 前者・り）バ人は， マクぐーニチ．ユード (MI とし、う尺度によるもので， これは最初アメリカでリヒタ

(C. F. Richter) とクーテ／ヘルク (B・ Gutcn恥rg)かl93:i年に提案したものである，すなわち裳

央距離 100kmの地点で特定の地震JI

震，十）に叫録された水 ‘i')J向¢)妓人振111をミクロン！’

数値をもづて地康の規模の指数とし 1こ．

決めてし、る．

！信率 2,800jふ 周期 0.8秒，ほとんど無）月期にi咸衰した地

(lmmの 1 01））平位て成1がその常用対

現在気象庁ては次0)ような式を使用してマクニチュードを

M=log-VA'N→¥'E+ 1.73 log.1-0,8:l 
M: マクこチ←•- i、;AN:固有周期か約 5秒の地震，寸て観測されたもので 5秒より短い周期

をもつ）南北｝］向の最人搬輻をμ 0)屯位で側づた1直； AE:(l>iLI:：条件で）東西｝J向の最大振幅をμ

の単位て測つ）ーこ伯； J :裳央許離を kmo)平位て測＇）に値

第:11)人

蔽鳳の大J叫しのマクニチロート
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対i2篇 l也，＇しの府／ IIJJとり析

地裳の発生頻度とこのマク•,＝チュードとの間には比較的し且純な関係かあり， •-般に 定地域につ

し、て logN=A--hM(N•-JOA--JObYi, A, bは常数）の関係式か成り応）． 日本の地震にづいてリ

ヒターはI!J55年までの地震に＇）し、て logN~7.2-~1 と＼、う式を出して＼・る．

方，地裳研究所の{nriりは地震のマグニチュートを 定の震央訃離 (100km) ての裳疫を MK

で表j吋こと ii.ー提唱してし、る．、―れに．Kれは，その地，点での最大振幅Aは A--l1)（5 0.SMk (μ） と

なる． リヒター・クーテンヘルゲ（））マク，ニチュートとの関係は M,"'1.85+0.5 MK  となる．戦前

における II本ての各マグニチ 1 ート0)地裳の年平均頻度Fは F=6xlo2-0.5MIくてあるという．

地震の被害は勿論マクニチュートか大なるほど人きくなり，倒埃家屋数 N=10(＼ik-1} 焼失家屋

数13--10 SNa_-l(I(2MK-7），死傷者数 1l lo-2Nl.25 となることか過去の統計•から出されて＼・る（第

3(）表）．

5. 地震のエネルギー

地裳か起こると，震源から地裳波として非常に人きなエネルギーがおくり出される．地裳の規模

の大小をはつきり峡的に表わずためには，この地震のエネルギーの最を叶算すればよい．観測点が

1分にたくさんあれば，それらの地震叫録からコーネル沢—一の総量の人体の｛直を叶窟することができ

る．適＇りな仮定をすると，前に述へたマグニチュートを，こうして算出されたエネルキーの値と関

係9 ぅけることかできる．その関係式は人体 log,。I}=（ll.8~ll.1)＋（l.8~1.5)Mとしてりえられてい

る．

1906年のサンフランシスコ地震 (8.3)， 明治2l年 (1891年）の濃尾地震 (8:1)，昭和 8年の二陸沖

地震 (8.3),1960年のチリー地震 (8.5), l 964年のアラスカ地震！8.5)なとは最人級の地震である．

logrnE ~ I 1.-l I l.5 Mの式を用し，、れば M=8 の地展のエネルキーは 1023.4t ！レグとなる！ Iエルグ

はある物体に lダインの力<lgの物体に Icm/seさの加速度を生ずる）J>か作用してそ9清）物体か

1 cm 動いたときの仕事量にあたる）．従つて最人級の地裳のエネルキーは 10" エレク` 程）虻である．

広島型の原子爆弾の出すエネルギーは 8X10'° エルグと報告されているから，最人級の地震はその

原子爆弾 12,000個に相当するエネルキーを地哀波として震源から送り出すわけてある．なお一般の

地表での核爆発実験では， M=o.5 の地震と同し程度の大きさの地震動の振幅か観測されている．

6. 祈潟地虚の特徴

昭和39年 6月16日13時 1分39.9秒（土 0.17秒），粟島沖 N 38'21'E 139゚11'の地点，約 40kmの

深さの位置てマグニチュード 7.5 （土0.2) の地震か起こった（気象庁発表による）．この地霞は本土

海岸よ＇）かなり距たった地点に起こったにもかかわらす，新潟平野及凸庄内平野のいわふる地盤の

—~ 119 -• 



釣呂地心の，，虞

悪い地域に甚大な被芥を及ぼした．特に信濃川河口に位置する新潟市でぱ，軟弱地盤地域において

地面の陥没，地剖れ，噴砂，噴水か著しく，それに加えて津波の浸入と，石油タンクの災上が起こ

り，被i位）大きさを強く人々に印象つけた．今詞の地震か新潟地震と命名された端緒はそこにある．

この地裳の特徴の最も市要な．＇・＇、＇、もそこにあり，地霰による災害か，沖積地上に建設され近代都市を

どのような面でおひやかすかを明瞭に教がしに．人地康の災害を支配する屯要な要囚として軟弱地

盤の間題かあり，これまでもしばしば指摘されて来た所である． 日本ては，主な産業都市のほとん

とすべてか立地条/'Iの有利さから海岸沿いの沖積平野上のしかも大河川河11附近に集中しており，

特に最近は卜地不足から埋立地 l．に工業都市を建設する，，1•11月か進められようとする傾向か強いため，

軟弱地盤の間題はことさらに重要視されなけれはならなくなってきている． ft成時代の新しい沖積

地や最近の埋立地か人地震の音威の前でどれほど弱かったか，その軟弱地盤の上に建てた麻層建築

や近代的設備かどのような被宮を蒙ったかを今回の地震は如実に示してくれたといえる．

(1) 震度とマグニチュート

第13図

心 及 分 IIi 

伝

5

A

3

9

1

1

g
 

で戒

戒

浜

椛

吃

t

■国
□ロロロ

9' 

歪——↑}
/ー／へ、口げ，

（気匁／i地仇諜による）

- 120 --



:)'}~ 2 i,':l ］’i払＇”~り）,,『 1月と，分析

気象庁の発表によると各地の震度は同の通りで，鶴岡で最も強く震度 6, 新潟，相JI[, 酒田，仙

台は震度 5, 輪島，高田，長野，前橋，柿岡，白河，小名浜，福島，石巻，盛岡，秋田，山形で震

度 1, 東京，横浜，熊谷，秩父，甲府，松本，富山，御前崎，官占，大船渡，宇都宮，追分（軽井

沢）て康度 3，肯森，水）4, 銚(-, ：島，船津，餃田，金沢，松代て康1文2,森， 1奴1館，’室蘭，帯

第3]人
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紅i?lJ也，>しの，，心ケ、

恥 八J1，宮崎，静岡， 高山，津，悩井，彦根， 1/il萬l Iであった． 有感範囲は裳央かち約

(i(）0 km り）範囲1:及ひ，化は北海道中祁，南は五畿西部からlILll月94東部にまで逹した．

マクー／ユー，、にバし、ては，気象／『は最初 7.7と発表したか， その後H)検討して 7.5:f-（）．2と訂正

し、ーし、る．地裳研究所0)古I廿：t月後地震 (7.m より 4ヽ さく， 福j卜地裳 (7.:ll より人きく，腿取地裳

(7, IJどi王とんど1↓］しカヽ， 人き＼、どし、ーも e- ＜ iり':/）、り）凡であろうと泊して＼• 9 へ3, アメリカの /Jリフォ

ル— I'l且人学の地震観測所と～1,9 /し）’人；~¢)ラモ／卜地質研究所ではそれそ j lM -7 | ~7}, 7} 

と発表してし、る~

地衷，9、Iによる新潟地裳の心録は各地で得られた~祈呂と酒田の測候所の品録は振帳が大ぎかった

ため不応全てあるか， tII川， 贔Ill的で；：tllとんと応令な叫録）＇j・得ら｝した (;/;1:1［ス］，；'{';:H}<),

(2) 地震に 伴つて起こった変動

地震（＇）発生と同時に笈島にお＼、て著し＼噌条起運動かか起こ 9)たことが知られ， 直ちに地震研究所

第~l 1 l <1 

＇足 ，I，りの付斧』」：9：Imi¥9[cm) 

門
介

・
~

｀ ＼ 

l、I)

Ile、

I へ km
, 9 9 

¥il1村，．笠＇泉， f二ill, l'l6i) 

り）観測班か凋査に向い，稟島仝体か約 Im隆起し，

内方に傾動したことを報告した．同時に他の貰査班

は緊島対痒の岩船～加茂間を調査して最大 30cm-

1(l cm程疫の沈降を確誌した．

峠を通る水準路線り）測贔により，

傾動しにことと 1月らかにしに．

'l q 

1

,
こ

左

気

？

．
 

9
.
 

L
 

震に際してかなり許しし・変動か起こ')にことが認め

られたが，た．k／こ［水路部にお＼‘-〈海祥測贔が地震

直訓に行われていたため，直ちに裳央地域一帯の再

測か行われ，地震前後における海屁の変動か明らか

にされた．他）］国卜地理院てもまた新潟平野の地盤

沈卜の調査のため水畢測址を繰り返えして行ってお

り，地震後新潟， 山形県下の海岸そいの路線の測駄

： r
i
 

1
しv

'
,
J
 

か行われ，地震の際の変動は勿論，地裳直前の士地

の変動態も明らかにされた．

（イ） 要島は新呂廿iぐ）北北東 GOkmの11本 海1，に

i f /）‘ふ，廿II和'i

::km, N:llJ"I:、

¥l.o km' 

又，村L地）jの葡萄

この地域か西方に

このように今回の地

c}）小／占叉， J又ど

(')）J Iりに灰軸をも'),

虚源は本島の南酉 10km

7 km, l |Ihi 

今日の地裳り）

の位償にある．島は主に

紀層の泥店（新潟地方の •L谷層に相当ずる）

これを貫く粗粒玄式料の料床から成つてし、る．

と，

その

-- 1 ごご—---



地買構造の概略は島の延長）j向 (N:lo"E) に走向をもち，北西に

10-20゚ 傾く吊斜構造てあるか， 1，，｝部的に北東）JI99]の軸をもグ）た附

1111と断層か発逹する，島の中東部に凡盤の花州店か露出してし、る，

‘-0)）よ盤祁を中心にして第 紀層はゆるし、平 1、--1、l人の構造をもづ

て分布しにーし、る，悶，；：）の変動を il撃した島）0）語に上れば，人部分

(I)変八＇［は地点 l’り後に起こ 9)•こし、る，地裳後数分以内に向伽は，9[ す数

locm L昇し，次の数分後に急速に低ドして行った，そして現在の

水位よりも更に低く，地雲前より 2m以士，も低ドした，その後数時

間の間に洵面は数1い1小さく Lドしながら現在の水位に洛ち 9 ）し、 9,、こと

9，ヽう，地震研究所の謁査によれば哭島の変動は要約すると次0)通り

てある．炭島およひその附近は地震伯後に 1)，8~1,3mの隆起をホし

た（第 lll~I!-

人きく見ると，＇）の剛体のように傾動し，その K向は N251ら傾

料は NW53” であるか，細かく見ると，隆起量の大きい所ほと傾斜

か人き＼傾向かある，また南部と北部でば一般走向およ J傾斜か多

少異なり，南部の）iか走向は南北h向に近く，傾斜かやや芯てある．

し1¥▲: i嘉 ＇也ヽこ0)I，y（叫1と'9)、l斤・

第l5Jil

這1,＇，の隆起と 11、19l[］ 1〖h ,'，‘;］を

小ナ慨乞図

屯iこ,:':;<：／りに低＼ヽ傾動を

9j、す

{ 9 !, f t,'，がn;！ 9，セ’llil, 1%!) 

東海府には明瞭な降起の不連続かあり，それ以南の隆起か著しし、，この東海痒に於ける不連続［さ間

から内陸側に沈Fの洛差 70cmの断層（内浦断層）か見出された，こり）断居のー，般走向は N:lO"E

で，島の長軸に平行し，内悴で消失ずる 1第13図），

こり），Kうな緊島の変動はその地貨構山と非常によく対応して＼、る、寸なわぢ，製島は↑体として

北西，、 1'弱傾動したかその傾斜｝j向は第＿紀）習の車斜構造と非常にヒく対応：して＼、る． さらに細

かく見ると隆起斌か最人の地には［け盤の花i-iサ店の出ナる溝造的に一番裔ぃ位腎に相粁し，隆起運動

(＇）的隆起線は第二—紀層の走向にほとんと一致し，東海尉中部を狽点とするゆるい平トーム様の変形

か起こったことを示してし‘る．これは第叶．紀）習の花i蘭岩見盤を中心としたゆる＼，、半ドーム状構造と

も対応している，

翌島には 2段の顕著な海岸段丘か発達しており，その内の高位段丘！牧平ilrilは最終間氷期！F 

よ占時代 B.P.1X 1炉年‘!）に生成されたものと推定されるものであるか，この血は北西に約 2~4°

傾斜して＼、る， ［た粟島附近(l)海域には梨島のJ．ぃ軸（')）」向 (N:lO'E) と同様(1）上向をもち北西に傾

＼＇／こ '1'•担由i (；皮阿1[1し）か］20mはと(')深さに分布し(¥、ることも洵底謁令により知らオして L,,，:,.こ

C)波（，＇曲はおそらく最終氷期（約 20]J11-1,jil）の海面低卜の時拇1に形成されにも(')と杓えいれる．従

9 )て栗島およ砂その附近では最近の地質時代に北西にしたいに傾動するような運動か起こったこと

か知孔る．今回の地震に際して起こった粟島の変動はこの地域に認められるこのような地殻変動の

般的頷向によく一致してお｝），その傾向を強める力向0）ものであっ／ことしえる．
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糾＇仕け也止の，，且緑

（口） 海底の変動

地哀但甘i]の 6月6~15日にわたって，たまたま海上保安庁水路部の測量船「拓洋）か佐渡，契島

附近の調Ii査を行→ていた．地裳による霰央附近の洵底変動と明らかにずるため 6月26[l ~ 7月 7日

にわたり 拓洋 に上る，謁査か行われ，ノ）いて 8月1811-9月16191にわたり別の測凧船海洋！に

第llil<I

粟，1占 'ii'「圧 の向底地形

S1, S2, S3,1文ひ N 1ま＇測晶緑から発見された断！；汗（又は撓 1111)

l 

4,. 

SEK 

30' 

c
 

， 。

l_c r~ +-~ J 
（茂木，川付，岩翡：I,金Ill,1%1) 
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;•!] 2,i富 ！也9,’~0)'’I•(l i）1と分析

よる調杏が行われた．その緒果島周辺海域では広範r1月にわたつて＇菱動のあづたことか明らかにされ

た．
． 

東北地）j沿尉の日本海の海底地形はかなり複雑で，佐渡北汀の海域ては水深 700-1.000m の海

底に 600~700 m の比高をもつ多数の堆か沖んている．人佐渡の北北東の海域に月山伯，白瀬，瓢

策附，鎌／i(f,最I：堆などか連なり，これらの堆の内側本十寄りの杯域に島洵印，望島「If，馬 I背が

ある．これらの堆はいナれ丸北北東の方向に伸びており，その表面の地質は第―•紀の頁店，シルト

岩や閃緑店，安111店，玄武ゲ：，凝灰的なとよりなど）て＼る．堆は一般に東側に急斜面を有し，非対

称的な断面を示し，東側を断層によって切られた傾動地塊か地旱のような構造をもつものと推定さ

れてし、る．頂部は約］20mの深さをもつ波（9[＇面で，十てに述へた上うに最終永期の海底下の時期に

形成されたも 0)と灼えら.il,この面はし、ず、iしも北西に向づて似i¥、―ごし、る．製島は1!1,i,,km,長さ 2c,km 

の北北東にl[l]9)て伸いる浅堆 l.. ：にあり，この堆の北端に温海附（深さ 27rni かある．笈島おt[j 

梨島J仕と本じの海洋との間には深さ 80-90m の平担な深所か北北東の方向に続いている．粟島附

近の海底の．3個所に断層らしいものか見いだされ，それそれ N9,N2, S9, S2, Ssと命名された．

いすれも北北東の方向をもち，海底の平和面上に数mの喰い違いを9）、している．喰い違いは＼、ずれ

も東側か西側に対して相対的に落ちており，ほとんと平らな海底上に 2~3゚ の東に面した傾斜を作

つて＼、る．海洋研究所で行9)たスバーカー調査の結果，それそれの位阪の地下に断層または快曲構

造か存在することか確かめられた．地震研究所による潜水船．［みうり号ての重｝］測定てもふ附

近でボ｝）異常値が局地的異常を示し，断層構遮のためと解釈された．このように，測深によって忍

められた海底上のくいちかいは，いずれも地質時代から存在していた断屈や撓曲構造の Î］こあるこ

と力、明らかにされた．

翌島の南西には馬／背の浅砲（深さ約 IOOm) があり南南西に向つて約：30km練いているが，

この東間には深さ約 310mの盆状の海底かひろかつて＼る．この向底向は新潟平野0)沖積層の）い底

面に続くものて，後永期の海面 I．昇のため現在の深度に水没したものと解釈されている（第16図）．

水路部に［る調森の鈷果地霰によって喫島附近の海底に粁しし、究動のあったことか明らかされた．

変島の東 1ぷkm,喫島海峡のほぼ中央部の深さ 80mの海底を北北東の）j向による軸を中心にして

広い降起域かあり，その南端は阿賀野川河日の北方10マイルの地点，北端は）JII茂の沖合iC:まて及ん

でいる．最人隆起最は 5mに達する．隆起域の東方の鼠ケ関より店船に全る海芹沿いの海底は逆に

沈降域になつていな寒川の沖の水深約 10mの地点に最人 4mの沈降部かあり，沈降の傾向は胎

内川河11附近主で続いている． また馬 I背の東J]130m以深の盆状の海底て）百）部的な沈降域 (2m)

が見し、だされている，

契島は沈降起域の西部にあり，前記のように約 lmの降起が起こったか，その北方の海底でも最

人 3mの北北東にのひる隆起域かあることか測定されており，変島東沖の隆起軸に平行するもう 1

どうの降起軸か喫島より北北東に続く方向にあるとも苫えられる，寒川沖の一 1mの沈降部のナ＜酉
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第171刈 i、臼：地ししにおけなfu,l＼池殻r/J'勁計（水深究化：,:1分布Iil
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’i,i :9 1,！＇1り，，’ダ）I卜(iリ］ ':',r!Ji 

側は直亡）に＋ 1 mの降起域になへてし、るが，この境に断層があるかとうかは確かめられ．Cし・な＼ヽ ．馬

ノ背東方―ク）沈降域の酉緑には断層かあると予想されて＼ゾJ.

今日の地震に伴つて海底に新しし、地震断屑か化したてあろうことか予想され，潜水船による凋査

のi：目的の 1,）はその -あノった． ；ヤ＼ヽ，水路［第にこり地霰前後に測深か繰り返えされたため，

s,断層にお＼、て実際に度やか起こ 9 9 fこことか確ぶされた會 この断Iャiit地ぷ前に：t'I叶IIt[1海底てあ

弟18 |刈

i,j「i;］地兄に flう地盤沈崎 (cm）四伯て叫つた［直ば除心l,，且緑ぎたは何，＇！の II視iiII ILによるf，',
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山内地＇］の，且録

づたものが，地震後に明瞭な喰い違いを生じたものである． ただしその喰い違いも 2~3'というゆ

るし、斜曲か泥質堆積物よりなる海底l．にてきたのであって，陸I^ ．に現われる地震断層とは非常に様

（・のちがうものである．海底地形の 1：て推定されるその他の断層に 9)いは地震に伴う変｛立は確認さ

えしたかった．

l：記の水路祁の闊杏のほかに，舞鶴海i芋気象台の観測船 清風丸 と山形県水産試験場の漁業指

導船月峯丸 も凋査を行い， 同しく評しい海底の変動を報古して＼、る（第17図）．

（ハ） 本土側に起こった変動

緊島及0噌廿近海底の降起とは反対に変島対岸の本七とその附近の海底は沈降した・本七の海粁に

糾~り 1也，）［による
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S
dハ 池心のIr:『明と分析

おいて明らかに沈降が認めちれたのは山形県巾良附近より新昂県村 1~.ih の柏尾に千る間で，地霞研

究所の茂木はこの地）］の漁師からの情報によって各地における沈降贔を推定した． l:t降の最も薯し

かったのは震央に最も近い勝木より寒川に至る間の海料：で最大 30-40cmに達すると推定され， そ

れより北及び南に離れるにつれて沈降羅はへつている． これらの鼠ケ間ての験潮記録や由良と加茂

における潮位日測結果による沈降値とも矛盾しない（第18 図）~

第20図

柏II訂～集内間における 1笠水'1t,'浚勁鼠
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籠り地＇aしの晶録

詞し村 1：北力地域の水準路線（村．卜より葡萄峠をへて勝木に至る間）について，地震研究所は 6

月下旬より 7月上旬にわたって水準測最を行い， この地域が地震に際して N70-80'Wの方向に約

3"7傾動したことを明らかにした． また，国土地理院は昭和30年の全国にわたる水準測鼠の実施後，

柏崎～鼠ケ関間の路線について昭和33-34, 昭和36年に測量をも行っており， さらに地震直前に加

第21図

鼠ケ悦1験潮場，り11日付，加治Ill甘及び府守村における地震削後の地殻窄勁
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4 判尻．のf.］『明とり

治川村～分水町の測鼠を行うたが，地震後1耳ひ柏崎～象潟間を測蟻し，地震前及J地虞によって起

こ＇）た変動を明らかにした． e-れによれは，地震の際新潟平野は新内巾の中心；tii き 20~1omm

程度の沈降かあり，祈呂市ては lm, あるし、は lm'lOcmという｝，，｝部的に非常に大きな沈降を示し

た地点もあるか，大体にお＼べ数 cm-!Ocm 程度の沈降か起こった． この沈降は沖積平野卜て起

こ9)た変動て，表！吾的な現象である．新潟l2野北部の加治川村より北方山地を経て鼠ケ関に至る間

てit，地霧前主て降起の傾向か見られたのか，地震に際して逆に杵しく沈降したことか確認された，
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祈り地心の晶録

鼠ケ間以北ては昭和30年以後の再測がないので，地震に際しての七地変動が明らかでないが，特に

温海町と鶴岡市ては昭和30年まて降起を続けていたのか，地震後の測最では逆に沈降していること

が示されている（第1')図，第20図）．

なお，地震直前における地殻変動の状態が新潟市より鼠ケ関に至る間の水準路線の再測によりが

なりよく知られており，非常に興味深い． それによると地震直前に地殻が一時に隆起し， ついで沈

降へと変わっており，地震によって急激に沈降している． このように地震直前に地殻変動の様相が

かなり急な変化を示していることか確かめられたのは，地震予知の間題を今回考えて行く上に重要

な資料を ji• えるものと考えられる （第21図）．

(3) 津 波

H本やチ 1)-, ベルーなどの環太平洋地帯に位置する国では，大地震に伴つて起こる津波にしば

しば襲われる． ことに日本の太平洋岸や日本海岸北半部はその危険が多い．

以上の津波か各地におしよせており， ご―陸地方のような屈曲した海痒では，

日本では有史以来80同

その波高か非常に高く

なって大きな被害を繰り返えして出している．津波 (Tsunami)という言葉は国際的な学術用語とし

て使用されている．

津波は人地裳によって海底または海岸で急激な，かつ大規模な地形変動が発生して起るものと解

釈される 4 地震によって海底に大規模な地ヒりが発生して津波をひき起こす場合も考えられ， また

1883年のクラカタウ火山の爆発のような大規模な海底噴火によってもひき起こされる．

M=7以Kの規模の地震か海域で起これば津波か発生する．

だし、たい

今回の新潟地震に伴つて起こった津波は男鹿半島南部より直江津附近に到る海岸及び佐渡，契島

に来襲し， これらの地域で 1~2mないし 1mの波高が観測された．地震が起きてから津波の最初

，
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第23図

直礼津間の 津 波 の 高 さ の 分 布
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第2益 地hいの1附叫と分析

の波が到粋するまでの時間は，直江津58分，松ケ崎17分，船川！2分（験潮，は録による），およひ両津

26分，加茂15分， 十崎l8分（潮位目視観測による）であった．これらの到達時間から，地震研究所

の相田等は，津波の発生諒（浪源域）は新潟県北部より山形県に至る泊ji『にほぽ平行な沖合の細長

第211叉I

糾り Iii湛に於ける iI’~ 設 (6 月 [6 1 1) 

第25図

{1月疫観測 (11111iil 於酒HI港I1、I3,000 I、'／岩朕 (6 J)llill) 
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伽り地点の晶誅

い領域で，陸棚しにあり，長軸の長さ約 90km, 短軸 20kmの地域と推定した．裳央の位府は浪源

域り）中央から南脊りの地心にあり，その後発生した余震の震央の分布範囲も人体浪掠域と一致して

いる（第22図）．

津波の最初の波は各地でいずれも“押し”て始まつており，浪源域で最初に地盤のL昇運動があ

＇）たことをがして＼、んこのことは水路部による海底変動の凋査結果とよく対応し，浪源域の範圃

か降起地域と人休 蚊し~(\ヽる．湘底 0)隆起地域の東側に沈降した場所のあ';たことか悔底凋杏で

知られてし、るか， この沈降の影特It 祁波の力にはあら i) れてし、なし‘•

津波の高さは浪源に最も近い塩谷～府居間で約 1mて，その南北では急に減つている．府屋より

店船に示る間ては第 1波か最も高かったか，それ，tり南北の地域では第 1波は小さく，第 3波ある

9、はそれ以後り）波か最も高か 9)た．竹渡の1,1,］津涛では，第 3波か湾 1」附近にくらへて湾の奥で約 3

位の波恥となり，約：lmの津波かおしよせて 300戸ほとの浸水家屋を生した．府屋と店船の附近で

は砂浜への馳け Lりによって波高 6mに達し．，店船港で浸水家屋をたした．その他男鹿半島南部と

新潟市て浸水のため被宮を出したか，概して津波の被害は小さかったといえる（第2:1図）．

津波の周期は近地津波としてはかなり長いのか特徴的で船川55分， じ崎20-,10分，酒田15-,!0分，

松ケ崎38分，直江津28分，加茂20-50分， 与泊2l分とし、う仙か得られて＼＇る． 20分位の周期と40~

50分位の周期のものか屯畳しているようで，これは砂棚の曲水振動か現われてし、るものと解釈され

た．

泊田港においては，港内 3,000t i閑賠における調査によれは， l3時28分頃津波の第 1波か押し .t

せ最大波恥は11時31)分に lm70をがし，その後15時， 15時10分， L（）時23分， l7時］5分頃に人・々押し

の現象か現われて＼，るか，順次波商は低卜しCいる．’）1きの現象は11時35分， ]5時］0分， J6時， 16

時25分， 16時3:;分に現われており， J6時25分の―•lmlO か最高て順次半静にもとつて＼‘る． I7時以

後は殆んと津波の影御ぱ現われてし、なし、．ふこの津波による被古は殆んど品められて＼、ない．な

お，津波の余波は］¥lll:J時頃まで続いたようである（第21図，第25図）．

(4) 余震

大地震はけ，．．）して単独に起こるものではなく，必らず前裳や余震を伴なう．前震を精密な地震叶

で観測するという機会はあ主りないか，余衷の観測は人地裟の起こるたびに人規模に行われている．

前裳・余裳り）話動状況を明らかにすることは人地寮の発生機構を探る 1にき j9めてtE要てある，襄

II本地域て起こる地哀では， 1,1il'炭を伴う傾向かあることかこれまで 0)し、＜，）かの例で忍められてい

ふ今日の地衷でも，’梨晶対州の震源に最も近し、桑川，愧川，脇川の地区て，地寂の約 1時間前か

ら地嗚か聞かれ， 11蒻覧の起こったことか推定された．余骸観測は地震研究所，東北人学，北海道大

学なとかそれそれ観測班を1h.、氏に現地に芯行させて観測を行った．

余震は本裳の震央を中心にしてかなり広い範囲にわたつて起こつており，既に述へたか，海底の
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（） ：地森叶修団のため観測中」I

＋ ：地震，ii破損のため，＇史際にはもつと多いと思われる

降起域に大体令女している，福井地震や烏取地震にくらべると，有感地震の数は遥かに少なく， マ

グニチュート 5 以上の余震はほとんど本震の直後に集中して起こっている~余震は本震の直後に最

その後は急に減少するもので，今回の地震でも，地震後 6日目以後は有感地震か急に減っも多く，

ている地震研究所の観測によれば，各余震の震源の深さは大部分か 10kmより深く， 25km前後

のものか最も多く，本震の深さの 10kmに及ふものは少い余震域は長さ約 70km, 幅約 30km,

面積約 2,000km'となると報告されている （第26図，第37表）．

(5) 

崩れ，

地 変

今l9Dの地震に際して，前述のような広範囲にわたる上地の変動があったが， そのほかに各地で遣

山崩れ，亀裂，地盤の陥没や盛り上り，噴砂，噴水などの現象か見られた． このため， とく

に沖楕平野上の地盤か軟弱な地域では非常に大きな被害を生した．地震に伴つて発生したこれらの

土地の変化は，大きく 2種類に分けることができる． その 1つは第三紀層や花岡岩などよりなる某

盤の露出した地域における地変で，他の 1つは第四紀層とくに沖積層よりなる平野部における地変

である．

(1) 基盤地域の地変と被害
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第'i富 ー［且，sしの1w,リ］と分析

震央に近い粟島が降起傾動したことは既に述べた．このため内浦と釜谷の港は水深か浅くなって

港の機能を失ってしまった．隆起によって砂浜や波位台か陸化し，新しく倖地となった七地の広さ

は 280,000 m'に及ふと叶算されてし、る．海岸沿いの地域や島内の山地ては各所で化崩れ洛石か起

こり，島の南西端の八幡崎ては特に崩壊か料’しかった．これらの！稔iv,f）しは＼rれも， I弧化の進んた

祖粒¥':り）崖か崩洛したものてある．束油｝｝冒）内iIli部洛の南））に1‘k約．iilllm,最人堆直変位 70cm

の断層状の喰し、ちかし、か生し（内irli断厨），その東側の海i『寄り C'）晶分には咬砂か起こ 9)た．内浦祁

洛の中南祁では家／袷0)被寓0)井戸底のi,l］積か起こ＇うたか，その被古範 l用は末凝固の湘浜砂層の厚く

堆積している地域にあたつており，陸側の段丘裏Lの部分には被古かなかうた．内浦断層は段斤堪

より海側にあり，海浜砂層を切るものであるか，喫島の隆起運動の不連続な部分にらようと位跨し

ており，車なる地占lljしと sヽうより， hL盤府{,-と泣動させた断層てある19J能性か人さし、と解さ jして＼、

る鼻

契島対岸の村l：より鶴岡に至る間の山地は，南半に主として花属店，北半に第：紀層か分布ずる．

この地域ー•-•帯か傾動沈降したことについては既に辿へた．地震に．： その海崖沿＼、グ）地域と lll

地内で崖崩れ，洛石か数多く発生した．中ても裳央に最も近い吊川～脇川間の海岸でぱ，崖崩れや

亀裂か集中して発生した．この地l幻ま，花面｝］よりなる山地か海にせまつて，海門に上り“筐川流

れ”り）奇勝を望しごいる所で，花i対宕塊かぎわめて不安定な状態て向に臨んて、匂業をなして分布し

ており，花州岩の岩1•本そのものか破砕作叶］を受けて節理，断語の発達か署しく，さらに加えて風化

(1-)｝]かかなり深部主て進んているため，平常時ても崩洛かよく起こる所てある．羽越本線はこの急

崖のドとぬづ（おり怜：川附近ては崖崩れによる路底の埋没によって不通になり， 戻たトンネルの数

カ所に亀裂を生じた．崩洛は：｝ことして尾根の頂部に起こリ，済卜したl_flが急傾斜の斜面を流れF

り，崖錐堆積物の卜をこえて下の卓地にまで遣した箇所か数力所あった． 1：：たし，この羽越海痒線

は昭和35年より崩洛による災害防止のための1れか行われて＼、たため，十砂」］めや洛{1覆じツトを

こえて線路休に人きな被古を与えた例は少なかった．桑川附近よ｝）村 l＿に令る間の山地の側面には

顕著な段丘の発達か見られ，その閥さは数 10cmに逹している．その卜部はt.：として花母岩悶の礫

層であるが，上部には海浜砂層かのつている．この段丘0）し端の縁辺部でしばしば崩落が起こり，

段l王鸞I:を崩壊l:：石か流ドして＼ヽるのか見られた，村1ー，巾西｝j0)滝のi¥i]や宕ケ綺附近に数力所にわ

た9)て発生した崖崩れはその例である，

勝木以北の海粋＇は第：［紀の泥尉，安 1l1店，凝灰店，粗粒玄式店なとか露出する. I]券木， Iドfl牡附近

には，厚い海浜砂層よりなる段丘か／ふ部的に残存している所もあるか，それより北ては山地か急崖

をなして海にせまり，その前面に狭い海忙台や砂浜よりなる低地か続く .,j,J越線と国道かこの低地

上を走つているか，勝木～府垣間と鼠ケ関北｝jでf藝崩，地割れ， トンネルの亀裂などか起こり，被

害を生した~勝木北J]の八幡山トンネル北 1位）“のり面”ては，第—扉心）疑灰質ンルト岩層か風化

によってかなり粘十化したものか，地震の裳動によづて崩れ，その後 9110'）余裳によづて仕）豆崩れ
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詞り地心の，は謀

落い）1越線の路床を埋め， 6月28「11で不通となった．寒JII~1勝木間に分布する段丘でぱ，先端部

に地割か'tし，崩落寸前となノ）たため，応急処骰とぽとこして被古をく＼、とめた． 鼠ケ関北方の寺

坂卜／ネルと凪ケ関 Iヽ／ネルも亀裂を牛し羽越線不通の一因とな＇うたか， そ0)周囲は節理の顕著に

発達する泥岩よりなり，風化が進んでくずぐずの状態になっていた． この 2つのトンネルはプロツ

ク積の卜/ーネルてあるか，寺坂トンネルは建設の際補強コンクリート施工をしており，，ド常時でも

偏）•L を受けていたものてあ＇）たことか知れる，羽越線のトン杓レ及心洛石覆い総数61箇所のうち 15

第27図
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心~ 2 i[；i ！也，，しの判』国と分析

椅所か多少の被＇ヱじを受けた．山地内及び海料沿＼、の道路も殷崩れ洛｛ i,地'，¥:,uしに tl）かなりの被':1;

と受けに加茂上り付．］に通ずる海岸そ＼、Cl直路ては，凝1火角條宕0)k：塊の崩洛（｝）．3.か，昭硬な安111

店，祖粋玄武店，凝灰角訊店なとも，急罰い）小安定な店塊か崩れ落ぢた場合か多く見られ，各地

でしはらくの間交通遮断を起こした．横の代では堪崩れのために家屋の移転を余儀なくさせられた

ものか数軒出た．直封摯沿し、 (9)低地1,．では1吋祁的に道路の旭裂，陥没か生し，特に府届ては国道を中

心とした細Jい・地情か陥没し，家／廿に被；じを出し， 郎に没水地域を化した．この被’より、中箇所は

訓 Iiりにあたつてし・る．村1.～勝木間の山地では，葡詢，＇： vill,人伯，人崎山())l 9)のトンネル内

に亀裂を生した．とくに葡鱈朝日トンネルては亀裂にそつて lllcm前後の移動か生した．その他

山地内の各所て燦崩れ，洛石か知l．した．特に1111,:1川ては地←り，洛和，家屋破損か北北東 南

南酉に延び賛線L約 1kmにわた'')て起こ '9)たか，この線は地質構造．Lの人きな断屑線にほぼ一致

していて1.L目される． I[9]しように亀裂や家屋破損か直線1,．に連なった例は凪ケ関においても見られ

た．凪ケ関 9'）場合は地質構造Lの断層は認められないか，周囲に分布する粗粒玄式店の中に発達す

る節理の 1 祖の力位かその直線に•••致していた．山地部の崖崩れ，洛和は，震央よりかなり距った

地｝Jにも発生し，山形県向峯，小国，あるいは磐梯山吟にまで見られた．磐越西線の落石のため向

綺～津川間か22日'[て不通となった．これら山地における被害は本康によづて生した崩落たけに[K

[らず，亀裂や浮仁と化したため， どの後0)余康によってHi洛か続き， 主たさらに 7月に人つて起

こ-)た人iliの際にかなり人規模な崖崩れや卜{Jの流ドをひき起こした（第27111),

12) 平野部の地変と被害

凡盤の分布する地域における地変と被宜はiとして裳央から最も近仕離にある ']1川～府）尋附近に

集ドしてし、るか，こ 0)地域ても凡盤の店和 1にの，．）ごし、る構造物はほとんと人きな被寅を歳らなか

9'）た 今回の地震に際して発生した地変の人部分は平野部に起こり，被古も平野部の）jか逝かに箸

し力、イ）に．

新潟平野と庄内平野は1E9し、洪積，沖積！曽．k,）なる平野て，油潟平野では第嘩已Kより堆積を開始

した魚沼層の最人層I’]は 2,3(）0m に及んでいな庄内平野に＇ういても屯｝ J測定の糾果によると，洒

田市附近を中心とする地区か固囲より 10ミリガルの重力異常伯か低くなっており，その結呆からこ

の地1.<．での第．三紀層Cl崖盤までの深さは 1,200-1,:ioom に及ふと』・算されて＼、る新潟平野の沖

禎層のIりさは 80~l60m 程度て，庄内 ‘I'•野に 9) いても同程度であろうと拷えられらこのように

ざj）さ｝、＼I＇}¥、， 11'けい）i'，し木i疑1,11堆積物上りなる平野部に地霰災＇［か止中しに (’lit‘’i然0)ことてあ

る（、第28[叉i).

平野部て起こった地変とし、は，地',1illれ｛龍災），小1ぃ1沈卜及ひそれに｛I'.なう膨れ 1,'・！），水平移動，

噴砂，噴水なとで，新潟巾内の埋立地帯ではこのため鉄筋コンクリートの高層ヒルか軒並みに被害

を受けた言家屋被古の最も人きかつた地域は，新潟rIi，鶴岡市，酒田市，村t：市，水原町，豊栄町，

神林村，山北村などであるか，詞し地域でも地盤の良し、所と悪＼、所とては被古の程度か極端にちか

→ヽ"- 1 39 -
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窮 2益 ！也，力の解IIJJと分析

いほとんどの被害が埋叩也， In河遣， 1「l沼沢地などに集中して＼、る．新潟rI1の巾街地につ＼、てし、え

は， 1;’泣，濃川向片とり）埋立地に地変か甚しく，家肘被害もそこに集中して起こつてし・る． 1,,1し市街地で

も砂丘地帯や古くからある町ては家屋被害はほとんとなかづた．新潟市の被害地域て特に著しかつ

たのは，多数の地下水の噴出とともに噴砂か起こ 9)たことて，噴砂羅の多い地域ほと地盤の沈下や

変形かひとく，家屋の被害も大きかった．新潟市内八千代橋下点の信晨川方叶督ては地上にたまった

噴砂の厚さが平均 50cm, ところによっては 1mに及んた．流作場地域も 30-50cm の噴砂がた

まり，ゴ／クリート造りのヒルの陥没か苦しかった．市街地以外の平地ても咬砂の現象は到る所に

見られ，特に塩野橋方味因11甜町li,Ti怜，通船川南iぷて許しかつたか，建造物か密止した地域にくらベ

ると噴砂の景は少な＼ヽ．新潟巾について特に目立づたことは，被害のほとんどなかった地域と被害

を出した地域との間にかなり明瞭な境界線かあることて，無被寅地域は占期砂斤と古沖積原十ーにあ

り，被害地域は河岸，坪立地， Ill河川敷，新期砂斤，砂丘内の低湿地など及び現在砂丘を切って新

らたに作られている造成地にあたつている． とくに埋立地上に建てられた高層建築の被害，地盤沈

下地域への浸水，信濃川にかけられた橋梁の被害に加えて昭和{1油0)タンクの火災か新潟巾の地震

災害をことさらに強く印象づけた．新潟市内の地霞刈日における浸水住家は床上浸水たけても9,2:;5

戸にのぼったが，この地域では地下水及いこよる地盤沈下が長年にわたって起こつており，地表面

が海水準以下になつていたため，砲裂からの噴出水と，護形の決壊，津波の来襲とによ 9)て浸水を

受けたものである．

新潟市以外で新潟平野内で被害の著しかつたのは村1巾，神林村，水原町，問栄町，白根市等で，

いずれも地盤の特に悪い地域に被害か集中している．村！一＿市の四日iii,;¥.[lii，神林村の塩岸て著

しい家屋被宮が起こったか被害地域は11l河道筋や沼沢地跡にあたり，それ以外の地域ては家）尋被害

はこく軽かった．豊栄町及ひ水屈町の被宮は福島潟及び瓢湖の周[Jflに起こったものて，いすれも砂

丘背後に残された潟の周囲及びその珊積地，坤立地やIll川筋にあたつて＼、る．詞しような現象は，

旧甜船潟周辺， Iii紫雲寺潟）吾）辺および村[-南方より新潟ihにデる間に続く砂斤列の背後の低温地帯

のいたる所て見られ，士地の亀裂，陥没，噴砂，噴水により，農地や家屋，道路に相当の被害を出

した．白根市の場合も主として現河川堤の外側やIll河道に士地の陥没や亀裂などか生したもので，

家屋の被害は比較的小さかった．

新潟平野における家屋被害はほとんどすべて地盤の不同沈下や亀裂などによるもので，地震の振

動によって直接破壊された例ははとんどないわずかに村l：市の倒壊家屋の一部にその可能性が推

定されるだけである．

庄内平野における地変と被害の状況も新潟平野の場合とまったく同様て， 1日河道，砂丘背後の低

湿地帯のような地盤の悪い場所に集中して起こつている．被宮の集中した地域は，水沢 大山ー西

郷—•黒森一酒田一藤崎を結ぶ直線上の地帯で，これはちょうど＿て瀬より湯野浜に統く第三紀層の丘

陵地とその延長方向に連なる砂丘列の背後の湿地帯にあたつている．この地帯は最も新らしい沖積
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地て， 1/i々 1:ー沼沢地が＿Eた残されて＼、る状態を示し， 1［1人山川はその地瞥を時々流路を変えながら

蛇{Iして＼、に鶴岡巾ては京Ill幼児園か仝壊して 3人の幼児か死亡したか，これは老朽建物てあづ

たことか—一因をなしてし、 fこ巾の中心部の巾街地はほとんと無被＇iじて，被害の最も人きかつたのは

大山地［メの下興屋，下小中，米出，友汀など，西郷地区の千安京田， K崎，面野山，辻興屋，西茨

なとで，人山町の城山や—L窪駅前，七罪は仝く無被宮であった，その他，人泉，京 [il, I郷，鷹浦

八との地I<てかなりの被古かあ/汀9に人山川ては各所て，屡｝いか破損し，青竜寺1110)護iやもかなりの被

,,tを出しに前述の被古地1メでは地割れ，陥没，咽砂等か各1ifて起こり，家）点の破損は＼ヽらおるし

く，特に人山，西郷地には仝戸数の13％か令半壊を受けた．人山地1メの家屋被古は相〕り顕特で，鶴

岡の気象庁区内観測所で，震疫（；としたのは，そのためと見られるー大山，西郷地区の家屋被害り）

中には椒動的に破損したと推定されるものか多く見られ，この地域か特に強し、振動を受けたとも苦

えられるか，家屋の構造の弱かつにことも 1KIをなしてし、た上うてある．人山町1:：本町で行われた

ホーリ，／クの資料に t れは，ンルト層と砂層の薄層ヵJ\ り~[しバており，腐付物を含み，あきらか

に沼沢地の埋積した［：地で地表下20m

第29図

!「内地｝j令域の常時微動の測定場所 II ~IVの，ばりは

建築晶引払俣1位の地盤種別）

0000 

ヽ＇~4,、 'i,,, •. 
|, l l l i '：，｝― 

（金片，那須， 111中， Iミrn,1os71 

-14'.; --

附近まで標準貰入試験のN値が10以下

というきわめて悪い地盤であることが

知られる．鶴岡市長崎の長竜守及び下

興屋で行われたボーリングの資料でも，

詞様の腐偵物を含むシルト層と砂層の

互層よりなり， ド興屋では地 I"25m 

附近まで N値は15以ド，長竜寺でも，

局部的に砂）料の部分で 20~35のN値

をボすものの，↑体として 20m主で

21)以ドで，し、ずれも極度の軟弱地盤で

あることが知れる．

洒田市でも鶴岡市と同様に砂丘背後

の湿地帯及び沖積地内の旧河道にあた

る地区に被害か集中した．七窪より北

にのびる砂丘はほとんどが被害がなく，

新期砂丘の縁辺部に多少亀裂や噴砂が

見られた程度であった．これに対して

砂丘内側の黒森，飯盛山，宮野浦など

は相当の被害を生し，また沖梢地内で

は広野，広田，新堀，西平田などにか
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なりの被害を生じたが，地割れ，噴砂などIll河道に多いのか目ヽゲ 泊Illo, Ill巾内は比較的被害

は軽かったか，酒田第—e中学校の校庭に生した地割れに洛ちた女牛徒 l 名が死亡するという特異な

惰件が起こった．酒田市飯盛I_ll，里森，坂野辺新田で行われたボーリングの資料によれば，鶴岡市

大山や下興屋の資料とまったく同様の状況を示し，腐植物を含んたシルト層の薄層の冗層よりなり，

N値は 20~23m 附近まで20以下というきわめて軟弱な地盤の特徴を示している．

尚， 1「内平野では昭和：l（）年 8月地裳研究所に上り常時微動の測定か行オ）れ，その結果から，各観

測地点の地盤種別か推定されている．今詞の地震による被寓とこの地盤種別の推定とは，細かな点

で決らずしも一致しないか，人体の傾向は一致している（第29図）．

庄内平野南西部の大山，西郷地1ズ及びその北北東延長地I<にいちちるしく被憲が集中し，この地

区かきわめて軟弱な地盤よりなっていることは前述の通りであるか，家吊の破損状況から見て，地

盤の究動による被害のぽか，強し、振動によって破壊したと思われるものか，かなりの数見うけられ，

この地帯において地震の際特に強烈な振動か起こったことか考えられる．この点につし、ては，後述

するようにこの地帯か地質構造Lの弱帯にあたっていることも若慮する必要かあるかもしれない．

即ち北北東 南南西に続く大山構造帯と称する断層帯l吋こ丁度あたつており，しかも，この断層の

南延長部にあたる温海町山五十川部路では，断層線l寸こあたったためと考えられる直線状の被害が

報告されていることと考え合わせると，地震の際に大山構造帯にそつて特別な振動か生した可能性

は十分考えられる．

7. 新潟地震の地質学的衿祭

新潟地震によって大きな災害を受けた地域は，第―C紀後半より活動してきた造構帯の中の，最近

においてもなお運動か続いてし‘ると衿えられる大規模な向斜構辿1-，に形成された平野内にあった．

被害を大きくした直接の要因は，被＇，料地域の地盤かきわめて軟弱であったことにあるか，その背後

には軟弱地盤を形成させたような自然地理的，地質的条件かこの地域に存在しており，さらには，

地震発生の原因が裏日本油田地帯の造構運動の推移とも結びついている．

新潟平野，庄内平野及びその周辺地域は，古くから油田地帯として地質調査と開発が進められて

おり，さらに最近は天然ガスの開発のため平野部の第四紀層の地質調査か進められてきている．ま

た天然ガスの開発に伴い大量の地下水が汲みLけられて著しい地盤沈下をきたし，この方面からも

詳しい調査が行われている． これら既存の資料と今回の地震後各方面の研究機関で行われた調査の

資料にもとづいて，今回の地震を地質学的見地から考察することはきわめて興味深いことと考えら

れる，この問題を論ずるにあたっては，問題を 2つの面に分けて若えることが適当と思われる．即

ち，その 1つは今回起こった大規模な地殻変動，地震断層及びひいては地震そのものの性質につい

ての構造地質学的考察であり，他の 1つは，いちぢるしい地盤災害をひき起こした軟弱地盤の性質
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に-)',、ての応用地質学的跨察である．

(1) 基盤の地質構造の概略

震源に近い哭島の地質については既に述べた通りてあろ．新況平野及び庄内平野周辺についてほ

多類の費料かあるか，特に50万分 1地質区1,“新潟， 19'>8"“秋田， 1960" と20万分 1地質図“新潟

県， ]%2"“山形県， 1%0" により地質構造の概略を知ることかできる．

裳源に最も近い海府海i『-（勝木 村 l）には花褐州か露出し，その背後の荷荀山塊は花i¥翡＇｝とそ

れをおおう卜部中新統の店船層よりなづてし‘る．葡萄1l1塊の東には断層を境にして花悩料と古生丹

とからなる高根山塊かある．

葡藍山塊を形成すーる花！衿府は粗粒の児裳母花i崎岩と斑状花樹尉を上とし，北部では玲岩の岩豚が

豊窟に貰入している．かなりいちちるしい破砕構造をホし，節理及び釘間の発達かきわめて箸しい

ほか，多数の断層によって切られ地塊化されている．岩船層は葡荀山塊の東側に地溝状に分布し，

葡萄，高根山塊は地唱伏をなしている．このような構造は北部の山形県側の地域についても同様で，

葡萄山塊の花鼻岩の延長力向に薬師岳より虚空蔵山まで花濶岩か露出し，その西側油岸沿いの地域

には下部中新統の温海層群，中部中新統の上郷層群と鼠ケ関層か北西落ちの傾斜で重なり，西側ぱ

下部中新統の金山層が地溝状に分布し，さらに西には再び地墨状の花悩岩よりなる山地かそびえ，

摩耶山より合峰山まて続＼・てし・る．

尉船層は安山岩質熔岩，凝灰角條灼等の火山店類より主としてなり，礫岩，硬質頁岩を狭み一部

海成層を含むが大部分陸成層と拷えられる．その層序はまた完仝に調査されていないか，大体佐渡

の杉野浦層に相‘'iすると灼えられている． しかしさらにド部の相川層相当の部分のある"]能性もあ

る．温海厨群は礫料・安山岩及び1hl質の凝灰岩，火炭層よりなる地層で，ほとんど陸成層である．

1：郷層は安山岩，凝灰岩，砂店，硬質貞店などよりなり， 卜部を善宝与層， L部を大山層と区分さ

れる．人11」！習の最l部及び鼠ケ関層は新潟地｝］のじ谷層に相喝する硬質貞料て， l厚い粗粒玄武岩床

か貰入している．なお変島に分布する新第-＾系は， l:郷l-．部の人IM層ないし鼠ケ間層に相当するも

のと拷えられる．これらの粟島対岸に分布する新第こ系は仝体として西北西に傾斜構造を示すが，

細かく見ればかなり複雑な構造をもち，小規模な招曲，波曲か発達し，断層によって切られている．

葡萄山塊の花悩内に接する地域ては断層による地塊化か品められ，その北方では花悩岩との境界は

大体北北東の方向にのびる断層によって切られている．庄内平野に接する鶴岡西方の丘稜地では小

規模な閉曲構造の発達が目立つ．

村 I市の南方，新潟平野北部の東線に連なる．I了陵地域は花i蘭岩を中核とし，その上に新第＝：系の津

川層・大谷層・寺泊層•西山層·灰爪層・矢田川層か順次重なって分布している．中条町東方の櫛

形山地塊は隆起傾動山塊て11,J側には津川層以上の地層か西に傾斜して分布し，東側は断層によって

切られ，花悩岩に接して再ひ西山層か現われる．櫛形山地塊の北部では新第口系は背斜構造をなし
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て＼、る，櫛形山地塊の南にぱfi頭 菱ゲ岳山塊が読くか， 1い）様に中核部に花i叶店かあり，東側を顕

許八断屈によ 9)て限られた傾動地塊て，内側には津川悩， し谷厨，久田川），"iか西に傾釘して9ーじなつ

て分布する． h頭 菱ゲ伍地塊の西力には莉津丘陵から南へ続く山地かあ，），ここにはし谷層及び

それより新しい地隊よりなる背斜群の列か並ふ．この山地の西側は広人な新潟平野の中心部がひろ

かり，その西に弥彦角fflilJ塊かそひえる．この山塊は令体としては向斜的構造をもつか，西側は主

として七谷層・寺泊／吾•西山 1曾などか緩傾斜をなして重なり，東側は断層によって切られて平野の

新しい堆禎物卜にのし上かつている．これら新潟平野周辺部に分布する新第―ー：系のうち津川層は岩

船層より＿I：位の地層て界船層の上に一部不整合の間係でのる砂店，礫岩， l尼的，凝灰角條岩などよ

イ ←入，J_-を産す-心．津川層の時代にぱりなり， ミオジプシナ，オ':ヤユリナおよひコンプ 1、ニフ ル，ふ．レ

海かこの地域-••帯にひろかり，地層の堆積とともに次第にその深さをまして，律川層の Lに七谷層

と寺泊層と',う泥岩質の地層を堆積させた． し谷層は硬質頁店て暖流系の有孔虫を1崖し，寺泊厨は

甲色泥りはりなる地層てある．寺泊層の堆積後，隆起運動か起こり，向はやや浅くなり，部分的不

整合で七谷崩が重なっている． じ谷層は砂店・泥府圧）習よりなる地層で，津川層から七谷層までを

城層群として—・一括している． L谷層の 1．部には 1ヽ整合で鮮新統の西山層かくる．西山層はじとして

灰色泥料よりなるか， ド部に砂料，泥界ii層iりなる部分（浜忠層）か発逹ずるところもある．そ

のI：に一部不整合てのるI火爪1習は人郊分か青灰色ンル［ヽ｝＇はりなる地層て，炭質物を含み，細粒砂

尉よりなる和南津屈と側方変化する．西山層と灰爪忍とは一括して中越屈群と呼はれる．西山層・

／火爪11>1とも外洋堆積物てあるか，灰爪層か堆積した時代には油は浅くなり海退期に入った．灰爪層

のI＿には魚沼層あるいは矢代田層か厨なる．魚沼層は著しい笠層を陥底にもち，粘じないし砂質粘

I：よりなり，砂層・礫層・亜炭層をはさみ，浅海～汽水域に堆積した地層てある．

庄内平野周辺地域は，その南の花州府の露廿］する山塊に：って新潟地域と地質的には一応切りは

なされ，むしろ秋田堆積盆地の陶端に属すると見られる．南方の摩耶山系，朝日山系などの花i蘭府

分布地域は新第 系堆積の各時期を通して陸地であったと考えられてし、る．従つて庄内地域に分布

する料［第ー：系の各層は秋田地)jの標準層／ヤに対比されて取扱われている．［｝内地力南部の海岸ぞい

の地域の地質につ＼、ては既に述へた．庄内地方．Kり東｝iの出羽丘陵においては，花面岩上に及位層
99ぞぎ

と釦ll層群がり）り，及位州は温海層群相当，令ll_1層群は1-＿郷層群相当と苫えられている．庄内地方

南部の山地ては令111層に相当する地層か花闘岩」．に分布している冒 li：内平野東方，及び北方の地区

については，最ド部の地層は金1!1層群にあたる者沢層て，そのKに章倍層，北俣層，楯山層，丸山

履観音寺屑常禅芋層及び庁内層群の順に重なっている．この地域においては南北性の背斜群の

配列があり， Inlじく南北性の断層の発達か見られる．

及位1曾は新庄盆地東縁に分布し，塊状安山岩質凝灰角礫料，集塊岩質角裸岩，凝灰岩，変朽安山

宕を土とする．令山層は七としてl尼岩及び安山店質凝灰料ないし凝灰角礫岩よりなる．青沢層は主

として玄武料質凝灰的～角礫岩，集塊尉及び玄式料よりなり，礫岩，泥料をはさむ．章薙層は硬質
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甲色泥府， iI質頁料及び凝灰¥'f.tI) ft I)' l郷層 1,『i1の人111肘に不幣合に'[[なるとぢえられてし、る．

北俣厨は田色～甲褐色泥料からなり， とぎに浮和質砂店の薄／料をはさむ，楯111層は，，ルト店～泥内，

如 l 廿習は：］としてンルト店，観音む層及u＼常禅寺／箇は主として砂訂ンル~ト閉：よりなる．！「内層群ぱ

砂店，礫店及uゞ砂質シルト料よりなり，詳しい層片はまた明らかてない．各層の秋田地方及び新潟

地方の標準層／寸・との対比は次の表の通りてある（第33表）．

庄内地方に発逹する構近の特性は北北東 南南西の方向を示し，――瀬背斜，大山構造帯及び屯内

平野下の潜在降起構造かこの）j向に続いている．大山楕造帯は基盤の弱線に沿うものと考えられ，

北北東 南南西の西落の断層て，その南）j延長は藤倉山花悩岩の東線よりさらに南にのびている．

奨島対岸を中心とする地域帯の地質構造を概観すれば次のようになる．新潟地））では新第ゴ系の

北北東 南南西の軸をもつ波状附曲が発達し，同方向の多数の断層によって切られ，輻 5-!0km,

長さ 30km程の地塊列が配列している．これらの地塊は丙へ傾動し，東は断層によって切られた

ような構造しの特徴を示す傾向かある．新況地方北部の地塊や弥彦，角田山塊はその例である． Iぢ

内地方ては1niしく北北東 南南西ないし南北の軸をも 9)や習曲と同）j向の断層か発達する．新潟地方

第33表
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ーは新津 加茂 見附構造・：｝：.レ弥彦 角111構造常）り9;1月11期以後堆柏［た：t灼処とな＇．．），：安定帯とし

(（f(I し，その周III1 か沈降瞥と八＇＇），胄曲構凸は安定・：i: り），•[」伽にし I しに 1灰し，安定幣との間に

頻杵八衝 1断層か4した．罰1!1構造の発I卜はし谷期人こちにあり，西111期人をへて1火爪期末ごちに

は大体の構葛かほぼ完成した．断層構造の発生は1火爪期末ころて，その運動は叩曲運動の継承とと

もに魚沼II卜を通して進行した． It：内地｝］は秋田地方の堆精盆地の続きて，女川期以後の盆地の分化

に｛半 より分化し fこ船川期以後の幾回かの造構運動の時期に摺曲構造がしだい

に完成されていき，出羽丘陵の前面はとくに過摺曲帯となり衝t：断層が生した．断喘運動は長期に

わたって活動し，初期には摺曲帯に＇に行するもの，後期には斜交するものか活動しているような傾

何か見られる地域もある．東方山地との境界に怜閤する衝I'．断層は最後の時期に完成した．庄内地

力と新潟地力との境にある葡萄山塊を中核とする地域は 2,)の堆積益地の境に符置し，長い間陸地

の状態を続けてきた隆起帯と考えられる．この地域ては北西 南東）J向の見盤の古い構造か存在し，

さらにこれに斜交する北北東 南南西力向の構造か忍められる．この 2)JIh]の構造は新第．＾紀堆積

盆の形成とその後の摺曲・断層措造の形成とをもたらしたものと解釈される．この地域の花喝料及

び新第 系の微細構造を凋へてみると，この 2,)の構造に支配された断層系・節理系の発逹が認め

られる．第 系の構造に，．）＼、ては，特に摺1111構造に1肌係ずる小断層と釣玉用の発逹か忍められるほか
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詞：I11叫の，叶賢

に，北北東 南南両J]|I9]の断層系の発逹か秤しく，これは灰爪期よ～魚沼期末の断厨運動と 1関係の

ある情凸と芯えられる．花i,崎＇：に接する祈第―・・系てはこれら 0)断層による地塊化か顕竹に，忍められ，

庄内，新潟平野郊に入れは油田構造を形成「る波曲構造か 11.¥'i勺ょうに八る（第3(）図）．

以］・て庄内地｝j上り新潟地方にデる間の地質の概略を説明した． しかし今1し9]の地震の震央は海域

にあり，人規模な地殻変動か生したのもドとして震央を中心とする海城てあうた．今回の地震の構

造地質芹的意義を苫えるためには，地表に露出する部分的地質構造知熾ばかりでなく平野下にかく

れた止盤の構造や，さらには海域底下における構造についての知識も必蔑である．平野下の構造に

笥：ll［ス1

i斤~＇！） ・ I I I什彦}¥！▲の池＇白概略 I<l
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＇）し、て it ii[l f11, 1Jスlfll開発のための闊令胄月かあり，又海底卜り）構皇に＇）し、＼もど¢)， IJ伽から¢)l『

Iり）資料~り）ばか，地炭後湘洋研究所に k,) てわわれた，凋杏かh)）な「かかりとりメ~ごく） t る~新潟

平野に潜化する地質構造に 9)し、ては，中野［，1[本か人ざな向針にあたり，内野地1,に向斜・，阿賀野川

右岸に背斜か見られ，その軸の方向は北北東に向い，背後の油[ll構造の軸に・一致して9、る．このよ

うな構造を＇）くる造構運動は鮮新世 史新世よりさらに：ま沖積世においてもリlき続いて継承されて

きたものと苫えらオしてし、る．新潟平野化闇ドにお＼、ては，し、＜，．）かり）雁行する清{+背斜構虚；が存在

すると枡定され，この背釘構造は西梃か緩傾斜，束巡か急傾斜り）非対称性構造て，櫛形山地塊等の

構造と同様な慧盤の西格らの傾動運動の現われと衿えることかてきる．このような造構運動は主と

して鮮新世以降1,,1 期的に行われてきたものである~同様の非対称構造は既にのへた J: うに弥彦，角

田山塊に見られ，その逹構運動は寺泊期頃よりはしまり酉山期にほぼ構造完成したか，洪積世に入

＇）てから東翼にそう断層運動かひきつついたものてある~新潟平野自体か魚沼期以後形成された大

地向斜て，沖積世に人つてなお沈降を続けてきて＼ヽることか確かめられている・

新潟地域およびその北西）j湘域の海底地形は既に，；兌明したように，し、＜つかの北北東—南南西カ

向にのひる高まりか配列し，その各々か西側に緩傾斜東側に急頓斜の非対称的断面を小し，西に傾

いた傾動地塊あるし、は行斜構直で，東側を断層て切られてしると解釈されている．水路部によりこ

の地域の海底凋査と[,;]時に地証気の測定か行われたか， その粕果契島の南西）］に 1条の島部異常帯

か発見された．この部分は断屈線てある ii能性か強く，陸地部の地質構造，ぉにふ海底地形の特徴

とも紋する．海洋研究所による，，バーカー，凋査によれは，笈島を中心にしこ北北東 南南西の軸

の背斜軸か海底卜に存在し，その東側は断崩によ 9ぅて切られてし、ることか確かめられた~海底地形

より推定された断層N及CYS,はこの断層に相‘りしている．変島の東沖には第：系か海底に露出し，

あるいは両底ドの浅い所に分布する隆起地塊かあり， S3 はその地塊の東緑を切る断層である， S3

に相こりする地点でi)J異常値の異常分布か観測されており，この断悟かかなり構凸的に重要なもの

であると苔えられる． しかも地震の際には丈際に変位か起こ＇）たことは注目される~ s3より東

側には新況平野ドより続く地向斜状[)構ふか北北東の力向に0))，現Ilt堆積物か1’？く堺積してい

る（第31図）．

これまてやや叶しく述へてきた今日の地震地域の地質構造は，地震に伴づて起きた地殻変動を拷

察するいこ，さらには地震そのものの構造地質＇芦的唸義を考容する． Iに［［要な資料を提供するもの

てある．即ぢ製島を阻いこ夕）せた（t[動地塊及びそ¢)東沖の隆起地塊を中心にして卵著tょ隆起運動が

起＇）ており，これら 0)地塊は構造的には新因平野の西側にそ)える弥彦， IりIllI廿塊の延長にあたる

ものと解釈して上し、ようである．勿論弥彦，角lll山塊の東側と切る断層線かその主・ヒこの隆起帯の

東緑に続くかどうかは疑間であるか新第三系の新潟積成盆か葡萄山塊の存在により北）jでせばまつ

ている吋能性かあり，特に変iかし谷層のドに花i吋料か露出することや，海底卜の新期堆積物の主な

分布範間か S3:tり東側にあることを名えると， 2,000m 以 Lの1りさをもつ魚沼料を堆積させ，さ
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ら｝←沖禎Iii:に人＇） （も itl}知）傾向をふ j新潟平野1ヽ・ハ向斜構造it S3り東側に続ざ， こ（り向斜；；Iiと

束側い弥彦， fり111111塊と限る人改な断IP'i緑は今l991起こバた隆起域り）束縁に人体続くと灼えることも

可能ぐある．製島附近り）湘域の変・動はこ（！嗚域り）構凸的特徴や雑叫地））北祁，葡詞Iiド鬼お K.）¥!「内

地h南部0)構迅的特徴と対照させて各える場合枷めて興味深oヽ ．既に繰り返ふして況明したように，

こ，1しらの地城でit古＼、北西 巾東）1|l軍）構造と．祈し＼、北北東 南南西の構造かあ r)， 北北東——

南南I厨の構造は斗＇ん［軒晶 J，し］辺ては新袷系の井対称罰111構造の軸の力向を支配し，花i.si岩 0)凡盤地域

では西惰、ちの傾動地塊を切る断層として現われている． 花悩料の店塊中にもまた新第賃ミ中にも北

北 東 南南西）J向の断層系は顕著な発達をがし， その活動はこく最近の地質時代にも行われたと推

定される． ，，，，回の地震に伴う地殻変動の傾向はこれらの地域の構造的特徴と全く-•致している．婆

するに今回の地震地域は新第嘩ビ中新世よりはしまり鮮新世以後急速な展閲を jj(した造構運動の継

承的運動かなお進行中の地域で，地震の発生そのものも， その造構運動の進行に際しご惹き起こさ

れた—--刈事件として解釈される ！第32凶）．
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,2I 平野部の構造と地盤災害

'「日の地炭（；）文＇』］ ］ ＜ご平野！・ (mi次弱地盤 I· に集中しく• ¥‘I'ここと{t繰り返しこ；1:へ／こ岨りてあ

る． このよ＂）八炉の地盤災由は， 日本のように沖積平野1に『II巾かリこ中し， が’)新しし翡！、＇「地や造

成地かつき＇）さに作られているよ〗な状況のもとては特に·，f視しなければならない間題であふ炊

屯｝地盤の 1に f1ら｝した近八都叶；（I)歳る地裳災古の例と今日の地震は丈に明瞭に小しごくれたものと

＼・・える．

新潟平野及ひI}：内平野における地裳災古を支配したのは沖積層最上部の堆積物の性質であって，

異常な厚さに逹する平野ド）洪積層はむしろ災古に対してi在接の影酔を及ぼしていない．披害分布

は限られた特殊な条件の場所，即ち Ill潟沼， 111国道，埋立地，砂丘緑辺，砂丘上の新這成地などで

あった．新潟平野，［い内平野とも新第ご紀以来の造構運動のなお進行中の地域で，平野自体が地向

斜的性質をがし，洪積Ilk中はもちろん沖積1サにも沈降を続けていると拷えられ，新潟平野では後永

期以後数十mの沈降か確認されてし、る書後水期に人→て海水面かt昇ナるとともに現在の平野部は

海il!iドに没し，その後した＼＇、にこの湘域か埋立てられて中野となったのであるか，全域か蛉化した

のはごく最近のことである，新潟地力ては弥彦，角田山塊の北姐の葡萄山塊の南鰭よりまず砂背の

発達かはし祖り，、:れを粘んた•線に砂洲か形成され，これにかこまれに内湾はした＼・に埋積され

て沼岸湖なし、し渇湖のような状態にな 9)た．砂洲の成長と峠地の［：外とともに内湖はしたいに縮少

されて，＇）いには現在見られるように砂丘列の背後に散行する潟として残ぐ）た，これらの潟は位置

的にみるといずれも地下の構造に制約されなから残存したものと衿えられ，地下構造の向斜部に相

渭する部分にあたり，北降運動が継続したために最後まで水域として残ったものと苔えられる．新

潟平野内てはかつての潟沼のなこりや平野内を蛇行したIf]流路跡かいたる所に品められ，今回の地

裳の被害もそ¢)．Kうな地区に集中した． •[た新潟市の [ll街地においては 1言濃川沿i詮地域の埋在地が

著しい被害地とな→ており，これら被災地域で行われたホーリング資糾によるといずれも軟弱地盤

の特徴を明瞭に現わしてし、る．海洋奇りの地 1文は無被喜であ＇うたか，砂汎I• 砂応＇）厚9 砂層よりな

る安定した地盤よ）なり，その背後のに濃川・ 1叫賀野川沿摩及び汗／ 11 附五は砂・/•ルト・粘＿Kの薄

層かい：）交しった軟弱地盤てある．

几．内平野における被甚と地盤と¢)関係に 9うし、ては既に吋しく辿へた． I•E内平野の形成史も新潟平

野とほぼ1,］様であ→て， 加茂1子陵地幣より砂罰か発達して，飢面を砂洲て封しられた内溝が

生し， どれか次第に坪めに〔らjして平野化したも（りてある、祈潟平野と詞様に砂洲の背後に最後0)

水域か小さな潟泊とな＇）て現在なお残仔して＼、る，今日の地震による被害かこの潟沼地幣ゃ平野内

豆）旧叫道に北中したことは，新潟平野と同様である．今l叫の地痕て被害を特に大きくした重要な要

因として著しい噴砂現象がある， これは振動による地下水圧の増大に伴い圧密の十分進んでいなか

-）に砂層内に流砂か起こグ）たためて，地ド水面下にある地ド 5~10mの砂層か流動化し，亀裂にそ
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糾内地bしの，此緑

つて水とともに噴出したものてある．このために地盤の陥没，不[J9]沈ドが生して地｝：の構造物に大

きな被•,t；を生しに．流砂現象か最も竹しか 9った新潟巾の地盤に＇）＼、ごは，ホーリンクり）資杜による

と般的に＼＇づて地 F10 m 位までItゆる＼、砂lri上りなり， :-i/1(［は11)以ドて，そオしより ['rl 15m 

位まではN値10~20程度の締まグ）た砂層かあり，さらに卜）丙はN値30以上の非常に締まった砂層に

なる＿これらの砂層はL部は主として河成の中～粗粒の砂て，中部は海成の粗粒砂てあり， 20m

以下には不透水性の均質な粘I悩か分布する．帖卜1習Lの砂居は地卜水で飽和され，間隙水庄は静

水）卜よりも高＼、傾向を小し，流砂を起こしやずし、条flは1分そろつてし、たと灼えられる・

地震災害に対する対策

大地震による災害はきわめて大きく，でき得るかぎりそれそれを防止する対策をを立てなけれ

第33図
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ばならな＼‘.地裳か＼，')とこて陀生ずるかを 1'・知十ることば， ：・n1'1iに現｝叶 lる種々り）袖兆現象を

抽えることによ 9 ）ご可能となると灼えいれるか，丈院的には観測綱の1雌iiiなどの点て現｛げ）ところ

ィ可能である．地寝発生0)統壮的研究から，人地震発生に 6(）～11)0年と＼、う周期収1かあることか知

られており，主た地裳活動の地域性について研究もあるか，それらの力血の知識から地裳の発生を

f知ずることも不可能といえる．現在の段階て行いうる地裳災害の防止対策は，過去の統計に某つ

＼・て地震の危険度を II本の各地域にづいて推定し，それに対して耐震的な措置を他築・士木力而て

丈施することかしとなってし、る．地炭の危険良は地震話1)J と，その中心地瞥からの翡離と，その •I::

盤と 1関係する．過去の資料から推定して今後 100年間にある地点に来襲の超過確半か］に達する最

地の地人加速疫の分布図か作製されており，それに陥づいて設口十基準震度の地域別指定か建築規準

法により行われている．地震による直接の災害のほかに， 日本ては地震に伴つて発生する津波の被

害も人きし、．過ムの資料から日本の海岸の各地域について危険率か推算されている．これらの地震

災害についての資料によって 11本のとの地域かとの程度'o)危険性をも 9)かを苔えることか吋能てあ

る（第33図）．
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第 3篇間題、点と今後の課題

II本は地狛It、_lてある，

入知こよ ，ごは‘’i分とりすることも出来なし、lii命である．

：＼から“り）ともと過きれはあ＇）さを忘る”とェ＜われているが，これてはし、けな＼ヽ・

攻府も地方自治体も，又国民—ー］＼一人か地裳対策をもっと真剣に拷えなければならなし、，今度の

地震を教訓として，今からすくにも，次にくる地震の対策を急くへきてある．これか国tを守る―fi

年の叶てある，

今次地震は明治27年以来の大地震てあったか，罹災者をはしめ，関係機関の非常な努力によって

担久的対策か着々丈施され，復 1日は概ね順調に進捗している．

しかしなから誰もか経験したことのない地霰災害という特異な災害てあったために，今にして思

えば反省すへき点か多々あることを忍め，これを将来の教，；IIlとして，今後の災害に対処しなければ

ならな＼ヽ~

以ドその上なものにバ＼、ご概虚｝＾る．

1. 地盤調査を行ない，その活用をはかろう

地震の被青を最少限にくいとめるためには， 人間0)生活じ台である地盤の調査を行うことが先決

間遁である．そして最も安仝な．!'.地を

選び，最も新らしい：「払による建築を

やつて，始めてその被寓を少くずるこ

とか出来る．

しかしこうし、う講査はとても個入(!)

))てさiまなし得なし、 0)で， 1月または地｝j

l叶体か主にな 9)て，地球物理学，地質

名地祟―.［学等の最新最晶の科学的頭

Iii奇と動員して，地盤はもと tり， I: 

貨，地ド水等 0)状汎と粕査し，都巾，，1

詢上の基本的基準を明らかにし，あわ

せて丁場，住宅等の建設のための規

格，構迅，材料・C)］よ準なとと科学的に

第34図

沖禎層の1'i さと木心系厨の倒潰•祁（関東地点の例）
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決定し， しかもこ il と社~、令化するところ t でも 9) ―ごし、かなけ A l i tならなし、＿厚＼、沖精層の Iにヽ i/：池

し（＼、る都市は地虞に枷めて弱し‘ここは次の第:;1,~1 にポす通りてある＿

)「内地）jては］%Ii年に1じ内全域にわたり， 11ケ所とえらふ東嵐人学地裳仙究所か測定凋在した

l『内地方の贔盤凋査とし、う貴屯な資杜かある． しかしこの議査結果はlll年を過きた今日との而に

も仝然活用されていないことは誠に遺憾なことてある＿ 1tiなる一時的な凋査たおれに終ることなく．

災‘，打を未妖に防く［要な賓料として，—般人も為政者も，この資¥1の活用を咆やかに検，，~「すべぎで

あろう（第35図）＿

又日本は元来極めて狭い国士てあるー したかつて条件の整ったよし所にのみ生活しようとするこ

とは無理てある＿殊に新産業都市の建設，各種コンヒ~r ートの建設などになると，いきおい海料を

急いて埋めたてた海岸造成地，湖岩造成地，田畑を埋めたてた田畑造成地のような所になる．これ

らは何れも地盤としては最も弱い所てある＿こういう所に近代式の1iー大な建物か建てられているこ

とは極めて危険てあら今後はかかる軟弱地盤に於ける建築を規制することも人切なことになって

くる・

又本県には地震壮か山形と洒田に各 l台しかないことも間題てあな しかもこの 2台とも 1倍強

糾 1て，少し強い地祟の時には針かふづとんて正確に測ることか出来ない粗末なものである．今後

は本県にも是非強震計を設i四ナることか惰ましい．

現在 18l台り）強震，［卜か令国に設骰されているか，東成，大阪を中心に集中している感がある． こ

れを足」］~して II 本誨側にも相贅数の強裳叶かあれは，ある程度地裳の f知も出来ることになる．

次に卜興屋，艮崎，大山lジ：本町に於いてホーリンクした貴重な資料かあるので示すことにナる

（第:l6図，第37図，第38図，第39図，第i1)図）．

第35i<l じ！h＇け村の肘さと地盤沈卜（東以卜町の例）
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山形県罰岡市長崎ltr；10 (J匂応り）

l店 i 七＇ら成 1

I 巴）閉'〗:
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2.建築丁、．法の再検詞

新氾地震の災害を人ぎく拉：人したものは，地盤か軟かい砂てあうたためたという．地盤研究者(/)

9]策に“クイツクサント’'（流砂）現象と 1<‘ うのかある．

大きなタフイに砂を＇）め，その 1-．に煉瓦を乗せる，この砂に水を注ぎ，砂の粒了—にしみこ主せた

上，タフイの緑をたたくと，表面の煉瓦はみるみる 1沙の間に沈んていく，水分を含んた砂に振動を

りえると，まるて砂か液になったような性質を示ず．地盤か悪＼＇・と＇，ヽう新潟てはこれに似た現象が

起ぎた．砂 l・び）楼閣たとか砂t了都巾の悲慮I） と＼・う表現も結局はこうしたり；9［月から来たものてある．

不安定な流動体の［・に， どんハ渭 •ものをのせても，し、わばヌカに全『0）たとえ通りにしかならない．

ではこうしたクイツクサント現象は今主ての耐震構造の設，寸で拷慮されて＼・なか→たろうか．

地盤の研究か大切たということは学界ても品められ，各地の地盤調査も進んて来てはいたが，殆

んど唾伯荷屯をかけた場合たけの静的な地盤研究たけて，これが和動した場合の利的な研究主てぱ

また子カ・屈きかねるとムバた状態てある． クイ／ケ IJ->卜の現象は 』や幅）「地虚にも見られたが，

新潟地震のような大規模な現象は，構浩学者にも全く予想外であったとぷう．

今主ての酎震構造の設計方法と云えば，建物の荷贔と，地震の場合に横から加わると想像される

カ（これは最大限その建物の自重の 0.2恰）と考えてこれに1_．部構造かこわれないよ〕に設叶して

¥、た．地盤調査も行われてはいるが，これはその地盤か建物の乖直荷出を支えられるかとうかだけ

凋へ， これに対して必要な枯礎を設，，I•するたけで， クイツク 1J- ン l現象て支持｝］かと•）低ドナるか

までは考慮していない状況である，

まるて積木てもころかしたように大地にゴロリと横たわっている新潟市の四階建ての県管アベー

ト，もつばら 1．部構造にばかりこだわど）て，柔い地盤の卜で，どう建物と安↑に支え，固定するか

という，，I算上のfぬかりがあったことを証明している． さればこそ耐霞構造関係者は建築晶準法を

受える必要がおこるかも知れないと云つている程てある．

地盤の動的な研究が進まなかった最大の理由はテーマ自身が非常にむずかしいボになる．実険宅

の中でグイゾケサ／ I・現象を再現出来ても，現実の地質の様了はもっと複雑てある．砂と枯I-．．の混

合率が変わることによっても振動に対する反応の仕方が違う． これを徹底的に追求するには，どう

しても相当大がかりな規模の実験が必要にな＇）てくる． これには人Fも合もいる． とおらかと云え

ば緑の下の地味な研究である．

私立の大学てもやつとここ数年来十質力学の溝牢ができてきた．東大でぱ昭和10年度から［某礎

地盤の動力学講座：が新設されることになっている．

この凋子ては新潟ばかりてなく，他の都市ても同程度の地震か起れば危険はない戸ろうか．

竹111謙^ ＇郎氏によれは， 11本の人都叶」には地盤の悪い所か頗る多いとムう．高屈建築の場合は下
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にクイを打つて地盤対策を跨えたものもあ＇）たが， クイを打')と建築骰かかさむ1こめに，砂の I：に

たた釆せたような建物も少くな＼、ようである． こんなわ： ｝て建物］ ］ ｝に1月心か払・！ ；れて11成されて

さた視化の建築jよ準砂、も，今度の乳I｛虞教，，II[をもとに， も＇）と広＼防災的灯場から軟嗚地盤の扱い

支てとり人れて再検討する必要がでてくるのではなし、か，そのためには，構造学行たけてはなく，

地質予者や都市ni叫Ii学者たむの協力か今主て以！にのそ主れる次第てある，

3. 建造物の診断の必要とその実施

、り地）jの家船］）特色it 9りから構えか低く，人ぎ匁角材を使うごとにあった． Ii/]沿？7年0)洒田地震

以来この構造はますます強められ，学校てすら二階建てぱ許されなか＇い）た． しかし人化か進むにつ

れ Cこ(9)特色は次第に失われ，窓か多くなり，出人[lなとい1)¥111駕か広くなり， 階建てか増えて

来た．

戦後建築肌準払の改正にKり建て坪に対して 定のすしかし、を入れ：と，・う最低の規程が設けら

ilた力9, 1凡111部力，広くなったために，すしかし・カ9•部に偏する傾Ih）力寸廿てきた． 11'1:9,I， fこ＇）に・つれて

泊田地裳の恐怖か忘れられ， これ主での仏統を破ぅて新らしし・形式に改造されてきた．

占し家の倒壊か多か 9 うたことは補強や修理を怠つていたためてあろうし，新らしい家も耐震設叶

か充分になされていなかうたためである．又瓦屋根の将及も被害を人ぎくした原因の・グ）である．

瓦 1坪のボさは 62kgであるのに対し， トタン屋根は坪 1:1kgて，僅か 5分の lの！f，械である．床

面積に対して高い家は危険であり史に犀根か瓦て！，f，¥、ことは被古に寸ゃ1の拍中をかけることにれる．

今後はトタンぶきにした）］が安全である．

殊に多人数を収容している学校その他の公共慮没は常時耐久力を診断し，その対策をたてる必要

かある．文部省では完令な校舎を 10,001)、l,99、とし， 1 ， 500 点以i•' は危険校舎として，忍定しているが，

本県はこの危険校舎の多いことて令国有数てある．今度の地震を教』Ilとして臼共の生命を『るため

に根本対策をにてるへきである．

今市内校の危険校舎の状況を示ナと次のようになる！昭和39年 4月現在）．

予 校 名 調I査面積 4,:iOO点以下の坪数

-----------

谷 定 4ヽ 3 6 1坪 :n2 

大 7白k 小 821 196 

京 田 小 687 96 

栄 4ヽ 660 7 

I: 郷 小 923 838 

西 「l 小 699 

゜
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4ヽ 閉 小 3G6 1 85 

廿l 良 小 299 1 48 

!JI! 茂 4ヽ 551 290 

湯野浜小 1 19 llO 

油）•;分校 73 36 

人 111 幼 88 35 

人 JIJ 小 1,772 94 7 

、伶、93 j 田 J 1 1,Jヽ 36 1 3 32 

黄 全 [ I l 383 315 

田 J I I 中 4 53 291 

應 ; i1i 1’ 571 213 

加 茂 叶1 3 8 9 15 

4. 地霞予知の研究と， その機閲の改骰

(10年後には地霰のf知かIllよるために1

新潟地震のなまなましい惨lfを体験して地震予知の必要性や都市耐震化が強く望まれているが，

文部省の測地学審義会は，地震f知研究の実施叶両をまとめ，実施に関係のある文部，通産，運

輸，建設の各大臣と科学技術「『長官に対し，この淋業の凩要件を考慮し，関係機関か協力し，早急

に実施に着手する上う奨，胄しに本，，十伸lは人規模て，長期にわたるものてあり，施設，人員を大幅

に充実しなければならなし‘,

審議会てはこの叶側の了はしめに，主ず10年度に必艇な事業の内容を決議した，審，義会は40年度

を］0ケ年，，1恨IIの初年度とするプラ／を＼［て，関係各省は足詐をそろえ， 予知研究事業の推進に乗出

すものてある．このにうな，1!圃は柑界にも11ii例かなく 80灯の歴史を持つ日本地震学の実力を示すも

のとして期待されている．

測地審議会は 38{~I• 5月に地裳f知昂会を設けて』油Iの＼＇r-案を進めてきた＿，汁陣lの青写真になった

のは， この分野の指導的研究者の集りである地震予知叶1剌研究グ／ゾープか37年春に作成した予知叶

両推進苔てある， この，］卜両苫は3り年春のユネスゴ地震学および地裳工学政府間会議で注目を集め，

各国にさきかけて日本かこの』両を実胞する ~k うユネスコも亦強く勧告している＿

今度審議会かきめた10ケ年，，1-両は人地の微細な変動をくわしく，正確にキャッチ出来る観測網を

全国にはりめくらすこと，大地の絶えまない動きと大地震発生との関連をつきとめることを目的と

しており，］0年後には必らず地震予知の手がかりかつかめると地震学者は自信をもつている，

汁両のあらましは次の通りである．
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:1'i :； 19:-i i':I!]I9,9＇と今，9tの，＇¥'閉且

¥＼地裳予知l()ケ年，9~Iphi ,ii 1 1 |<I 

［ 測地的｝j法に tる地殻変動爛杏 (II,Il•地珂＇院か担 j也，，し 1乃、11nu,りしつ布）れ！！！I斤うi!! I Iズ1

胄し， 角測凧，水消測贔，地/1伍気， •9F)J測定と周期的に

くりかえす）

，2〉 地設変動を闇へるため豆）検潮場の撃佃i（↑[kliiGケ

所を90ケ所にふやず'ifB1'保安庁，気象庁， II:ll：地坪院が

j11喝）

＇，3) 地殻疫動の連続観測 i各人学か担‘りし， l数ケ所

の観測所を新設する）

4 地震活動の，凋査（気象／i,人学か才II'l'i)

5 人―[：地裳による地霞波速度の観測（通産省地質調

究所か担当）

6) 活断層の調査 (19il_l:）

日本海

！ I 叩位しL:( •。上

7， 地砧気，地電流の渭査（大学，氣象庁，海I:保安庁， 1-1：II．：地珂！院か分れ1)

8 大学の溝／喉部門の増設

平洋

l.9：じの］（）ケ {~1, ，1•II！りの性用は 100 陪円になるか，祈呂地霞の Iii｛和石油の祖古だけで 100 億円，新潟

rI］の被古か l,llllll億円てあるのを見れは，この位の研究9柑査焚は誡に少、＂、とュ＜わねばならなし‘. [1:I 

も］文惜しみの 100文失し、の愚かさとくりかえしてはならない．

5.通伯の 間題

大災古時には通f,．，機間，交通機関とはしめ，各機関の機能が一時停l卜し，原始時代にもどること

が粋通てある．なかんすく通信機関は災害I責報，被宮状況の迅出な把拇と，応急対策を指示ナる上

に，最も贔要な機閲てあるから， これか企絶寸ることは致命的九打撃てある．このためには今後次

のことに留意ナる必要がある．

11) 災害無線の成悦

県災宮対策本部と中央防災会，隣接県，各巾町村との間の連絡のため災古無線を設閥ナる．

12) 防災関係の通化施設の利用

防災関係機関との連絡のために，悴寮屯ふ鉄迅氣盾，電気屯語等の使Illか1廿よるようにずる．

13) アマチュア無線に~［る通｛，コ，訓練

アマチュア無線による災害通信訓練を実施し，公共通信施設の送絶時の対策を溝ずる．

(4） テレヒ，ラジオによる放送

緊急に巾民に通知，連絡ずへき1t瑣はテレヒ，ラジオによ I)放送し，人心の安定をぱかる．
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15) 通化施設及び交通状況グ）惜報連絡

防災関係の通fぃ施戊U)被古及び復111状況と，道路，鉄直，亨路窟の交通状況の情報を交換，連絡

しあうこと，

(6) せめ＼県に I台召）ヘリ l ／→ターーと常i悦し，焚古時には緊急連絡用に使う．

6. 防災叶凹iの樹＼，L

市は災古対策仏本広に）店つき，地域防災計画を作成しているが，これまての防災叶両にぱ，火災，

水貨，風背古，似j湖，地9へり，鉱毒などにつ＼ヽ、ーはとり、 I/てし、るか，地震につし、ての対策はあ

よりなかった．

県も関係市町村も新潟地震ては被古発生の確誌， I,ぷ急措置なとにま、:つき，災古住宅対策につい

ても，罹災者から苦情か出た、

この教訓に）｛し＇うし、ご，県の防災，， l圃に地震ととり人れることにしたり）で，市の，，ilIlIIにも足非人れ

る必要かある，

111 防災，，Ii団には必ず地虞対策を人れ，地震発生時の心かまえ，公共建築物の酎裳対策，地裳に

よる火災，津波の対棗，燐接町村との協力協定なとを具体的にきめる，

121 災害対策本部の組織編成と，消防団との関係をはづきりさせること，

(3) 災古情報，被宮状況の収集と，報店）j法を統，すること，

(4) 日衛隊派遣の要泊手続きの吟味と，受入れ態勢の確保をはかる，

(5) 1合もない化学消防！hの現状ては誠に不安てあるので，この際是非最低 1台は用意、ーずる必婆

かある，

16) 水道破損に対する給水，防火等の対策をたてる，尚この際，既設の井戸はなるべくつぶさな

いように指導することも人切である．又配水．車の常備も忘れてならないことである，

(7) 食叶， l匁療品り）石命保と，輸送の対策と＇たてる，

(8) 鉄道，港湾，道路等の破炭された場合し＇）罹災者の誘導，収容';'初の対策をたてる，

19) 罹災者の救助，治療の対策をたてる，

110) 屯気，通似施設の破壊に対する対策をたてる，

7. 学校•他設等 0) 避難，，）II練 0)徹底をはかる

市内の学校や施設は何れも大きな被害を受けたか，小中学校の児童生徒に関する限りぱ 1名の布

故者もなかった事It 不•:,911 0）いてあ，．）た． しかし皐田幼児憐jr,.J児 3名の犠牡は誠に痛こん貨てあ

る．この教訓に某し、て，
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(1) 予校，息没ては児咽，生徒を安↑に避難させるために，富に周含l]なnll叫とにて，；こゆ主なし‘

.,ill諌が必要てある，

！2) 従来の避難，9il純は，とかく火災を想定し／こしのか多か＇）にか，/(後は）＜災は勿論てあるか，

地震C!）場合も想定に入かる、一とか人l)Jてある． ＜袖珀汀也(')学校では津；皮の も必要である．

13) ど朽施，如［なるへ＜也かに袖強をはか），かりにも．危険校舎の如きは絶対に杖くし， II→避

難，役hiiげ）整備を：いかる．

(4) 地震，津波に対ずる知，揺を平素からサえておくこと．

(51 屋外に避難ナる場合は，地形地盤を芯應に入れ，崖くずれ等のおそれのない所に避難させる

こと．

8. 津波の防備にガ全を期そう

地成の被貨は地震による振動そのものの被＇占は勿論であるが，それに附随して起る火災，津波等

の被害か却つて大きいことがあるのは，過去の実例がこれを＂正明している．

今度の地裳てはこのヒうな火災のないことと，沖設の被害の殆んとなかったことは誠に店いであ

り，むしろ地震史上『サ筆すべき乳重な例てあろう．

しかし入からil内詮サiドには枷めご狭＼、海鰐：の低地に人家か密止してたち並んているものが多く，

杵し大きな津波かあったとすれば，大変な惨中をひきおこすであろう會

最近冬季の贔潮にそなえて当地海仰には， 9,婆岸堤防か構築されかけているか，津波に対しては必

すしも万仝とはム＼舟印ヽ．多くの人の中には，太平洋料とちかつて， 1．． ]本海料には津波かないと過

化している iのもあるか，海尉から至近牝雌に裳源を持つ地裳か数多く発生しているので絶対に油

断は出来れい 要は没芹を厳直1こやることと， Jj-に伽えて避難訓練を允分に行ない，いさという

場合にろうばし、しなし、ように平索から心の準備としておくことてある．

9. 水道管；しま耐羞性の強いものを

水道は文化ク），、ロメーターと』9われるか，水直の普及にづれて水に対ナる閃心は次第にうすれ，

水程朴l人に使オ 9れて 9‘ るも 0)はそうある［し、．

，｝後し、か八る地位長にも耐え得るし．）九耐虞I'!の強し、水直管（例えは現在り）し＿L -ーム管をfi綿セ｝

ントハイブにする竺';）にかえることて被古をある程度くい止めることか出来るし，又簡易水道を 1;

水道に切替えることも必要である．

丁場::妍ける水の出れいための捐古ぱ莫大てあり，今次地雲に於いて鉄興什たけて20億円，花t

ゎ蛉か10釦月の損古を受げて＼ることを思えば，完仝な用水の確保はこれからの都巾発展のために
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祈り！也，との，此 l波

{ t‘'i然苔えわばならない1iである．

1(）．列 Iドには無線をつけよう

地震と [,9]時に1l：内ては鉄道虐語の途絶で孤立状態とな＇った各駅は勿論のこと，線路 I：に立ち往生

した列屯の乗客の不安ははかり知れなし、ものかあった．主要駅たけでなく，仝駅，令列車に無線の

装慨かのそよれる所以のものは，この不安の.揺，連絡の確保にある．又国鉄の使命てある人命第

ー，より旱く，より安↑に，をモットーにして＼‘る限り，災害時の統一した処置をとるためにも，

現在の：分割管理は一刻も早く解消すへきものてある．

11.血液咽を登録しよう

今阿の地震により rli悩32人，軽傷！）9人の怪我人を出した．

しかし地元の医療機関か直接の被害かなかったので，治療はわりあいスムースに行われたが，若

しもっとJ｛山の負傷者か出たらとうたったろう．重傷患者か増えて多最の輸血をすることを衿える

と，現在のように化血に依仔している状態てはその確保はむずかしい．又血液咽についても知らな

いものか多いので，治療には一段の困難と手間かかかる．

すみやかに血液判定の仕事を行ない，市民全部かそれを登録して，•＾•朝災古にあった時にぱ，こ

れを活用するようにしておくことか必要である．又医師や看護婦の不足することも跨えられるので，

県や日赤か中心となり，隣県との中I「I［応援協定を結んでおくこともまた人切なことである．

12.倅軍の回避に全 J)を

地震とともに県内全域は-•斉に停電になった．

如ヽ昼間たったから上かったものの，これが夜間だったら，阿鼻叫晩の地獄絵図になったにちが

し、なし、．

災害復111の体制かいち早くとられ，人部分は間もなく回復したか， 一時はラジオ，テレビもとま

り，情報の入手も出来なか 9'）たことに対する不安感ははかり知れないものがあった．

トフンシ人ターブジオ 0)威）jか今さらの上うに確，忍された．

現在の都市生活はすべてか電化されてし‘る．

今後はいかなる場合でも，停屯たけは起さないよう，希望の光を消さないように万全の策をたて

るべきである．
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附 1

大地震 の心得

大地震の予知は今日のところまた不可能に近い， したがつてその災害を防止軽減するにはふたん

の用意か勿論必要であるか，と＇〉さの場合各個人か適切なな処置をとれるよう平常から心掛けてお

くことが肝要である．

大地震のおこった場合のとづさの処置については，過去の経験をもととしてすでに色々のことか

考えられてし、るのて，それらを充分検討した結果足丼実りしなけれはならなし、事項を 8つの標語に

要約して 9］~くずことかてきた．本文はそれらの標語とその簡単な説明てある．

：1) 大地震のときはまず丈夫な家具に身を寄せよ

人地震の時は人抵の人は本能的に外に逃げる．その場合落もついて安令な空地に難をさけること

かできればよいが，家の外に逃げることかできない場合には丈夫な家具例えは机，たんすなどに身

を奇せるのが安合である．家か倒壊した場合こうしたものは有効なささえになるものである．姉JI[

地裳！明治12年8月11日）や北伊豆地震（昭和 5年11月26,1Iにおいては倒壊した校舎の屋根が机

によって支えられ，その下は安全であった．その状態は崎時の写真によづて明かにされている，

また近頃の人建築物のなかに居合せた場合には絶対に1‘}i'，てて逃げたしてはならない．もちろん進

歩した建築物には非常時の準備か允分してある筈であるか，地衷なとのおこったときに無秩Iヤに人

々か逃げ出すことかあれは，普通には到底考えられない位多数の人か出入口や階段に殺到して，地

震直接ではなく，群集のもみあいによづて大事をひきおこナことか予想される．このような場合，

急に逃げ出すことは厳に慎み，洛付いた行動をとる必要がある．

その I・.,人建築物のすく外側では貼石， タイル，窓ガラスの破片などかお‘らてくるのであわてて

外に出ることはかえつて危険である．

人建築物のなかでも天井がはがれおちたり，電燈がこわれたりずるからそうした破片を避けるの

に机のドなとにかくれる必要がある．

木造の映1剌館や劇場のような人張間のある建物には地衷に対して弱いものかあり，多くの事故を
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起してし、るか「、注絃ずる．

ともあれ，~I に逃けることかてぎな＼、場介にば上人な家具の上うだもり）｛＇）ぞ｛ fに身を省せる暫慣を

/） } }ておくこと ある．

釦し本箱0）［う八もり）I t 1がり力り芭く， しかも：9^0) 9 1’ ！こ人,,・c、し、る，1:物か9[i9‘り）で，井常に危険だ

とど」l、こし、る會

¥21 狭い路地，塀 の わ き ， 崖 や 川 ヘ リ に 寄るな

狭い路池では落ちてくる屋根瓦のために人けがをした例は非常に多い．逃げるとぎに屈各地は危険

なところたと思わねばならなし、．

七塀，煉瓦，塀，化塀か倒れてその傍を通9)てしゾこ人か大怪我をしたり，死んたりした例も多い．

崖や川へりにはそのふちに平釘した地割れかおこったり地に）か心こるので非常に危険てある．

あわてて逃げ出して，これらの危険な場所にわさわざ近つかないよう心得ておく必要がある．石

恰龍り）そはなともJI常に危険である．

i3) 手早く火の始末

大＿i112年の関東大地震のときの火下の損古は実に人ぎかつた．この例て地震に伴づて起る火災が

人巾になることを痛切に知らされた．昭和23年の福井人地裳ても人火か起＇ー）ている．

地康にともなう火加よ実に消しにくし‘．人地震かあると動力は止主り， ー［た，水道の鉄悴は切れ

て水かこなくなり，消防用水が得られなくなる．拮局火事にな＇)たら）ぐ変たと考えなければならな

＼＇‘.人地裳たと感したら何をおしても火の始人をずることか絶対必晏てある．

ときには大地震のときの火もとはJくぶらやたという人もある． しかし化学実験室や藁屋にある発

火性の屎物の堪かこわれて，｝くJLにな 9)た例も相‘廿に多い．火元の種類は雑多てあ 9)ておよそ火気

のあるところはずへて火元になる可能性があると見るべきで，地裳に際しては直ちに火の始末をし

なけれはなら喜特に発火•I午の応物にバ＼、ては平常からその取扱＼‘を i分 J寧にしておかなければ

ならな＼、．

大正12年の関東大地裳およし¥II{ifu

23年の価井地震の際の火元の種類は

れの図(')通＇）である，

¥4! 1分過きたらます安心

人地震で大きな被害を桂えるもの

は十骸動の最も加速度の人さしく晶分

にとされて¥'る，―rtふj）ち倒埃した
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家の状態の観察や例麿，jーるのを直扱抒峻した人の話を且介すると短11•}間の間に出れごし主うことか

（［ば碓丈てある．

」震動か継続する時間は人1本1分泊後である．従＇）ご l分凸さたら，地炭ift}羹の危険It 1、ったも

り）と灼えて上＂‘.勿直人地裟は突］）の出東こと＿＿あるから，殆んと 1ーヘての 1いがその瞬間には一時

，9,ぅI[ ＼、-Iるぐあろうし， 11かには枷動か、強くこ・ I I I l i ／）、さ /J' 八し、湯合もふろう~処し｝＾裳動 i)'II:

んに 0）らi.tもうおそれる必要はなし、．なるへく＇｝＇＜洛ら 9 ー）さをとりもとして，火心に汁肛したり，

身辺のことを片バけるなと速かに活動を開始するよう心かくへきである，

人地震をおそれるの余り，安令と芦えられる広場に密集してた仁おびえて＼、ることははなはた危

険てある- l見1東人地霰のとき，東訊では各所の広場て，ここに逃げこんで＼に多数の人か裳火に包

まれて死傷した~なかにも本所被服廠跡り）場合は実に悲惨なものであ 9うた'

(5) 人命救助には消火か第一

地震の直後倒埃した家屋のなか（＇）人を救し、／ I¥そうとして＼、るう乞に後の）iから家がもえたして 1'_1

分の身か危くなり，結局求のなかり）人を捨てて逃け出したという例は非常に多い．

しかし関東人震及以後は一般に地裳火事のことに非常に注舟、ナるようにな＇）｝＇こその 例として

又，，炎か仏え；ぅれにし、る．昭和 2年 3月7日0)丹後西北，―<Iiの人地震の際倒壊した家に賢明な一少年か

＼、此．彼it屋根に目分かやっと出られるたItの穴とあけ-:，そこからは＼、出して外につも→てし‘る

古を何度かも 9 ）てし、 9 ）て［ltl炉りの火と注意．ふかく消したーそうしてから家の下にな＇)てし、る人々を

助け出したとし、うのである．

地裳に火，）>か＇）ぎもの仁といつても，此く火 1}に注るのてはなく， 1分泊火し始よをナる余裕の

ある場合か多し、•関東詣災の火1いこ）いて火元の袖類別に出火ずる主ての時間をしらへて見ると次

の通りである．

火元の種類

出火但ての時間

巣 ーロ＇
し

，
 

0~10分

がスの火

.
j
 

i
]
 

ーヽ
J

火鉢とし綸

2(1~30分

ど七
(力ヽ

10方～ 1時間

火ボか出れば，財麻は勿論，人命をも見拾てなければなうなし、から，地震¢）ときは何をおいても

火’ltび）防止にもに，‘,ねはならなし、．

¥6) 海岸では津波，山地ては山津波に注意せよ

人地娯とともに富喝，こ以た激しし ‘i•『力 1111 奥におこ!)，谷り）し胤から人械(!) 1•砂力‘ift}l ド）こさ・('

その通路にあたるものをすへて洗<‘]<9)たと 1く、う例は非常に多い．

間東地震の屈東洵迅線の恨Iif川1;1［近に起汀叫l津波は了分間て likmの詐離を冷れFうたもの

と推定どれで"‘る． ぞび）通過したところは大木も恨こそきに:れて＇＜、／こ.このときには谷 0)底の道
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にそ/)て逃けた人々は令部遭難し， 191,1州の糾面にのほさった人々はわずかに難を免かれてし、る．

湘作におこる津波は山沖波程応にくるもり）でなく，地震のあと］0～3(1分位で襲来している．

昭和 8り・ 3月：； 1 1 0) II栢加）地’表は心l・ifijo）中におこ/)にので地震直接の被・占はあ主 I)人ぎくな

応）たか，激しし・律波かおこ 9)てその被轡は非常に人きか＇）た．この場合地裳を感してから 30分位

で津波か襲来している．

南海の地震におし・ても古くか叫似皮をともなうも c}）か多し、．安政冗年の南海地震のときは地震0)

後30分にして津波かおしよせた．

地震津波を経験している海料ては津波に対する警成か肝嬰てある．

睦の津波のときには海片'・に＇ド行な道や谷間の道を逃けて生命を失った人が多数にのぼつている．

ーカ手近な小ifiiい所にのぼった人々は皆たすかつていた．このような避難方法は，大いに，すすめ

られるべきである．

人阪の海芹よりの町のような，小高い場所の全然ないところては学校のような高い建物に避難ず

るのがよい．

津波襲来の前兆として，遠雷のような音かぎこえるとか海水か急にひくとかということが必ずあ

る．こうした現象に日をつけて津波の襲来を予知し，その危険を知らせて多くの人を救った例ぱ，

むかしから数多く伝えられている．

現在ては各地に津波f報組織かど）くられていて，人命救助に万全を期すよう手配されている．大

地震にさいしてはこの組織の責任者の指ふに従って行動ずることか肝要である~

(7) 余震をおそれずテマに迷うな

大地震のあとの混乱に釆して色々のテマか飛ばされる．例えば「 2時間後にまた大地震があるj

などという予言めいたことが，まことしやかに流布される．こうしたものがデマである． 中には

f大地震がある」というようなことを中央気象台とか地震研究所とかいう権威筋の名をかりてふれあ

るくものもある．そのようなものも亦全部テマである．

人体現在の知識では地雲の予言は仝くできない．勿論大地震(9)あとには或期間余震がつ95くこと

は経験的によく知られたことであるか，余震かいつおこるか，又との位の人きなものかおこるかに

ついては今の所全然予測する｝i法かな＼、．従って「 2時間後に云々 なとというのはもつての外の

デマである．

唯 般に余震は本震よりかなり小さいものてある．関東人地震の後しはらくは多くの余震が感じ

られており，その直後には相当強し、余震を度々感したか，日かたつに従ってその強さも弱まり，そ

の頻繁度も減じていった．この例から見ても余震はそう恐しからなくてもよいのである．

かさねていうか地康の予言は悪質のデマであるから，そのようなものに絶対迷うことなく，火の

始末，身辺の整理，家の手人れなとにあたるへきである．
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(8) 秩序をまもり衛生に注意

人地裳か起ると t：水道のような主疫九衛牛施設が破壊されてしまうので，人々ぱかなり不潔なJK

を飲まさるを得なくなる，家の外に避難していなければならな＼、ことか多＼、のて排泄物を使所以外

の場所にむやみにナてる・その他の衛生的な処置もおこたられ勝ちになる．こりした混乱の結果と

して伝染病蔓延の徴候かかならず1廿てくる．

衛生の不注意より起る事態は，個人の志気を鈍らせ復興に大ぎな妨けとなる．

今日では非常災害に対して組織的な医療救助活動か実施てきるように体制か整えられており，給

水車か飲料水を運ふ l天療班や防疫班か必要な薬品や資材を持→て現地に派遣されるから，一般の

人は積極的にこれらの施設を利用する~上う心掛けるべきてある.

この際，飲料水の補給を受けるときなどは，とかく我勝ぢになりやすいから，皆て秩序を守るこ

とに｝）を合わせる必嬰かある、―とを忘れてはならti¥、.

人地震は癸然おこる恐るべぎ i'I殊現象てあるから，これに対しては平常から用意しておく必要が

あるが，一度人地震かおこった場合にはみたりにこれをおそれることなく冷静な行動をとる必要が

ある．少くとも以卜.にあげた 8·）の心得を t~分に実行することができれば大地震の直接および間接

の多くの被害を防止軽減し，災宮後の復旧をいちじるしく促進し得ることか期得される．
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37. 11向源古（明治27年12)]i向羽地裳誌：

38．鶴約i~ 人（明沿27i112月！甲＇「大地震氾

:19. 各新間
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糾呂地心の，心録

あ と が き

昨年10月，市渭局から今同の地震について，鶴岡市を中心とした地震記録の編集を依頼された．

しかし地衷発生以来ずでに 1ヶ月も経過しており，生々しい現実は人部分消失している市，地震記

録と云つてもそのとりあげる範囲内容は誠に広範に［［り， したかつて資料の入手か充分に出来るか

どうか等の点について，随分困るのではないかと跨えた．

けれども，もともとこういう方面の研究は好きなことてあり，資料は努力すればかなり集められ

る自信かあり，又期間も半年という n／成 1)長い時間であるので，そう無理をしないでもよいではな

いか等を考えて，引受けることにした．

半歳の期間のうち，始めの 3ヶ月間は，現地の，凋査，人学の発表論文の研究，各種汽料の蒐集な

とに代したか，これらのものを位めてみると実にぼう人なものになづた．これを招珂，分類して編

集の人1本の力.針と，ぞ0)嬰瑣を tとめたのか第 1ケJIIIであ＇）に第 5ケ／1日は，こ 0)要項に），¥い

てこれに，況明をつけ，参若資料をとりそろえ， 応）泉稿のとりまとめか出来た．

しかし，ここまでやって来てみると，何分私 l人の編集したものだけに，不満足な点が多く，切

角の仕事を更に立派なものにするために，又より一層科学的な襄付けをするために専門家の指導を

仰くことが必要であることを痛感し，東京大学の地震研究所を訪れることにした．

幸いにして同所の村井勇教授の懇切な御指導と御助言を得ることか出来たので，それを某にして

原稿を加除'；T正し，第 6ヶ月目には清習に入り，予定通り半年で一応完了することか出来た． しか

し出来上つてみると，いろいろ不本意な点が多く，決して満足出来るものではない．これは私自身

の学の浅いこと，オの乏しいことによるものて，誠に恐縮に堪えない．いづれ折かあれは更に訂正

増補出来れば幸いと考えている．

終りにこの仕事をするに当り，市当局，新聞社等からの御援助，御厚意ははかり知れないものが

ある．

記して）厚く感謝を申上げる次第である．

昭和10年3月20日

鶴岡市新潟地震災害対策本部嘱詑

高 橋静夫

- 176 -



昭和 10年 3月1511印園

ii且利．llO tF 3)］ 20日うも 1子

（非売品）

^
f
 

り
ー
~,

f
 

,f e
 

y
j
 

山形県鶴岡市役所

氏
匁脩沿

•‘ 

.T 
,f 

光 I ilij .
l
 

-I 
長

編集者 鶴岡市新潟地震災古対策本部

的図，1」馬場 111[

印刷所 鶴 岡印刷株式会社


	目次
	はしがき
	第1篇　地震発生の状況と被害及び対策
	1.　地震発生の状況
	1.　震源に於ける状況
	（1）発生時刻
	（2）震源の位置
	（3）規模

	2.　酒田における観測
	（1）発震時刻
	（2）初期微動
	（3）振巾
	（4）震度
	（5）周期
	（6）当日の気象状況
	（7）当日以後の気象状況
	（8）当日以後の余震状況

	3.　地震と感じた人々の印象
	（1）栗島釜谷に於いて
	（2）栗島内浦に於いて
	（3）温海温泉に於いて
	（4）鼠ケ関に於いて
	（5）飛島潜水夫の話
	（6）消防本部の望楼登板の話
	（7）酒田測候所検測係の話
	（8）学童の作文から
	（9）教師の記録から


	2.　被害の実態
	1.　被害総額
	2.　被害内容
	（1）人的被害
	（2）家屋の被害
	（イ）住家の被害
	（ロ）非住家の被害
	（ハ）地域別家屋被害状況

	（3）商工業の被害
	（イ）商店関係
	（ロ）旅館関係
	（ハ）工業関係の被害
	（ニ）商工関係種別被害合計額

	（4）農林水産被害
	（イ）田畑の被害
	（ロ）高和地方水田被害
	（ハ）稲作に与えた影響
	（ニ）農業用施設の被害
	（ホ）特に青竜寺川の被害について
	（ヘ）農業倉庫の被害
	（ト）林業関係
	（チ）水産関係

	（5）建設関係の被害
	市単独災害
	公共災害
	（イ）筒岡氏分
	（ロ）国県の分

	（6）水道関係
	（7）教育関係
	（イ）被害内容
	（ロ）被害の特に甚大な施設
	（ハ）修学旅行はバスに変更

	（8）その他の公共施設
	（9）間接的被害
	（イ）商工業関係
	（ロ）農林関係
	（ハ）その他

	（10）地獄のようだった京田幼稚園
	（11）特に大山、西郷地区の状況について
	（イ）町別、部落別家屋被害の状況
	（ロ）町別、部落別家屋倒壊率
	（ハ）大山支所災害相談所のにぎわい
	（ニ）避難の方法
	（ホ）通信
	（ヘ）送電関係
	（ト）警察の協力
	（チ）復旧の状況
	（リ）普及資金

	（12）その他
	（13）全権の被害状況
	（14）新潟地震全判の被害状況(全国)
	（イ）被災の市町村
	（ロ）被害状況



	3.　対策と復旧の状況
	1.　国の対策
	（1）国税上の救済措置
	（イ）税の減免　延納
	（ロ）金融機関

	（2）地方税の減免を拡大
	（イ）県民税と市町村民税
	（ロ）事業税
	（ハ）自動車税
	（ニ）固定資産税

	（3）地震更生資金の貸付
	（イ）貸付条件の特例
	（ロ）適用限度
	（ハ）国の財政措置

	（4）住宅金融公庫震災特別融資
	（5）自作農維持資金
	（6）地震保険制度の創設
	（イ）保険の対象物件
	（ロ）引受けの方法
	（ハ）政府の補完措置
	（ニ）政府の補完措置
	（ホ）保険金の支払い
	（ヘ）総額の限度
	（ト）保険料率


	2.　県の対策
	（1）災害対策本部の設置
	（2）災害対策本部の設置
	（3）その他の応急措置
	（イ）県税減免
	（ロ）効J構成の授業料減免
	（ハ）建設復旧資金の融資
	（ニ）自作農維持資金の貸付
	（ホ）住宅復興資金の融資
	（ヘ）道路占用料などの免除
	（ト）防疫
	（チ）各週相談所の開設

	（4）県議会の対策
	（イ）臨時県議会
	（ロ）6月定例議会
	（ハ）9月定例議会
	（ニ）議員の活躍


	3.　市の対策
	（1）災害対策本部の設置
	（2）住宅対策
	（3）農林水産災害の応急対策
	（4）請願、陳情、要望について
	（5）市民税の減免
	（6）本庁の対策活動
	（7）大川支所の対策活動
	（8）震災予算
	（9）義損金と義損物資
	（10）見舞、視察者
	（11）市議会の活動

	4.　公共機関、団体等の対策と協力
	（1）国鉄
	（2）電報電話局
	（3）庄内交通
	（4）自衛隊
	（5）消防団
	（6）県警察本部
	（7）Ｎ・Ｈ・Ｋ
	（8）東北電力
	（9）鶴岡保健所
	（10）秋田営林局

	5.　民間の協力と美談
	（1）労力奉仕
	（イ）学生の協力
	（ロ）京田幼稚園の救出
	（ハ）鶴岡地区の交通安全協会の協力
	（二）栄生産組合の共同防徐
	（ホ）日和建設の協力

	（2）金融界の協力
	（イ）各銀行
	（ロ）県信連
	（ハ）県信用保証協会
	（ニ）鶴岡信用金庫
	（ホ）中小企業金融公庫
	（ト）自作農石資金
	（チ）簡易保険
	（リ）住宅たすけあい金庫の新設
	（ヌ）住宅金融公庫

	（3）建築業界の協力
	（イ）沈金、資材の値上げ防止
	（ロ）仮設受託の緊急建設に協力
	（ハ）建築士会で住宅設計料を1万円以内に協定
	（ニ）坪単価5万5000円で建築するよう協力

	（4）鶴岡公共職業安定所で失業保険
	（5）義援金、物資当
	（イ）Ｄ．Ｊ．けーく英国行使
	（ロ）横浜在住の外国領事団
	（ハ）ブラジルの県人会
	（ニ）東京都江戸川区の戦時中鶴岡に疎開した一行
	（ホ）中村勘九郎さんら歌舞伎の子役ら12人
	（ヘ）東京北区松島旅行会一行
	（ト）新宿区県人会
	（チ）高知県知事
	（リ）吉展ちゃんの母
	（ヌ）神町自衛隊
	（ル）婦人会
	（オ）仙台市の社会福祉協議会
	（ワ）銀行
	（カ）大泉小のよい子たち
	（ヨ）鶴岡ロータリークラブ
	（タ）学校に対する見舞金、学用品の寄贈

	（6）カリフォルニヤ米100俵を死の床からおくった大川町出身坂口浄造氏
	（7）救援物資を自動車で東京から運搬してくらたⅢ学生の厚意
	（8）鶴岡盲学校の修学旅行団の連絡をとってくれた高校生ハム
	（9）鼠ケ関駅員の献身的なサービス
	（10）磯釣り中に津波にのみこまれた電工を救助した大岩川の漁師3人
	（11）翌日車で東京から慰問にかけつけた大川町主審の田宮誠重郎氏
	（12）わが家の災害を試みず、部落の水道復旧に協力した斉藤さんら3人
	（13）危機一髪　ガス止め
	（14）宇都宮市生花市場青年部の好意

	6.　復興の明暗
	（1）火災と津波の発生のなかったことは特筆すべきことである
	（2）人心の動揺、不安があまりなかったこと
	（3）地震後の天気よかったこと
	（4）職人の不足になやむ罹災者
	（5）罹災農家の融資難
	（6）夏のシーズンを控え、契約の復活などもりかえしに懸命の温泉地
	（7）大川被災者、6畳の仮設住宅を苦に自殺

	7.　復旧の住宅


	第2篇　地震の解明と分析
	1.　日本及びその付近の地震活動の概況
	2.　日本の地震帯
	3.　庄内地域付近に起こった地震
	4.　地震の震度と規模（マグニチュード）
	5.　地震のエネルギー
	6.　新潟地震の特徴
	（1）震度とマグニチュード
	（2）地震に伴って起こった変動
	（イ）粟島
	（ロ）海底の変動
	（ハ）本土側に起こつた変動

	（3）津波
	（4）余震
	（5）地変

	7.新潟地震の地質学的考察
	（1）機番の地質構造の概略
	（2）平野部の構造と地盤災害


	第3篇　問題点と今後の課題
	1.　地盤調査を行ない、その活用をはかろう
	2.　県市区広報の再検討
	3.　建造物の診断の必要と、その実施
	4.　地盤予知の研究と、その期間の設置
	5.　通信問題
	6.　防災計画の樹立
	7.　学校・施設等の避難訓練乗徹底をはかる
	8.　津波の防備に万全を期そう
	9.　水道管は対戦性の強いものを
	10.　列車はむせんをつけよう
	11.　血液型を登録しよう
	12.　停電の回避に全力と

	附録
	附1　大地震の心得
	附2　参考文献

	あとがき

